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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  大 泉 知 功   ７番  後 藤  忍 

 

２番  川 村  淳    ８番   三  條   幸   夫 

 

 ３番  福 田 淳 一    ９番  上 地 史 隆 

 

４番  森 賀 祐 司    10番  松  岡  克  美 

 

 ５番  鈴 木 秀 之   11番  齋 藤 宏 司 

 

 ６番  岩 原  繁   12番  原 本 哲 己 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

   

  

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  
産 業 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

住 民 課 参 事   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

   

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 



 

令和６年第１回大空町議会定例会議事日程 

第１号 令和６年３月６日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  令和６年第１回大空町議会定例会にあたって（町政執行方針） 
 
日程第６  令和６年度大空町教育行政執行方針 
 
日程第７  一 般 質 問 
 
 



 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  菅 野 洋 治   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  秋 葉 暢 康 
                       移住・定住支援室長 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  髙   昭 寿 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  中 村 綱 希   住民福祉課 長  山 本   晃 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志   総 務 課 主 幹  齋 藤 慎 吾 
 
   住 民 課 参 事  砂 金 英 樹    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  井 上   透    生涯学習課参事  村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  石 川 大 樹 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   書 記  見 延 洸 太 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和６年３月６日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 



 



諸 般 の 報 告 
≪令和５年１２月１５日～令和６年３月６日≫ 

 

１２月１５日  第１６回総務厚生・第１４回産業建設文教合同常任委員会 

        第１３回議会広報常任委員会 

２０日  第３回タブレット端末等導入検討小委員会 

１ 月 ７日  はたちのつどい 

     ８日  消防出初式 

    １１日  第１７回総務厚生常任委員会 

１９日  第８回議会運営委員会 

令和６年第１回臨時会 

第５回議員協議会 

第１８回総務厚生・第１５回産業建設文教合同常任委員会 

第１８回総務厚生常任委員会 

第１５回産業建設文教常任委員会 

第４回タブレット端末等導入検討小委員会 

２４日  第１４回議会広報常任委員会 

２７日  自衛隊家族会総会 

３０日  網走市議会議員研修会（網走市） 

 ２ 月 ６日  第１５回議会広報常任委員会 

    １１日  網走地区自衛隊入隊予定者激励会（網走市） 

    １３日  正副議長会議（網走市） 

         オホーツク管内町村議会議長会定期総会(遠軽町) 

    １４日  ノンキーランドふるさとまつり実行委員会   

    １５日  第１６回議会広報常任委員会 

    １６日  大空町の農業を考える会合同学習会 

    １７日  議会報告会・町民との意見交流会 

    ２１日  第５回議員協議会 

第１９回総務厚生・第１６回産業建設文教合同常任委員会 

第１９回総務厚生常任委員会 

第１６回産業建設文教常任委員会 

    ２９日  第９回議会運営委員会 

 ３ 月 １日  大空高等学校第３回卒業証書授与式 

     ６日  令和６年第１回定例会 
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（開会 午前１０時００分） 

 

◎開会の宣言 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから、令和６年第１回大空町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、１番、

大泉知功議員及び２番、川村淳議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申し出がありますの

で、これを許します。 

議会運営委員会委員長上地史隆議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 ９番、皆様改めておはようございます。 

議会運営委員会の審査結果を報告いたします。本定例会を開催するに当た

り、去る２月２９日、議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等につ

いて協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が５人、町長から提出されております案件が３３

件であります。その内訳は、同意６件、条例制定等の議案が１１件、令和５年

度補正予算８件、新年度予算８件であります。 

また、議会提出議案の提出も予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、

本定例会の会期は本日３月６日に開会をして、３月１３日までの８日間とす

ることが妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果について

報告をいたします。 

以上、議会運営委員会審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほど議会運営委員会審査報告のとおり、

本日から３月１３日までの８日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１３日ま 
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での８日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員で 

あります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合があ

りますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付している

とおりであります。 

町広報担当者並びに報道関係者から写真撮影の申し込みがあり、これを許

可いたしましたので、ご了承願います。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりま

すので、ご了承願います。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４行政報告を行います。松川町長から行政報告の申し出が 

ありますので、これを許します。 

松川町長。 

 

◇町  長 おはようございます。令和６年第１回大空町議会定例会にあたり 

まして、行政報告を行います。 

１２月１７日から２月１日にかけて、町政懇談会、ふれあいトークを開催い

たしました。両地区合わせて１４カ所で開催し、３０３名の参加をいただきま

した。コロナウイルス感染症が５類に移行したことが要因かどうかわかりま

せんが、令和４年度と比較して開催箇所が３箇所増、参加者数も８９名増とな

りました。道路や水道などの生活環境の充実、農作物の食害被害対策、福祉タ

クシーの見直しなど、さまざまな観点からのご意見、ご質問をいただいたとこ

ろであります。 

１２月２９日は、大空町交通安全・社会を明るくする運動実行委員会を開催

いたしました。今年度実施した活動の総括を行い、来年度は７月２日火曜日、

女満別地区において開催することに決定したところであります。 

１２月２１日は、東京都において行政で構成する北海道横断自動車道北見・

網走間建設促進期成会と民間団体で構成する網走・明日を拓く道の会による

合同緊急要望活動を行いました。女満別空港から網走に向けた高規格道路整



3 

 

備に係る事業化に向け、国会議員、財務省、国土交通省に対し要請活動を実施

いたしました。 

１２月２７日は、札幌に出張し、北海道町村立高等学校道教委要請活動を行

いました。令和６年度道立高等学校に簡易型冷房機器が設置されるというこ

とから、北海道教育委員会倉本教育長に対し、道立高等学校の対応と同様に、

道内町村立高等学校に対しても、簡易型冷房機器の設置について要請いたし

ました。倉本教育長の回答では、市町村立の高等学校については、各市町村に

て対応いただきたいということでございました。 

翌日、大空町総合教育会議を開催いたしました。第三次大空町教育推進計画

について、大空町教育大綱の見直しについて、小中一貫教育について、運動部

活動の地域移行についての４件について意見交換したところであります。 

年が開け１月７日、大空町はたちのつどいを教育文化会館にて挙行し、５３

名に出席いただいたところであります。 

１月１５日は、小清水町においてモンベルフレンドエリアオホーツク構成

市町首長会議が開催され、出席いたしました。北見市、網走市、小清水町、美

幌町、大空町の２市３町でモンベルフレンドエリアオホーツク連絡協議会を

新たに設置したところであります。また、モンベルとコラボレーションしたグ

ッツの制作などについて意見交換を行い、各市町の名称が刻まれたモンベル

キャラクターフィギュアが贈呈されたところであります。 

１月２３日は、東京に出張しＢ＆Ｇ全国サミットに出席いたしました。基調

講演やパネルディスカッションの他、優良海洋センターの表彰が行われ、大空

町では、女満別・東藻琴両海洋センターが１３年連続特Ａ評価を頂戴したとこ

ろであります。 

翌日、法務省矯正局を訪問し、網走刑務所住吉作業所での事業の進捗状況に

ついて説明いたしました。 

１月２５日は、斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会、市長町長会議が悪天

候のため急遽オンライン会議に振り替わり参加いたしました。中間ごみ処理

施設、宅盤造成などについて協議したところであります。 

同じく同日、オンライン会議での石北本線アクションプラン実行委員会に

参加いたしました。令和元年度から５年度までの５カ年間のアクションプラ

ンに基づく取り組みについて、新型コロナウイルス感染症の拡大により目標

を達成することができなかったことから、今後３年間を目途に事業の抜本的

な改正方策を取りまとめていくこととしたところであります。 

２月３日は、昨年に引き続き、株式会社エアドゥーと連携してコンコンロコ

ン大空イルミネーション点灯式を行いました。本年度は会場を道の駅メルヘ

ンの丘めまんべつから女満別湖畔に変更し、２月２５日までの２３日間の点

灯期間で、５，００２名の方にご来場いただいたところであります。 

２月６日は、東京都において北海道横断自動車道北見・網走間建設促進期成

会と民間団体で構成するオホーツクの道を考える会による合同緊急要望活動

を行いました。早期事業化に向け、国会議員、財務省、国土交通省に対し要請

いたしました。 

２月７日、北見市留辺蘂町において、オホーツク町村会行財政特別委員会が
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開催され、出席いたしました。令和７年度採用オホーツク管内町村職員採用試

験の日程や、令和６年度町村職員の各種研修事業の実施について協議し決定

したところであります。 

終了後引き続き、オホーツク町村会定期総会が行われました。令和４年度の

一般会計歳入歳出決算の認定、令和６年度オホーツク町村会事業計画などに

ついて協議したところであります。 

２月８日、札幌市に出張し、札幌駅前通り地下歩行空間で行われた石北本線

沿線市町の北見市、網走市、美幌町、遠軽町、大空町の２市３町による、オホ

ーツク圏活性化期成会石北本線部会オホーツク圏域プロモーション事業に参

加いたしました。通行されている方々に大空町のノベルティーを配布し、石北

本線の利用ＰＲを行いました。 

２ページをお開き願います。２月９日は、北海道の浦本副知事と北網地域市

町長との意見交換会が大空町で開催され、出席いたしました。 

翌日、大空町青少年顕彰式・青少年健全育成交流会が議事堂文化ホールで開

催され、出席いたしました。今年度は２９個人、２団体に対し各賞が授与され

ました。受賞式終了後、児童生徒の意見発表、女満別中学校吹奏楽部による器

楽演奏が行われました。 

２月１１日は、網走市で開催された、網走地区自衛隊入隊予定者激励会に出

席いたしました。 

２月１３日は、網走市にて、斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会市長町長

会議が開催され、出席いたしました。清里町が新たに協議会に加入することに

伴う規約の改正、令和６年度以降の事務局等の体制と人的負担などについて

協議を行ったところであります。 

翌日、芝桜まつり実行委員会を開催し、令和６年度第４０回目の節目を迎え

る芝桜まつり事業計画案等について協議いたしました。 

同日、ふるさとまつり実行委員会を開催いたしました。令和６年度は８月２

５日日曜日の開催を決定したところであります。 

２月１６日は、北見市において、北網地区市町長会議が開催され、出席いた

しました。近年出張時における宿泊代、特に首都圏域や札幌市での宿泊料が高

騰していることに伴う旅費規程の見直しの状況及び各小・中学校等、さらには

公共施設等における暑さ対策の取り組み状況等について意見交換を行ったと

ころであります。 

２月１８日は、町民３００歳交歓バレーボール大会を開催いたしました。大

空高校体育館と東藻琴中学校体育館の２会場で、１７チームが参加し熱戦が

繰り広げられました。 

２月２１日は、オホーツク東部広域農業水利管理協議会を開催しました。令

和５年度補正予算、令和６年度予算の審議を行い、いずれもお認めいただいた

ところであります。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 
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◎日程第５ 令和６年第１回大空町議会定例会にあたって（町政執 

行方針） 

◇議  長 日程第５、令和６年第１回大空町議会定例会にあたって、町政執 

行方針の説明を行います。 

松川町長から、町政執行方針について説明の申し出がありますので、これを

許します。松川町長。 

 

◇町  長 令和６年第１回大空町議会定例会にあたり、町議会議員並びに町 

民皆様に私の町政に対する基本的な考え方と事業の概要、予算について説明

を申し上げ、ご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

私が町長に就任して間もなく２年を経過し、折り返しの年となります。この

２年間、町民や議員の皆様との対話を重ねながら、多くの課題に対して一歩ず

つではありますが、その解決に向けて取り組みを進めてまいりました。残り２

年間の任期におきましても、職員と共に全身全霊を捧げて町政の運営に取り

組んでまいります。 

私たちの生活や活動に支障をきたしてきた新型コロナウイルス感染症も、

昨年５月８日から感染症法上の位置付けが２類から５類へと移行し、本来の

生活や活動が行えるようになりました。 

町民皆様には、不要不急の外出自粛、新しい生活スタイルの実践などをお願

いし、感染拡大防止のためご理解とご協力をいただきましたことに、心から感

謝申し上げます。 

ロシアによるウクライナへの軍事侵略は、開始から２年を経過した今なお、

解決の糸口が見えません。原材料価格の上昇やエネルギー・食料価格の高騰が

継続している中、令和６年度におきましても町民の皆様の暮らしを守り抜く

とともに、一日も早い平和的解決がなされることを望むところであります。 

近年、地球温暖化による台風や大雨などの自然災害が想定を超えるような

猛威を振るい、全国各地で甚大な被害が発生しています。地球温暖化の影響は、

自然災害の発生だけではなく、私たちの日常生活にも猛暑・酷暑といった形で

影響を与えています。私たち人類は、地球温暖化を阻止し、次代に引き継いで

いく責務があります。 

大空町は、本日ここに、ゼロカーボン宣言を行います。温室効果ガスの排出

抑制、二酸化炭素の吸収、自然エネルギーの活用等に取り組み、併せて公共施

設における冷房設備の整備、高齢者世帯への冷房設備に対する支援を行って

まいります。 

町民皆様が、いつまでのこの故郷大空町で安心して暮らし続けられるため

に、令和６年度予算の編成にあたってまいりました。皆様のご理解とご協力を

お願い申し上げます。 

次に、まちづくりに臨む基本的な考え方について申し上げます。人はまちの

未来を形づくる根幹です。子どもから高齢者まで誰もが、地域社会の中で豊か

な心と健やかな身体を育みながら暮らし続けられるよう環境整備を進めてま

いります。 

医療・介護・福祉におきましては、誰もが可能な限り住み慣れた地域で安心
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して暮らし続けられることが町民皆様の願いです。特に高齢化が進む本町に

とって医療・福祉は欠かすことのできないものであることから、引き続き必要

な支援を行ってまいります。併せて障がい者福祉の充実についても検討して

まいります。 

農業におきましては、引き続き農業基盤整備事業の計画的な推進に努め、関

係団体と連携して大空町の主幹産業である農業を支えてまいります。商工業

や観光につきましては、関係団体の取組を積極的に支援し、地域経済が活性化

するように取り組んでまいります。 

安全かつ安心して地域で暮らしていくためには、災害に強いまちづくりを

推進していかなければなりません。本年１月１日に発生した能登半島地震で

は最大深度７を記録し、道路や上下水道、通信設備などのインフラがことごと

く損壊しました。災害から町民皆様の生命と財産を守るため、必要な道路や河

川などの整備や老朽化した社会インフラの計画的な更新、修繕を進めるとと

もに、防災活動の拠点となる河川防災ステーションを完成させ、地域における

防災体制と防災意識の向上を図ってまいります。 

次に、令和６年度事業の概要について、分野ごとに申し述べたいと存じます。 

総務関係についてであります。 

役場庁舎の改修につきましては、工期の最終年として外構工事などを行い

ます。行政サービスを提供する拠点施設として、一層の機能向上を図ってまい

ります。 

防災活動において中心的な役割を果たす河川防災ステーションにつきまし

ては、令和６年度中の完成に向けて建設を進めています。災害発生時の緊急復

旧などに迅速に対応するほか、通常時にはコミュニティ活動などを行う場と

して活用してまいります。 

消防につきましては、通信指令台を更新して機能の充実強化を図り、町民の

生命と財産の保護、安全で安心な暮らしを確保してまいります。 

地方公共団体におけるデジタル化は、喫緊の課題であるため、新たに行政改

革・ＤＸ推進事業に取り組みます。 

 行政の仕組みやルールを根本から見直し、最適なサービスの提供と業務の

効率化を目指すとともに、専門的な知識を有するデジタル人材制度を活用し

てＤＸを推進してまいります。 

企業誘致につきましては、地域の特徴を生かした誘致施策を検討するとと

もに、外国人材の確保に資する取組を行ってまいります。 

まちづくりの基本的な方向性を示す第２次総合計画は、最終年度の令和７

年度まで残り２年となりました。第２次総合計画をより加速化、具現化するた

めに、これまで積み重ねてきた施策等を振り返り、令和８年度からの第３次総

合計画に向け、町民アンケート調査を実施し、ニーズを把握のうえ、時勢を踏

まえた計画の作成を行ってまいります。 

地域生活を支える公共交通につきましては、引き続き他の自治体や関係機

関と協調して維持・確保に努めるとともに、利用実態などを踏まえ、運行形態

や支援のあり方について協議してまいります。 

鉄路存続に向け、ＪＲ北海道に対する必要な支援を行うとともに、運賃の助
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成を行うなど町民の利用促進に取り組んでまいります。 

地球温暖化対策は、今を生きる私たちの社会的責務であり、これまで以上に

町民の皆様、事業者の皆様と一丸となって再生可能エネルギーの地産地消や

省エネルギー活動に取り組んでいく必要があります。脱炭素社会の実現に向

けた取組を強化し、次の世代に引き継ぐため、２０５０年までに二酸化炭素の

排出量実質ゼロを目指すゼロカーボンシティ大空町の実現を目指し、総合的

に推進してまいります。 

移住・定住対策につきましては、移住支援ホームページやＳＮＳによる効果

的な情報発信により町を知っていただく機会を充実させるとともに、お試し

暮らしなど実際に町の暮らしを体験する機会の充実を図ります。また、仕事や

住まい探しからコミュニティとのつながりづくりまで、切れ目ない総合的な

サポートに取り組んでまいります。 

令和４年度から取り組んでいるＰＲＯＴＯ ＯＺＯＲＡプロジェクトにつ

きましては、大空高校の生徒による政策提言アイデアの実証実験を行い、プロ

ジェクトの自走を目指して官民連携による取組を進め、関係人口の創出及び

拡大を目指してまいります。 

町民皆様の自主的、主体的な活動を支援する元気づくり応援事業を継続し

ます。芸術文化活動や地場産業の振興、優れた人材の育成など様々な分野での

活動を応援し、活気と潤いあふれるまちづくりを推進してまいります。 

財政につきましては、地方債の発行を抑制して将来負担の軽減を図るほか、

多様化する行政需要や物価高騰による負担の増加など社会情勢の変化に柔軟

に対応しながら健全な運営に努めてまいります。 

町民皆様と行政が互いに理解と信頼を深め、協働によるまちづくりを推進

するため、引き続き行政情報の発信や広聴活動を積極的に行ってまいります。 

情報発信につきましては、広報誌だけではなくホームページやそらっきー

ナビ、各種ＳＮＳ、ラジオ、地上デジタル放送など多様な媒体を活用し、行政

情報や生活に関する情報は随時、緊急・重要情報は迅速かつ確実に発信してま

いります。 

町政懇談会「ふれあいトーク」をはじめとした広聴活動を通し、ニーズを的

確に捉え、町民皆様とのコミュニケーションを大切にしたまちづくりを進め

てまいります。 

姉妹都市の東京都稲城市及び友好町の熊本県氷川町との交流事業につきま

しては、産業、教育、スポーツ、文化などの分野における交流を継続し、一層

の友好関係を築いてまいります。 

 ふるさと応援寄附金につきましては、返礼品の拡充、提供事業所の拡大など

により寄附金の増額を図り、魅力的なまちづくりに活用してまいります。 

 住民関係についてであります。 

 自治会は、地域でのふれあいや交流活動を通じて世代を超えた連帯感を深

めることができるなど住みよい地域づくりには欠かせない一番身近な組織で

す。自治会の運営や活動支援のための交付金制度、また、各自治会への地域担

当職員の配置を継続し、町民皆様との協働によるまちづくりを進めてまいり

ます。 
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町民会館、公民館は、コミュニティ活動の拠点として活用されています。施

設の適切な維持・補修に努めるとともに、改修・整備につきましては、引き続

き地域と協議を進めてまいります。 

 花いっぱい運動は、町民皆様と共に道道女満別空港線や公共施設周辺を花

で彩り、生活に憩いと安らぎをもたらします。近年、作業に参加していただく

方々の高齢化や担い手不足などにより、美しい景観の維持が難しくなってき

ているため、関係する皆様と管理方法などについて検討してまいります。 

 交通安全・防犯の推進につきましては、児童や通行者を交通事故や犯罪から

守るため、関係機関・団体などと連携した取組を進めるとともに、不審者警戒

巡視や自主防犯パトロール、街頭啓発を実施し、安全で安心なまちづくりに努

めてまいります。 

また、犯罪被害者等を支援する制度を新たに創設し、犯罪被害者等が受けた

被害の早期回復又は軽減が図られるよう、支援してまいります。 

 廃屋対策につきましては、平成２６年度から解体撤去工事に要する費用の

助成を開始し、これまで１１２件の解体撤去が行われました。引き続き助成を

行い、景観の向上及び安心で安全な住環境の確保を図ってまいります。 

 全国的にも大きな社会問題となっている空き家の対策につきましては、空

家等対策計画に基づき、空き家の利活用や除却などを進めてまいります。 

 エキノコックス症対策として、平成２８年度からキツネへの虫卵の寄生を

防ぐ駆虫剤の散布を実施し、その効果は過去の結果から実証されています。今

後も対策を継続し、安全で安心、かつ、自然と共生するまちづくりを進めてま

いります。 

葬斎場につきましては、老朽化した火葬炉の補修工事を行います。また、墓

地につきましては、合同納骨塚に納骨されている方のお名前を残せるよう、新

たに墓誌を設置するなど環境の維持・向上に努めてまいります。 

 塵芥処理につきましては、町民皆様のご理解とご協力により分別の徹底や

再資源化による減量化が図られていますが、各施設、設備ともに老朽化が進ん

でいます。本年は、女満別地区の塵芥収集車とリサイクルセンターのフォーク

リフトの更新を行います。 

廃棄物処理の広域化につきましては、網走市、美幌町、斜里町、小清水町及

び清里町との１市５町による斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会で、一部

事務組合の設立及び施設整備に向けた協議を進めてまいります。 

網走市と斜里町の可燃ごみの一部の受入れを引き続き行うとともに、その

他廃棄物の処理についても広域処理の可能性を探りながら、様々な形態につ

いて検討してまいります。 

一般廃棄物処理手数料につきましては、令和７年４月からの新しい料金体

系スタートに向け、町民皆様への周知に努めてまいります。 

町営住宅につきましては、北一ノンキーハイツ‘９１の屋根・外壁の改修工

事、また、令和４年度から３年間を事業期間として継続してきたエアコン対応

改修工事を実施します。引き続き計画的な改修と適切な維持・補修に努めてま

いります。 

町税などの徴収、収納事務につきましては、債権管理条例に基づき、各種債
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権の適正管理に努めるとともに、関係課の連携による納付相談、共同徴収及び

コンビニエンスストア、スマートフォンによる納付の推進など収納率の向上

に努めてまいります。 

福祉・保健関係についてであります。 

地域福祉につきましては、保健・医療・福祉が連携し、共に支えあう地域社

会の実現を目指して、第４期地域福祉計画を策定します。また、地域福祉の中

心的役割を担う社会福祉協議会の運営を支援してまいります。 

福祉タクシー券及び外出支援タクシー券は、対象者を拡大するほか、利用方

法をわかりやすく改善し、高齢者や障がいのある方の外出を支援してまいり

ます。 

子育て支援につきましては、地域社会全体で子どもと子育て家庭を支援す

ることを目指して、第３期子ども・子育て支援事業計画を策定します。 

子育て世代包括支援センターでは、全ての妊婦や子育て世帯に対し、妊娠期

から出産、子育てまで一貫して伴走型相談支援を行い、子どもが健やかに育つ

ことができる環境の充実を図ります。併せて、経済的負担を軽減するため、出

産・子育て応援給付金を支給します。 

認定こども園につきましては、一時預かり事業、延長保育事業及び病児保育

事業を実施するほか、給食費への助成を行います。 

児童センターめちゃいるど館や児童館のんきっず館において、放課後児童

クラブを実施するとともに、子育て支援センターでは、親子遊びや交流の場を

提供してまいります。 

子ども医療費助成につきましては、対象年齢を１８歳まで拡大し、子育て世

帯の経済的な負担軽減を図ってまいります。 

障がい者福祉センターちあふるでは、グループホーム及び日中活動の事業

を実施し、自立と社会参加を支援します。また、施設の老朽化に対応するため、

施設の外部改修工事を行います。 

障がいがある方からの相談につきましては、相談員が訪問するなど必要な

情報の提供や助言、サービスの利用調整を行います。また、広域で設置した基

幹相談支援センターでは、緊急対応や医療的ケアが必要な方の相談に応じ、切

れ目のない支援を提供してまいります。 

障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や重度心身障がい者の医療費助

成、発達支援センターの運営費負担などの支援を行ってまいります。 

高齢者福祉につきましては、熱中症対策として、高齢者や身体に障がいがあ

る方のみの非課税世帯に対し、エアコンや冷風機などの購入費用の助成を行

ってまいります。 

一人暮らしの高齢者などが安心して暮らすことができるよう、緊急通報シ

ステムの設置・運用を継続しつつ、実効性のある新たな手法の検討を進めます。

また、生活支援ハウスでは、入居者が安心して生活できるよう、見守りや生活

支援をきめ細かに行ってまいります。 

医療につきましては、第二次医療圏の地域センター病院である網走厚生病

院の脳神経外科と周産期医療の医療体制整備を図るため、近隣自治体と連携

した支援を継続していくとともに、女満別中央病院の医療用画像管理システ



10 

 

ムの更新支援や東藻琴診療所の眼底カメラの更新など医療環境の充実を図っ

てまいります。 

高齢化が進展する中、医療、介護の人材確保は困難を極める状況にあること

から、事業者が人材を確保・育成するための支援を継続してまいります。 

母子保健につきましては、母親の孤立を防ぎ、産後うつや虐待等を予防する

ための支援体制の充実を目指しています。これまでの妊婦健診、産婦健診、産

後ケア事業に加えて１か月児健康診査を実施し、医療機関との連携を深め、よ

り安心して妊娠、出産、育児を行える環境づくりを進めてまいります。また、

不妊治療につきましては、先進医療費と交通費を新たに助成対象に追加し、充

実を図ってまいります。 

各種疾病予防対策につきましては、帯状疱疹予防接種費用の助成を継続し

ます。 

高齢者肺炎球菌の定期予防接種は、６５歳の方が対象とされていますが、こ

れまでは、６６歳以上の方も対象として拡大する経過措置がとられてきまし

た。定期予防接種が可能な経過措置の期間は、令和５年度をもって終了となり

ますが、引き続き未接種の６６歳以上の方への接種を推進するため、対象を拡

大し、接種費用の助成を行ってまいります。 

保健対策につきましては、第３次健康増進計画 健康おおぞら２１に基づ

き、ライフステージごとの健康目標を定めて保健対策を実施してまいります。

特定健康診査や後期高齢者健康診査、各種がん検診などの受診勧奨を積極的

に進めるとともに保健指導を充実し、生活習慣病の発症予防や重症化予防に

努めてまいります。 

町民一人一人が健康づくりに取り組むことができるよう、健康教育や健康

相談を実施し、自ら健康について考え、適切な情報を選択して活用する力「ヘ

ルスリテラシー」の向上を図ってまいります。また、子どもの頃から健康に関

する知識や理解を深めてもらうよう、教育機関と連携した取組も継続してま

いります。 

国民健康保険事業につきましては、北海道全体で運営されており、被保険者

が保険税により支える仕組みとなっています。 

国民健康保険第３期保健事業実施計画 データヘルス計画に基づき、特定

健診の受診率及び特定保健指導率の向上、メタボリックシンドローム該当者

及び予備群を減少させる取組を保健事業として推進してまいります。 

介護保険事業につきましては、第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計

画に基づき、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい生活を続ける

ことができるよう、地域包括ケアシステムの深化・推進を図ってまいります。 

介護基盤強化対策事業につきましては、要介護認定者だけでなく、要支援認

定者も加えて補助することとし、要介護度の維持及び改善による健康寿命の

延伸と介護従事者の意欲向上を図ります。 

また、基幹病院の女満別中央病院や在宅支援診療所である東藻琴診療所、近

隣医療機関、介護保険サービス事業者、社会福祉協議会など医療と介護の切れ

目のない連携体制を構築し、総合的に高齢者を支える地域を目指してまいり

ます。 
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産業の振興についてであります。 

農林水産業は、地域経済の活性化とまちづくりを支える産業であり、商工業

や観光事業などと関わりを持たせながら、地域産業の振興に努めてまいりま

す。 

主食用米の生産を抑え、水田を畑として有効活用するために生産者に支払

われる「水田活用の直接支払交付金」につきましては、畑作地に転換する農業

者に対しての支援策が講じられています。関係機関・団体と連携を図り、国の

動向を注視して情報の収集と提供に努めてまいります。 

農家戸数の減少や農業従事者の高齢化が進展する中、農業労働力の減少が

懸念されています。地域農業の活性化を図るため、担い手実践研修に対する支

援を行うほか、第三者継承による新規就農者の参入や受け入れについて、オホ

ーツク新規就農者対策会議をはじめとする関係機関・団体と連携を図りなが

ら進めてまいります。 

農業生産に影響を及ぼす病害虫の侵入やまん延を防止するため、ジャガイ

モシストセンチュウ類の土壌検診及び低減効果の高い対抗植物であるトマト

野生種の導入支援を行ってまいります。 

安全・安心な農産物の生産に欠かすことのできないクリーン農業及び農業

の基本となる土づくりを推進するため、緑肥作物の作付けや地力向上のため

の土壌診断に対して支援を行います。 

さらに、有機農業や堆肥の施用、減肥料、減農薬などの環境保全効果の高い

営農活動に取り組む農業者に対する支援を行ってまいります。 

農業・農村が有する多面的機能に支障が生じないよう、地域の共同で行われ

る農地、水路、農道など地域資源の保全管理活動を支援するため、中山間地域

等直接支払事業や農業農村多面的機能支払交付金事業を継続してまいります。 

農業委員会につきましては、農地法に基づく農地の権利移動や転用などの

許可をはじめとする農地行政の適正な執行に取り組んでいただいております。 

引き続き農業者の公的代表機関として関係法令に基づき、農地の効率的利

用集積と最適化を推進していただくとともに、優良農地の確保や遊休農地の

発生防止など円滑な農地行政を行えるよう、支援してまいります。 

地域農業の経営が安定的に持続するよう、担い手育成センターが中心とな

り、担い手の育成・確保と後継者のパートナー対策を関係機関・団体と連携し、

推進してまいります。 

国営事業につきましては、網走川中央地区国営かんがい排水事業により、網

走川土地改良区管理の西幹線用水路の整備に向けて取り組んでまいります。 

網走川豊住地区国営かんがい排水事業では、排水機場と排水路整備の工事

実施に向けた調査設計に取り組んでまいります。 

道営農業農村整備事業につきましては、女満別本郷２地区農地整備事業、女

満別東部高台２地区水利施設等保全高度化事業、女満別南部地区水利施設等

保全高度化事業、東藻琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事業、さらに、新規着

手地区として、女満別南部２地区水利施設等保全高度化事業を加え、農業生産

基盤と営農環境の整備を行ってまいります。 

 また、計画地区として東藻琴北地区水利施設等保全高度化事業に取り組ん
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でまいります。 

団体営事業につきましては、農業水路等長寿命化・防災減災事業により、国

営畑地かんがい施設送水管路の空気弁の更新、古梅ダム堤体の照明設備・取水

塔凍結防止装置の更新、さらに、美幌田中幹線地区のゲート類等の分解整備工

事を実施します。また、女満別第２幹線畑地かんがい管路施設の更新、豊住地

区排水路の横断ボックスの補修、農地耕作条件改善事業による大成地区の農

業用排水管路の更新を行い、安定した用水の供給及び排水機能の保全を図っ

てまいります。 

国営事業で造成された古梅ダムと畑地かんがい導水管、本郷排水機場を基

幹水利施設管理事業により、また、豊住排水機場と豊住地域用排水路を水利施

設管理強化事業により管理します。施設機能が最大限に発揮できるよう、適正

な管理を行い、生産性の向上による農業経営の安定化に努めてまいります。 

国営事業により整備された、普通河川女満別川と千草藻琴川の河川内に堆

積した土砂の撤去や繁茂した樹木の伐採を緊急浚渫推進事業により実施し、

令和６年度の完了を目指します。河川の流下能力を回復し、豪雨災害などのリ

スクの低減化に努めてまいります。 

酪農、畜産につきましては、飼養戸数の減少や後継者不足など生産基盤の強

化が求められる中、規模拡大による作業の効率化及び省力化に取り組みます。

また、良質かつ安定的な生乳生産を維持するため、酪農ヘルパー利用組合や乳

牛検定組合への支援を行い、酪農家の労働負担軽減を図ってまいります。 

和牛の生産振興として、オホーツク網走農業協同組合が取り組むゲノム検

査やゲノム評価の高い繁殖雌牛の更新事業を支援してまいります。 

国内で発生が確認されている豚熱や町内においても患畜が発生している牛

ヨーネ病、高病原性鳥インフルエンザなどの対策につきましては、家畜伝染病

防疫対策協議会を中心に関係機関・団体と連携し、感染防止に向けて最新情報

の収集や生産者への速やかな伝達に努めてまいります。 

林業につきましては、森林整備計画に基づいた適正な管理と計画的な森づ

くりを推進するため、豊かな森づくり推進事業や緑豊かな森づくり事業によ

り森林整備を支援してまいります。 

町有林につきましては、ドローンを活用した効率的・効果的な資源量分析を

行い、伐採から造林までを計画的に実施し、適切に管理してまいります。 

地域材の利用促進につきましては、町内の森林から産出された木材を活用

して住宅や店舗を新築、増改築した方に対する支援を行い、定住の促進と地域

材の需要拡大を図ってまいります。 

有害鳥獣対策につきましては、特に近年、ヒグマの出没や目撃が増加してい

ます。農業被害や人的被害の防止を図るため、情報発信に努めるとともに、北

海道及び猟友会と連携して春期におけるヒグマの警戒・対策にも取り組んで

まいります。 

有害鳥獣駆除につきましては、鳥獣被害防止計画に基づき、鳥獣被害対策実

施隊を中心に猟友会と連携して進めてまいります。 

有害鳥獣の駆除従事者の確保と負担軽減を図るため、狩猟免許の取得やエ

ゾシカ駆除の処理に要する費用を支援してまいります。 
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水産振興につきましては、網走湖の水産資源確保のため、西網走漁業協同組

合が行う網走湖の有用資源・水質環境調査事業やシジミ種苗生産事業を引き

続き支援してまいります。 

商工関係についてであります。 

円安や原油価格の高止まりによる物価の高騰は、地域経済に大きな影響を

及ぼしています。地域経済を活性化させるため、商工会や関係機関・団体など

と連携し、各種施策を展開してまいります。 

中小企業の経営安定化と事業投資の誘発を図るため、中小企業が融資を受

けた資金に対する利子や保証料の一部を支援してまいります。 

 経済活性化対策につきましては、商工会が取り組むプレミアム商品券事業

やおおぞら歌謡ショーの実施を支援し、町内消費の拡大を図ってまいります。 

ポイントカード事業につきましては、転入者や出生者、ボランティア事業な

どの参加者にポイントを発行し、地元商店街における消費活動と地域におけ

る経済の循環を促進してまいります。 

地域経済の活性化に加え、住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上を図り、

町内に住み続けていただく住環境を確保するため、住宅リフォームに要する

費用の支援を行います。 

また、計画的な起業・創業を図る事業者に対し、起業に必要な費用の一部を

支援してまいります。 

観光関係についてであります。 

令和５年度上半期におけるオホーツク管内の観光入込客数は、５７４万５，

９００人で前年同期と比べ４４万８，０００人増加の対前年比１０８．５％、

大空町の観光入込客数は８３万５，８００人で前年同期と比べ７万８，０００

人増加の対前年比１１０．３％となっています。上半期はコロナ禍の影響によ

り中止となっていた、めまんべつ観光夏まつりやノンキーランドふるさとま

つりが開催されたことから増加となり、コロナ禍前の令和元年上半期の大空

町の観光入込客数９４万５，０００人と比較すると８８．４％まで回復してま

いりました。 

近年、体験型観光が注目される中、観光協会をはじめ関係機関・団体と連携

し、町内の観光資源の活用や広域での取り組みにより観光振興を図ってまい

ります。 

 北見市、網走市、小清水町及び美幌町との２市３町で構成している「サイク

ルアドベンチャーオホーツク推進協議会」を「アドベンチャーオホーツク推進

協議会」に改め、サイクリングによる観光や網走湖、藻琴山といった地域資源

を活用したアウトドア観光など体験型観光の充実に向けて取り組むとともに、

オホーツクの自然豊かな景観や食の魅力を多様な広告媒体を活用して発信し、

誘客を促進してまいります。 

朝日ヶ丘公園につきましては、網走湖や藻琴山、知床連山まで３６０度の大

パノラマが眺望でき、夏から秋にかけてはひまわりが多くの方を楽しませて

くれる絶景スポットです。誘客拡大に向けた取組を進めてまいります。 

大空町の春の観光を代表する東藻琴芝桜公園は、昨年はコロナ禍前を上回

る７万２，８０７人の方にご来園いただきました。誘客促進のＰＲ活動に取り
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組み、集客と収益の確保に努めてまいります。また、芝桜の活性化対策の一環

として、本年も苗の植え替えを町民皆様のご協力をいただきながら計画的に

実施し、植栽環境の改善と芝桜の活性化に努めてまいります。 

施設の老朽化に伴い、大規模改修を含めた芝桜公園の今後の方向性や在り

方に関する基本構想をもとに基本計画を策定してまいります。 

イベントにつきましては、ひがしもこと芝桜まつり、めまんべつ観光夏まつ

り、ノンキーランドふるさとまつりなどの開催を支援し、町民皆様の交流の場

づくりや町の魅力発信に努めてまいります。 

 航空につきましては、今後の需要動向を注視し、周辺の自治体、経済団体、

航空会社や空港運営事業者などと共に誘客促進支援や需要喚起に向けた取組

を進めてまいります。 

ＬＣＣピーチ・アビエーションの路線定着に向けたプロモーション活動を

地域一体となって進めるとともに、町民の旅行に対する支援を引き続き行い

ます。 

また、大空高校の生徒を対象としたふるさと教育チャーター事業や冬季の

誘客促進に関するプロジェクトを実施するなど多角的に空港活性化に取り組

んでまいります。 

建設関係についてであります。 

橋梁補修事業につきましては、「橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、橋りょ

う３０橋の点検を適切に実施するとともに、豊郷橋の補修工事を実施します。 

道路、橋りょう、河川の維持管理及び除排雪につきましては、道路利用者の

安全確保を優先に維持管理に努めてまいります。 

除雪機械につきましては、老朽化している除雪トラックの計画的な更新を

進め、除排雪体制の維持を図ってまいります。 

簡易水道事業につきましては、「水道アセットマネジメント計画」に基づき、

計画的な施設の維持・更新を行い、安全で安定した給水の確保に努めてまいり

ます。 

近年漏水事故が発生した水道管路の布設替えのほか、電気設備などの機器

更新を行い、施設の機能維持を図ってまいります。 

下水道事業につきましては、下水道ストックマネジメント計画に基づき、

マンホールポンプ所の電気設備の更新を行い、機能維持を図ってまいります。 

合併処理浄化槽につきましては、単独浄化槽からの転換費用や設置費の一

部助成を実施し、下水道区域外の良好な生活環境の確保と公共用水域の環境

保全のため、普及促進に努めてまいります。 

簡易水道事業、下水道事業、個別排水処理事業は、本年から地方公営企業会

計へと移行します。施設は住民の恒久的な財産であり、適正に維持・管理を行

い、将来に続く持続可能な事業経営を目指してまいります。 

今後も経費節減に取り組むとともに、給排水事業経営審議会のご意見をい

ただきながら、使用料の見直しを含めた収入の確保に努めてまいります。 

学校教育関係についてであります。 

学習指導につきましては、引き続き指導主事を配置し、教職員に対する指導

強化を図り、授業改善につなげてまいります。 
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近年、特別支援学級の在籍者数が増加傾向にあることから、補助教諭のほか

に、新たに特別支援教育支援員を配置し、きめ細かな指導の充実に努めてまい

ります。 

ＩＣＴ教育の推進につきましては、児童生徒一人１台端末の活用を一層推

進し、教育の質の確保や学びの充実に取り組んでまいります。 

スクールバスにつきましては、遠距離通学の児童・生徒が安心して登下校で

きるよう、バスを１台更新し、通学環境の充実を図ってまいります。 

高等教育を受ける方への支援につきましては、引き続き無利子の奨学金貸

付けや利子助成を行い、高等教育を受ける機会の確保を図ります。また、人材

の確保や定住促進のため、奨学金返済額の一部を支援してまいります。 

 大空高校は、総合学科として初めての卒業生を送り出し、４年目を迎えるこ

ととなりました。高校の注目度も高まり、道内外から入学される学生も増加し

ていることから、寮として利用している大空高等学校交流拠点施設を増築す

ることとなり、本年８月に完成を予定しています。 

また、本年から本格的に地域学校協働活動を進め、様々な活動の中から地域

住民と高校生が交流する場を創造し、活気のあるまちづくり進めてまいりま

す。これからも高校を地域活性化の核の一つと考え、町の将来を担う人材を育

成するため、魅力ある高校づくりに取り組んでまいります。 

 学校給食につきましては、児童生徒の心身の成長と健康を支えるために必

要な栄養バランスのとれた給食の提供に努めるとともに、子育て世代の経済

的負担の軽減と食育を推進するため、学校給食費の無償化を継続してまいり

ます。 

社会教育関係についてであります。 

社会教育は、学びを通じて、人づくり・つながりづくり・地域づくりの循環

を生み、持続的な地域コミュニティを支える基盤となるものです。 

本年から新たに始まる第２次社会教育中期計画の基本目標「自らまなび、つ

ながる、ひろがる」を基軸として町民が地域への関心を高め、自主的に学ぶ環

境の整備や機会の創出に努めてまいります。 

芸術・文化活動につきましては、文化団体協議会をはじめ、各種文化団体等

への活動支援を行うとともに、大空町青少年育成協会と連携し、質の高い芸

術・文化の鑑賞機会の提供に努めてまいります。 

国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、専

門家で組織する「女満別湿生植物群落保全対策検討委員会」と協議の上、保護・

保全対策のため、水位計を増設し、モニタリングに努めてまいります。 

町民皆様が、生涯にわたってスポーツに取り組み、心身ともに健康な生活を

送ることができるよう、各年代や要望に応じた運動やスポーツ機会の提供と

環境整備に努めてまいります。 

生涯学習環境の整備につきましては、安全で快適な利用環境を整えるため、

指定管理者と連携し、施設利用者へのサービス向上に努めてまいります。 

 女満別研修会館に関する施設更新につきましては、「社会教育施設基本構想」

に関する協議を継続するとともに、町民の皆様のご意見を伺いながら社会教

育施設の役割と機能を検討してまいります。 
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事業の概要について申し上げましたが、その結果令和６年度の予算は、一般

会計９，２９４，２９７千円。国民健康保険事業特別会計１，１４１，８３４

千円。後期高齢者医療特別会計１４３，３６４千円。介護保険事業勘定特別会

計６９５，２５１千円。介護サービス事業勘定特別会計７，１７７千円。簡易

水道事業会計５５７，０３７千円。下水道事業会計４８５，９３８千円。個別

排水処理事業会計４４，４３５千円。合計１２，３６９，３３３千円。と、い

たしました。 

私の町政に臨む基本的な考え方、事業の概要と各会計の予算について述べ

させていただきました。 

昨年末、国立社会保障・人口問題研究所による２０５０年の将来人口推計が

公表されました。この推計は国勢調査を基に、自然増減や転入出の傾向を分析

し推計したもので、大空町は２０２０年、令和２年国勢調査において６，７７

５人であった人口が、30 年後の２０５０年には３，６９１人と４５．５％人

口が減少するという推計です。 

人口減少を防ぐ特効薬は残念ながら存在しません。しかしながら、人口減少

のスピードを緩やかにすることはできるものと信じています。人口減少社会

という厳しい難局に立ち向かっていかなければなりません。努力を惜しまず、

持てる力のすべて出し切り、町民皆様、職員の皆様との対話を重ねながら、調

整の執行に臨んでまいります。町民皆様と議員各位にご理解とご支援をお願

い申し上げます。 

なお、提案いたしております予算の細部につきましては、担当者から説明さ

せていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 町政執行方針の説明は終わりました。 

ここで１０分間休憩します。 

 

（休憩 午前１１時０５分） 

 

（再開 午前１１時１４分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第６ 令和６年度大空町教育行政執行方針 

◇議  長 日程第６、令和６年度大空町教育行政執行方針の説明を行います。 

関谷教育長から教育行政執行方針について説明の申し出がありますのでこ

れを許します。関谷教育長。 

 

◇教 育 長 令和６年第１回大空町議会定例会の開会にあたり、令和６年度教 

育行政の執行に関する主要な方針について申し上げます。 

今日、人口減少や少子高齢化の進行やグローバル化の進展、さらに脱炭素化

やデジタル化の本格化など社会情勢が大きく変化してきています。 

新型コロナウイルス感染症は、学校における教育活動や町民の皆様の活動
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に大きな影響を与えました。現在、多くの行事が対面で開催することが可能と

なりましたが、この数年間で予想を遥かに上回るスピードで現代社会を変容

させました。 

こうした急激な社会の変化が生じる時代にあっては、起こりうる諸問題に

柔軟に対応し、先見性をもって創造性豊かに困難に立ち向かうことのできる

強い人材の育成が求められています。また、人生１００年時代といわれる中、

町民一人一人が豊かな人生を送ることができるようにするため、多様な学習

機会の提供を確保する必要があることから、学校教育及び社会教育の果たす

役割は、これまで以上に重要となっています。 

大空町教育委員会では、多様に変化していく教育環境や諸課題に対応する

ため、第２次計画の成果と課題を踏まえ、新たに第３次大空町教育推進計画を

策定しました。教育推進計画では、つながる、ひろがる、を基本理念とし、教

育の振興を着実に進めるため、町長が主宰する総合教育会議と連携し、第２次

大空町総合計画や総合戦略などに基づいた各種教育施策に積極的に取り組ん

でまいります。 

次に、令和６年度において、重点的に取り組む施策を申し上げます。 

これからの時代を生き抜く力の育成につきましては、一人一人の可能性を

ひろげられるように授業改善を進め、知識・技能の確実な定着はもとより、思

考力・判断力・表現力や主体的に学習に取り組む態度の育成を重視した学習の

充実を図ります。 

また、全国学力・学習状況調査や標準学力テストの分析結果に基づき、学校

毎に学力・学習改善プランを策定し、学力向上に向けた指導方法等の工夫改善

を行い、教職員が一体となって組織的に取り組みます。 

加えて、ＳＤＧｓやＥＳＤの取組を推進し、主体的に持続可能な社会を実現

していく意欲を喚起するとともに、多様な他者を価値のある存在として認め、

協働する姿勢を育む教育活動の充実に努めます。 

読書活動につきましては、引き続き学校図書館司書を小・中学校に巡回配置

し、朝読書やボランティアによる読み聞かせなど、読書に親しむ機会を意識的

に設定するとともに、家庭での読書、家読を推進し、公共図書館との連携によ

る児童生徒の読書活動の充実を図ります。 

特別支援教育の充実につきましては、支援が必要な児童生徒が増加する中、

個別の教育支援計画を活用した長期的な視点での教育支援を推進し、学校・関

係機関と連携のもと、児童生徒の個々の状況に応じた一貫した支援の充実を

図ります。 

また、通級指導は、新たに中学校においても通級指導が受けられるよう両地

区に通級指導教室を開設し、児童生徒が切れ目のない一貫した支援や指導を

受けられるよう教育支援を充実します。 

補助教諭を引き続き配置するほか、新たに特別支援教育支援員を配置し、き

め細かな教育指導の充実を図ります。 

キャリア教育の充実につきましては、子どもたちが夢や希望をもって将来

を設計し、望ましい職業観を身に付けることができるよう、発達を考慮した学

習活動を推進します。 
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また、各学校段階においてキャリア・パスポートを活用し、学習や学校生活

等の見通しを立てたり、振り返ったりすることができる取組の充実を図りま

す。 

体力・運動能力の向上につきましては、全国体力・運動能力、運動習慣等調

査の結果を分析し、体育・保健授業の改善に取り組みます。 

また、継続して運動を積み重ねていくことが重要であることから、体育の授

業以外の時間でも運動に親しむ環境を整備するなど、家庭や地域社会と連携

を図りながら取組を進めます。 

健康教育・食育の推進につきましては、多様化、深刻化している児童生徒の

健康課題を解決するため、全ての教職員で学校保健を推進することができる

組織体制を整備するとともに、学校・家庭・地域と連携し、基本的な生活習慣

の確立に向けた啓発運動に取り組みます。 

また、健康や病気に対する学習、性教育、薬物乱用防止教育の健康教育の充

実を図ります。 

学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資するものであり、学校におけ

る食育の推進を図ることを目的として、学校給食実施基準に基づき、児童生徒

の個々の健康及び生活活動に必要な栄養バランスのとれた給食の提供に努め

ます。 

また、子育て世代の経済的負担を軽減し、安心して子どもを産み育てやすい

環境づくりに寄与するため、引き続き学校給食費の無償化に取り組みます。 

地元で採れた新鮮な食材を活用したふるさと給食及び学校と連携した食物

アレルギー対応を行い、安全で安心なおいしい給食を提供します。 

道徳教育の充実につきましては、子どもたちが思いやりのある心や命を大

切にする心など、豊かな人間性を育むことに努めます。 

そして、一人一人がよりよい人間関係を築き、自己有用感や自己肯定感を高

めることができるような取組を推進します。 

ふるさと教育の充実につきましては、地域の施設や人材を効果的に活用し

た体験的な学習を通して、地域への理解と愛町心を育みます。 

また、引き続き地域コーディネーターを配置し、ファームスクールや見学学

習など、本物体験学習の提供に努めます。 

さらに、小学生向け社会科副読本を紙媒体からデジタル化へ改変する準備

を進め、内容の充実に努めます。 

姉妹都市稲城市との児童交流事業及び友好町氷川町との生徒交流事業につ

きましては、子どもたちが見聞を広め、自らの地域を再認識するよい機会とな

るため、関係市町や実行委員会と連携を図りながら取り組みます。 

外国語教育の充実につきましては、外国語指導助手２名体制を継続し、小学

校・中学校・高等学校の児童生徒及びこども園の園児が生きた英語に触れる機

会を確保しながら、日常的なコミュニケーションができるような英語力の育

成に向けた授業改善を推進します。 

教育ＤＸの推進につきましては、全ての児童生徒の可能性を引き出す、個別

最適な学びと協働的な学びを実現するため１人１台端末の活用を一層推進し、

引き続きドリル教材や教育用ソフトを活用するとともに、タブレット端末を
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家庭へ持ち帰ることで、端末ドリル教材を活用し、児童生徒の学習習慣の定着

を図ります。 

また、デジタル教科書が、英語については全ての小中学校に国から無償配布

されることから、教職員がＩＣＴを有効に活用するための授業研究や指導力

の向上に向けて研修の充実を図ります。 

いじめ・不登校への取組の充実につきましては、大空町いじめ防止基本方針

に基づき、未然防止の取組を推進するとともに、いじめを積極的に認知し、学

校が一体となった生徒指導体制を確立します。 

また、インターネットの危険性についての指導やネットパトロールなどの

取組もあわせて推進します。 

不登校等につきましては、児童生徒、個々に応じた適切な対応が求められま

す。学校、家庭、教育委員会、その他関係機関が連携し、保健室登校や時間差

登校、戸別訪問など、児童生徒や家庭の状況に応じて親身な対応を行います。 

学校段階等間の連携・持続の推進につきましては、小・中９年間を通した系

統性・連続性を踏まえたつながりのある指導や一貫性のある教育課程の編成、

特別支援教育の充実について、小中一貫教育検討委員会を立ち上げ、協議を進

めて参りました。令和７年度からの小中一貫校の開始に向けて、小中高等学校

や認定こども園の教職員で構成される大空町学校教育研究会にて教育課程の

編成や系統的な指導について具体的に検討します。 

学校運営の充実につきましては、教職員の研修機会の拡充や校内研修、公開

研究会、授業交流会など開かれた研修を促進します。 

また、引き続き学校教育の専門職である指導主事を教育委員会に配置し、学

力向上対策をはじめとして、学校教育に関わる様々な課題解決に向け、学校、

教職員へのきめ細かな指導を行い、学校教育全体の質の向上を図ります。 

さらに、教職員が子どもと向き合う時間が確保できるよう学校における働

き方改革を推進するとともに、部活動の検討委員会を設置し、大空町の地域移

行の在り方について検討・協議します。 

高校の魅力化・特色化につきましては、大空高等学校が開校し、今年で４年

目を迎えます。現在、全国から生徒を受け入れている高校の中でも注目を集め

ており、道外からの入学者も年々増えている状況です。 

地域外から受け入れる生徒がもたらす新たな交流を、学校内だけではなく、

地域との協働により、まちづくりに広げる取組を今後も進めます。 

また、大空高校における将来のグローバル探求リーダーの育成を目的に、意

欲ある大空高校生を支援するため、国内外の短期留学に必要な交通費や滞在

に係る費用の一部を引き続き補助します。 

今後も学校づくりと地域づくりを融合させ、未来を創る人を育てることを

目標とし、引き続き多くの生徒に入学してもらえる魅力ある高校づくりに取

り組みます。 

家庭・地域との連携・協働の推進につきましては、親、保護者を対象に家庭

教育支援講座を開催するなど、ＩＣＴなども活用した子どもとともに成長す

るための学びの機会の提供に努めます。 

また、家庭教育ナビゲーター養成講座を引き続き実施し、子育てに悩む親な
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どに対し、気軽に相談や学習に応じることができる人材の育成に努めます。 

女満別地区小・中学校、東藻琴地区小・中学校、大空高校の学校運営協議会

の機能を生かした地域とともにある学校を目指し、活動の充実・推進を図りま

す。 

新たに策定した、第２大空町社会教育中期計画に基づき、生涯学習・社会教

育の振興につきましては、町民が地域への関心を高め、自主的に学ぶ環境の整

備や機会の創出に努めます。 

少年教育につきましては、放課後や週末の安心・安全な場所の確保のため、

放課後子ども教室推進事業、子どもワールド２１を福祉部局と連携して取り

組みます。 

次代を担う人材育成事業として、積極性や社会性の育成のため、ジュニアリ

ーダー養成事業を学校や子ども会育成連絡協議会と連携して取り組みます。 

青年教育につきましては、様々な業種や違った立場にある町内の各青年団

体が、相互に交流し、連携を深め、活性化するための取組を支援します。 

成人教育につきましては、興味関心の高い学習講座や地域課題、生活課題に

対応した町民大学講座を生涯学習奨励員と協働して取り組みます。 

また、町づくりや地域づくりを担う人材の登録・活用のため、リーダーバン

ク生涯学習リーダーネットの更新・活用促進を図ります。 

高齢者教育につきましては、知識・教養の習得や仲間づくり、積極的な社会

参加を促すことなどを目的として、ことぶき大学を開校し、高齢者の学びの場

の充実を図ります。 

また、高齢者の経験や技術を活かす社会参加の仕組みづくりを構築するた

め、高齢者リーダー養成事業を近隣市町と連携しながら取り組みます。 

読書活動の推進につきましては、令和５年度より新たに始まった「第４次大

空町子どもの読書活動推進計画」及び「大空町図書館第４期５か年計画」に基

づき、町民が必要な情報を得たり、教養を深めたり、気軽に活字文化に親しむ

ことができるよう、図書館資料の整備充実と利用しやすい環境づくりに努め

ます。 

芸術・文化活動の推進につきましては、文化団体協議会をはじめ、各種文化

団体等への活動支援を行うとともに、大空町青少年育成協会と連携し、質の高

い芸術・文化の鑑賞機会の提供に努めます。 

国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、専

門家で組織する「女満別湿生植物群落保全対策検討委員会」と協議の上、保護・

保全対策のため、水位計を増設しモニタリングに努めます。 

生涯スポーツの普及・振興につきましては、町民の皆様が、生涯にわたって

スポーツに取り組み、心身ともに健康な生活を送ることができるよう、各年代

や要望に応じた運動やスポーツ機会の提供と環境整備に努めます。 

スポーツ協会やスポーツ少年団をはじめ、総合型地域スポーツクラブやウ

インタースポーツ実行委員会などの自主的な活動を支援します。 

全道大会や全国大会へ出場する際の費用の負担軽減や指導者の資格取得経

費の一部について支援します。 

合宿誘致事業につきましては、教育・文化交流の向上と地域活性化を図るた
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め、合宿誘致を進める各実行委員会への支援とともに誘致団体と連携して取

り組みます。 

安心・安全な教育環境の構築につきましては、安全で快適な利用環境を整え

るため、指定管理者と連携し、施設利用者へのサービス向上に努めます。 

「学校施設等長寿命化計画」に基づき、計画的な施設の維持管理や設備、備

品などの整備に努めながら、施設のさらなる利便性向上と長寿命化を図りま

す。 

女満別研修会館に関する施設更新につきましては、継続して「社会教育施設

基本構想」に関する協議を進めるとともに、社会教育施設の多機能化、デジタ

ル技術を活用した利用の効率化、環境への負荷低減など、町全体における公共

施設と調整しながら、社会教育施設の役割と 機能を検討します。 

以上、令和６年度において、重点的に取り組む施策について申し上げました。 

大空町教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちの心豊かなた

くましい成長と町民皆様の活気と潤いに満ちた生涯学習社会の創造を目指し、

学校・家庭・地域はもとより、関係機関・関係団体との連携を図りながら、本

町教育の一層の充実・発展のため全力で取り組んでまいります。町民の皆様と

議員各位の一層のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これで教育行政執行方針の説明は終わりました。 

 

◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７一般質問を行います。順番に一般質問を許します。 

７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。令和６年第１回定例会通告に従い一般質問を行いま 

す。 

質問事項は、一般廃棄物広域中間処理施設についてであります。 

平成３０年６月に閣議決定された廃棄物処理施設整備計画において国は将

来にわたって廃棄物の持続可能な適正処理を確保するため、市町村単位のみ

ならず、広域圏での一般廃棄物の発生動向を見据え、廃棄物の広域的な処理や

廃棄物処理施設の集約化を図るなど、必要な施設を計画的に整備することと

しております。 

令和５年３月に斜網地区広域ごみ処理基本計画が策定され、現在、網走市、

美幌町、斜里町、小清水町、清里町、大空町の１市５町の枠組みによる斜網地

区廃棄物処理広域化推進協議会、以下、推進協議会において、一般廃棄物広域

中間処理施設、以下処理施設に係る協議が行われているところです。処理施設

の建設予定地は大空町東藻琴地区とされており、今後の東藻琴地区の町並み、

まちづくり及び住民の方々の日常生活にもさまざまな影響等が想定されるこ

とから、推進協議会を行いつつかつ並行してまちづくりの明確なビジョンを

持つ必要があるとともに、他市町の協力を求めていく必要があると考えます

が、現時点でどのようにお考えなのか伺いたいと思います。 

小項目１点目の質問といたしまして、現在までの推進協議会を含めた経過
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及び今後の処理施設建設までのスケジュールについて。 

小項目２点目といたしまして、処理施設建設予定地の選定に至るまでの経

緯について。 

小項目３点目といたしまして、施設整備・宅盤造成等についての協議内容及

び東藻琴地区の影響についての認識、考え方について。 

小項目４点目の質問といたしまして、想定、検討される中間処理方式の形態

について。 

町長よりご答弁いただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 後藤議員の一般質問にご答弁させていただきます。 

推進協議会を含めた経過、今後のスケジュール及び建設予定地の選定に至

るまでの経緯につきましては、後ほど担当課長より説明させますのでご了承

願います。 

施設整備、宅盤造成等について、現在協議検討を行っているところでありま

す。施設整備につきましては、将来の人口減少に伴う廃棄物の減少及び脱炭素

社会を見据え、焼却処理施設のほかメタン発酵施設についてもメリット、デメ

リットを整理しながら選考しているところであります。 

また、併せて現焼却処理施設の南側に位置します建設予定地を整備するた

めの宅盤造成や連絡道路、電気通信、上水道、防災施設の整備についても調査、

概算事業費の積算を進めているところであります。 

東藻琴地区への影響につきましては、各市町からの搬入車両による交通量

が増加するものと認識しています。現段階で予測は困難でありますが、住民の

安全確保のため、市街地を通らない迂回ルートとし、それに伴う道路整備を検

討する予定でおります。 

最後に想定される中間処理施設方式の形態についてでありますが、先ほど

少し触れましたが、焼却処理施設とメタン発酵施設で検討しており、形態とし

ては四つ方式が考えられているところであります。 

一つ目は、焼却処理単独で稼働時間が１６時間の準連続方式か２４時間の

全連続方式かの２種類、中間施設としては最も導入実績がある施設でありま

すが、生ごみを燃やすかどうかという部分で課題があります。 

二つ目は焼却処理と生ごみは堆肥化により、資源活用する形態であります。

堆肥化については一定レベルの堆肥化の受け入れ先の安定化が難しいこと、

特に堆肥が一定レベル以下の質となった場合には残渣物を焼却する、または

埋め立てとすることによる運搬や最終処分場への影響等が課題となっている

ところであります。 

三つ目は、焼却処理と単独生ごみメタン発酵施設の併設型です。単独生ごみ

メタン発酵施設については生ごみの分別が必要となること、分別に伴う収集

や人員等の効率化への影響が課題となっています。 

最後に四つ目でありますが、メタンコンバインド処理で焼却処理施設と生

ごみメタン発酵施設の併設で、メタン発酵施設で得られたバイオガスにより、



23 

 

エンジンで発電し、その得られた電気を焼却処理施設で利用する方策であり

まして、小規模の施設でも発電が可能というものであります。 

しかしながら、どの形態においても一長一短がありますので、情報の収集を

重ね、かつ、初期投資やランニングコスト、構成市町の将来人口予測などさま

ざまな観点から検討したうえで形態を決めていきたいということでございま

す。 

以上、私から１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 星加住民課長。 

 

◇住民課長 私の方から、推進協議会を含めた結果及び今後の処理施設建設ま 

でのスケジュールと処理施設建設予定地の選定に至るまでの経緯についてご

説明申し上げたいと思います。 

斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会関係ですけれども、令和２年１２月

に斜網ブロックごみ処理広域化担当者会議を網走市、美幌町、斜里町、津別町、

清里町、小清水町、大空町の１市６町で処理の課題と現状について情報交換を

行ったところでございます。そしてこの会議におきまして網走市、斜里町、小

清水町、清里町、大空町の１市４町で次期焼却処理施設の広域化について検討

していくとの意思表示が示されたところでございます。 

令和３年２月には市長、町長会議を経て、また、美幌町も加わり１市５町の

体制で令和３年度以降の協議検討事項を確認したところでございます。 

令和３年度に入り先進地として、遠軽クリーンセンターの視察を初め施設

整備に係るスケジュール、各市町のゴミ質調査、焼却処理施設の規模、換算事

業費等について市長、町長会議及び担当者会議を合わせて７回の会議を開催

して検討してきたところでございます。 

令和４年度には、斜網ブロックごみ処理広域化会会議から斜網地区廃棄物

処理広域化推進協議会を設立し、帯広市及び釧路市の広域による焼却処理施

設を視察、広域処理基本構想策定業務などの発注、また、焼却炉メーカーによ

るプレゼンテーションを開催するなど、より本格的に協議検討を進化させて

計８回の会議を行ってきたところでございます。 

令和５年度に入り、循環型社会形成推進地域計画策定業務を発注するとと

もに、焼却処理施設単独では燃やす廃棄物の量が少なく発電が難しいことか

ら炭素社会を考慮して、メタン発酵施設についても検討を開始したところで

ございます。 

建設予定地を確定させ、宅盤造成や建設予定地周辺の道路整備など、概算事

業費の算出、生活環境影響調査の実施などにより、整備に向け事業を実施して

きているところでございます。また、併せて一部事務組合の設立に向けても体

制等を検討してきております。２月までに１１回の会議等を行っているとこ

ろでございます。 

今後のスケジュールですけれども、令和６年には生活環境影響調査、地質調

査、施設の基本計画の策定や中間処理施設建設に向け林地開発の確認、道路工

事や宅盤造成、インフラ整備などの事業内容等を決めていくこととしており
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ます。併せて広域による一部事務組合を令和７年度に設立する予定ですので、

令和６年度はその準備室を設置し、一部事務組合の規約や議会の体制など検

討をして決めていくことになります。 

令和７年度は一部事務組合が主体となり、建設工事に向けた実施設計など

の発注業務を行い、宅盤造成などに着手する予定でございます。 

令和８年度には中間処理施設の発注を行い、令和１１年９月または令和１

２年４月の供用開始を目指すスケジュールとなっております。取り組む課題

が山積しておりますので、精力的に検討、協議を行いスケジュールが遅れない

ように進めていきたいと考えているところでございます。 

中間処理施設建設予定地の選定に至るまでの経緯についてでございます。

広域化の整備とはなりましたけれども、大空町といたしましては焼却処理施

設の更新でもありますので、現焼却処理施設の周辺を中心に選定を行ってき

ました。また、広域での担当者会議の中で、各市町の最終処分場の状況等の説

明があり、中間処理施設について早期の整備が必要であることを踏まえ建設

候補地につきましては、現焼却処理施設の周辺であることに加え、町有地であ

ること、かつ一定面積が確保できることを選定する上での条件とし、現在、民

間事業者に貸している土取り場を候補地として選定したところでございまし

た。その後、まずは現焼却処理施設の周辺自治会であります旭台、上東、末広

自治会の自治会役員等に経過等を説明、概ねの了解を得たことから町民説明

会を実施し、または広報等による周知や、ふれあいトークなどでも説明をして

きたところでございます。その後、令和４年２月に斜網地区廃棄物処理広域化

推進協議会から正式に建設候補地として、大空町に打診、要請を受けたことか

ら、先ほどの３地区自治会に計画の説明を行い、その際に建設地を畑から少し

でも離して欲しいこと、煙が畑と同じ高さで排出されるのではなく、少しでも

高いところから排出されるようにとの要望があり、このような廃棄物処理施

設の建設に際しましては、地域の合意が非常に大切であるということを先進

地視察でも感じていました。そのこともあり、町の姿勢といたしまして、要望

に可能な限り答え、かつ、その上で建設費用や維持管理費用なども抑えられる

よう努力することとして、建設地を先ほどの土取り場ではなく、公共残渣を堆

積している現在の上になりますけれども、候補地を選定したのが経緯となり

ます。 

以上、私からの説明といたします。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。まず、小項目１点目について再質問させていただき 

たいと思います。 

先程推進協議会を含めた経過及び今後のスケジュールをお聞きしたのです

けれども、その中でこの推進協議会の構成員と一部事務組合、令和７年度とい

うお話は聞いたのですけれど、どのようなものか設立までのもう少し詳しい

スケジュールを伺いたいと思います。 
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◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 後藤議員の再質問にお答えしたいと思います。 

斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会の構成でありますけども、先ほども

申しましたように、網走市、斜里町、清里町、小清水町、美幌町、大空町この

１市５町の市長町長が委員となって組織され、会長職に網走市長、副会長職に

美幌町長と私がなっておりまして、監査には斜里町長と小清水町長が担って

いただいております。清里町につきましては、２月１３日にこの協議会に加入

し承認されたということもありまして、特段役職というものを担っていない

状況になっております。 

事務局の体制につきましては、各市町の廃棄物担当の部長、課長、参事、主

幹、係長、主査係で構成され事務局を網走市に置き、事務局長に網走市の部長

が。事務局次長には網走市の課長と美幌町は部長。小清水町、清里町、大空町

につきましては課長が担っているところであります。それと一部事務組合設

立までのスケジュールについてでありますけれども、令和７年４月上旬に今、

一部事務組合を設立するという予定で事務を進めているところであります。

そのため令和６年度はまだ仮称ではありますけども、廃棄物処理広域化推進

準備室というものを立ち上げて設立に向けた準備を進めてまいることとして

います。予定では本年１０月までに一部事務組合の名称、予算、定員規模や人

事配置、組合の条例や規則、組合議会の定数や各市町の議員の人員数などを整

理して検討、審議し、１２月議会で組合設立議案の議決を図る予定としている

ところであります。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。推進協議会の委員及び一部事務組合の設立までのス 

ケジュールについてはわかりました。 

令和６年度は仮称ではありますけども、廃棄物処理広域化推進準備室を立

ち上げて設立に向けた準備を進めていただくということ、なのですけれども、

私が考える一部事務組合が、令和７年４月に設立予定ということですけれど

も、設立するまでにもこの準備室もありますけれども、いろいろと施設整備及

び宅盤造成についての協議事項があると思います。我々議会側にも諮る機会

を設けていただきまして、その後、推進協議会において協議していただく流れ

で行っていただきたいと思います。 

処理施設は大空町に建設予定ということですので、町とともに、住民の方々

に寄り添い、また、居住環境に十分留意した施設整備を行っていくためには必

要なことと考えますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。これで小項

目１番は終わりたいと思います。 

小項目２番目について再質問させていただきたいと思います。 

先ほど、１市４町の推進協議会より、選定予定地について打診、要請があり、

３地区の方、そして民間企業の方と協議を多数重ねていただいたということ
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なのですけれども、自分の中ではですけれども、建設予定地の周辺自治会では

十分な施設の安全性がまだ理解されていないように聞こえています。周辺自

治会への説明状況について伺いたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず１点目の一部事務組合での協議の経過等につきましては、こ 

ちら１市５町で構成していますので、それぞれの町市の議会にも丁寧に説明

させていただきますとともに、特に本町については、焼却処理施設を大空町に

造るということでありますので、大空町は施設の周辺の自治会であるとか町

民の皆様に対しましても丁寧に説明をさせていただきたい、そのように考え

ております。 

次に２項目目の再質問でございます。周辺自治会への説明状況について説

明申し上げます。 

この焼却処理施設、中間処理施設を大空町に整備するということにあたり

まして、令和４年の２月から３月にかけて、これについて現焼却処理施設と協

定を交わしております東藻琴地区の旭台自治会、上東自治会、末広自治会の各

自治会役員に対して、まず説明を行わせていただいたところであります。その

際の参加人数は延べ１３名でございましたけれども、現焼却処理施設の現状

及び中間処理、広域化の必要性、次期焼却処理施設整備に係る協議、焼却炉の

規模、可燃ごみ量の推計、概算事業費、施設整備のスケジュールなど、その当

時ある程度想定していた範囲の中でご説明をさせていただきました。 

その後、令和４年７月に農村環境改善センターにおきまして、周辺自治会及

び東藻琴地区の住民の方々を対象に説明会を開催させていただきました。 

その後９月９日に旭台自治会、上東自治会、末広自治会の住民の方々を対象

に説明会を実施したところであります。また、同月９月２２日には東藻琴地区

を対象に説明会を実施したところであります。この他、女満別地区でも説明会

を開催いたしましたし、広報紙等におきまして周知等を図ってきたところで

ございます。 

令和５年に入りましてからは、再び３月に旭台地区で建設候補地から建設

予定地に変わるということについて、地域からの要望は何かないかという事

で、ご依頼をさせていただいております。そういった説明のときに、参加は７

名されていたところです。 

２月頃から末広地区の自治会長に同様の話をして、日程調整をして説明を

させていただく機会をと思ったのですが、調整がちょっと難しいということ

で、自治会長から役員にお話をしていただき、その際に質問やご意見があれば

担当まで連絡くださいということでお願いした経過となっているところでご

ざいます。 

４月には上東地区で住民説明会を開催してきているところでございます。

引き続き地域住民への説明会並びに広報等による周知を行いまして、この焼

却処理施設、中間処理施設を東藻琴地区の場所で予定して設置整備するとい

うことの理解を深められるように今後も努力してまいりたいと考えていると
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ころであります。 

 

◇議  長 ７番、後藤議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩とし 

ます。再開は午後１時です。 

 

（休憩 午前１１時５９分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第７、７番、後藤忍議員の一般質問を続けます。７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。一度時間を挟みましたので整理させていただきます 

と、小項目２番、処理施設建設予定地の選定に至るまでの経緯について、答弁

を受けまして、再質問といたしまして建設予定地の周辺自治会では十分な施

設の安全性の理解されていない様に聞こえる。周辺自治会への説明状況につ

いて伺いたいということで、先ほど町長よりご答弁いただきました。ご答弁で

率直な感想といたしまして、きちんと協議会数は重ねているものの、自治会役

員対応で延べですけれども、参加者数は１３名ということで、これを基に現在

の建設予定地に決まった。畑から少なくても離してほしい。少しでも高い所か

ら煙をという事で、現在の予定地に向きが変わったというところですけれど

も、に、してもちょっといささか過去の予定地であれ、現在の予定地であれ、

３自治会のほぼ全ての住民の方々に安全性の周知、交渉を行うためにはちょ

っといささか少ないような感想、気持ちがいたします。 

議会側でも昨年度総務厚生常任委員会の道外視察におきまして、兵庫県丹

波市クリーンセンター。今年議会運営委員会道内視察におきまして、千歳市に

ある道央廃棄物処理組合を視察させていただいております。いずれの中間処

理施設も隣接地が農地であり、各物理的、科学的または生物学的な手段によっ

て廃棄物の形状、形態を変え生活環境の保全や人の健康に支障が生じないよ

うにすることの理解を建設地、地域の住民の方々及び隣接地の方にしていた

だき、安全安定的に運転していることを確認しているところでございます。 

今後におきましても、建設予定地周辺の３自治会の方々に中間処理施設の

安全性を最大限ご理解いただけるように努めていただきたいと共に例えば、

中間処理施設の視察等の機会を設けることも理解の醸成につながっていくと

思いますので、検討してみてはいかがかと思います。 

過去の予定地だった土取り場につきましては、あくまでも町有地であり、先

ほどスケジュールで示された供用開始が令和１０年４月稼働が令和１１年９

月から、最大処理方法の違いによってですけれども、最大令和１２年６月稼働

開始となる見込みということで、町有地を貸している民間企業も当初予定の

スケジュールへの対応は困難であったかもしれませんが、供用開始の延長よ

り火山灰等の資材等を期中の販売による資材の減少及び資材の移動を行う時

間が可能になるとも考えられ、改めて交渉に当たることを模索する必要もあ
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ると考えますけれども、町長のお考えがあればお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず説明会において、参加者が少ないということでございます。 

当然、議員おっしゃるとおりに参加者としては物足りないような気もいたし

ますけれども、全員が集まれといってもなかなか難しいということでござい

ますので、そこは会を、回数を重ねながら理解いただくように努めてまいりた

いと考えています。前候補地の部分、改めてそこを協議してという話でござい

ますけども、さきに課長が地域との協議の経過をご説明させていただきまし

た。地域との協議の中で、少しでも自分の目線に入らないような高いところに

建ててほしいという意向を受けて今の場所になったわけでございますけども、

そこを反故にして、また改めて下のところで説明して理解を得られなかった

ときに、そうなったときには全てが白紙になって、それは白紙というのは大空

町の中で整備するということも含めて白紙になって、１市５町の中で、それで

はどこに造るのかという議論にまでいってしまうのではないかな。その様に

考えております。したがいまして、下で建設するときの造成費について積算し

ている訳ではないので、実際どのぐらい掛かるかというところはわからない

ところでもあるのですけれども、それほど大きな開きにはないのではないか

というところは、内々で話しておりますし、そのリスクを負ってまで改めて、

また、前候補地で周辺自治会に説明をしますかというところで、１市５町市長

町長で集まったときに話をさせていただきましたら、やはりスケジュール的

なこともあるので、今、大空町の方で検討している候補地で進めましょうとい

う理解をいただいたところでありますので、当然、やはり最初に候補地を示し

たところの方がいろんな面で便利だなというところもありますけれども、地

域住民の理解を得て、協力をいただく中で、今の候補地となったということを

ご理解いただければなとその様に思います。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。今後におきましても地区の住民の方々には、安全な 

施設であるということの周知に機会を重ねていただければと思います。２番

については終わりたいと思います。 

続きまして小項目３番について再質問させていただきます。現在の予定地、

山の上と言いましょうか、現在の予定地の宅盤造成のうち、道路整備、上水道

整備等の概算の試算額について伺いたいです。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 周辺の皆さん、あるいは町民の皆さんに中間処理施設、広域の焼 

却処理施設というものが、今の技術であれば安全で安心していただけるとい

うところは、引き続きさまざまなところで説明会であったり、広報であったり、
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そういったところでお知らせしていきたい、その様に思っております。 

宅地造成でございますけども、今の現在地での正式な設計というのはまだ

行っておりませんが、網走市の技術担当職員が、昨年末までに得られているデ

ータを基に積算をしていただいた金額というのがございます。一応造成面積、

これは処理方式によって面積が違うのですけども、最大のメタンコンバイン

ド方式で見たときの１万５，０００平米を仮に造成するとした場合の造成費

の総額、宅盤の造成費であったり、道路の整備費であったり、あるいは水道施

設の整備費であったり、下水道はちょっと除かれてはいるのですけれども、約

１２億７，０００万円の事業費が掛かるということを網走市の技術のほうで

は積算、計算しているところであります。ただ、先ほども申しましたように宅

地造成の部分については処理方式で面積が１万５，０００であったり１万２，

０００であったり、１万であったりというようなことになりますので、そこは

処理方式によって宅盤の造成費、道路でありますし、上下水道、そういったも

ので事業費も変わってくるということでご理解いただければなと思います。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。先ほどのご答弁の中で、次に再質問といたしまして、 

過去の予定地と現在の予定地について推進協議会においてコストについて比

較検討されたのか伺いたいのと、聞こうと思ったのですけども、下の方の算出

をされていないということでございました。今の１２億７，０００万円は私た

ち議会の委員会にも報告があったところなのですけれども、私がお聞きして

いるのはそのうちの１．２キロでしょうか道路整備等上水道、まだわかってい

る、ここはわかっているところだと思うのですけれども、その概算試算額につ

いてもう一度お聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 失礼いたしました。上水道と道路整備上水道、そちらの宅地造成、 

宅盤造成の部分の細かな数字でございますけども、先ほど全体の金額約１２

億７，０００万円というお話をさせていただきました。内訳として、道路と上

水道は一体として整備するものですから、そこであわせて、今、３億３，００

０万円ほど。そして宅盤造成、一応１万５，０００平方メートル造成するに当

たっての宅盤造成に４億６，０００万円。あとそれ以外についてはその他付帯

工事ということでございます。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。丁寧な説明ありがとうございます。建設費のうち、 

ちょっとあれなのですけど、建設費のうち現在の予定地に建設する場合の宅

盤造成、今、ご答弁ありましたけれども、３億３，０００万円かかるのであれ

ば、私の気持ちとしては、東藻琴地区の住民の方々が今後において住みやすさ、
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暮らしやすさを向上させ、持続的に幸せな生活が出来る様なまちづくりのビ

ジョンを持ちまして、そこにお金を対策費、協力費として使わせていただく方

がよいと考えますし、近隣の町では、町内の買い物の利便性の向上と住民同士

の交流の場を設けるために、公設民営の施設を建設し、民間企業が運営、施設

の入り口近くに町営コミュニティスペースが入った地域交流拠点施設が昨年

１１月に開業している例もあります。東藻琴地区にお住まいの高齢者の方ば

かりではなく、若い世代の方々も、当地区で購入できない日用品を購入するた

め美斜線国道３３４号、網走川湯線道道１０２号線を通行し、女満別地区、近

隣市町に買い物に行くわけでございますけれども、特に冬の通行は大変であ

るというお話をよく耳にいたします。仮にですけれども対策費等が望めるの

であれば、果たしてどのようなものが必要か、住民の方々に広く意見を聞く機

会を設けていただき、また注視していただき、町と住民の方々が地区の将来像

を描き、理想を共有して、ともに歩む主体性が求められるとともに、推進協議

会においても、大空町が主体となり、まちづくりへの明確なビジョンを共有し、

協力を求めていく必要があると私は考えます。相手があることですけれども、

この点に関してお考えがあればお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ご質問ありがとうございます。議員が先ほどおっしゃられたよう 

に、あくまでも大空町単独ではなくて、他の１市４町も含めた中での処理施設

であります。ただ他の１市４町から言われていることは、大空町に広域処理施

設を造っていただくので、そこの整備に当たっては、地域住民の方が利用でき

るような、そういった場も併せて造ってはどうかというようなご提案もいた

だいております。例えば具体的には接続する道路に歩道を設けて、また街灯も

設けて散歩しやすいコースにするであったり、あるいは建物の敷地の中にち

ょっとした公園的なスペースを設けて、そこが地域住民であったり、町民の方

が憩うスペースにするであったりとか、そういうようなことも今後検討して

いきましょうと話をしていただいておりますので、そことあわせてまた地域

の皆様方のご要望だとかも受けながら、中間処理施設ただ単にそれだけを造

るのではなくて、地域にとってそこがかけがえのない場所になるようなもの

となるように、これから検討してまいりたいと思いますので、さまざまな観点

からまたご意見をいただければありがたいかなと思います。 

 

◇議  長 ７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。今、答弁の中にもありましたけれども、１市４町の 

方から、地区の方々が安心して暮らすようなお話をいただいているというこ

とですので、住民の方々に答弁にもありましたけれども、広く意見を聞く機会

を設けていただいて、住みやすいまちにしていただければと思います。 

施設が建つことによって、恐らく１５年２０年改修を重ねて、また長寿命化

を重ねると、４、５０年規模であそこに施設が建つという事は、やはり、それ
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が先ほど技術的に排出基準を設け安全な施設とは言っても、何だ、建っちゃっ

ただけかと言うことではなくて、色々地域の方々とお話ししていただければ

と思います。 

最後になりますけれども、今回の一般廃棄物広域中間処理施設の町内予定

地への建設は概算総整備事業費が最大１７８億円ということで、大空町で例

えますと、合併前の旧女満別町時代に昭和６０年に開港した女満別空港に次

ぐ一大事業であると考えます。空港開港に至るまで貴重な農地を含めて１２

８ヘクタールの土地に空港が建設されたわけですが、そこに至るまで、国、北

海道初め、周辺市町村及び関係機関のご尽力はもちろんでございますけれど

も、しかし、やはり建設地である女満別町をはじめ議会、関係機関、自治会の

方々、そして町民の方々のご理解、ご協力のおかげであって、開港が実現に至

ったと思います。 

是非今回の一般廃棄物広域中間処理施設におきましては、推進協議会の中

で将来を見据えた建設予定地、経費及び維持費の縮減の検討を図りつつ、かつ

並行して地区の住民の方々が今後において住みやすさ、暮らしやすさを向上

させ持続的に幸せな生活ができるようなまちづくりのビジョンを備えていた

だけると幸いです。 

以上、私の一般質問を終わりたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 施設の整備にあたりましては、しっかり地域住民の皆さんの意向、 

あるいは１市５町の町民の皆さん、市民の皆さんの意向を踏まえながら整備

してまいりたいと考えておりますし、最大１７８億円、これについてはいろん

な方式の中で、実際どの方式がこの１市５町でやる中で、将来的にも議員おっ

しゃられたように、４０年、５０年使っていくと想定したときに、適正な規模、

そして初期投資、ランニングコストはどうなのかというところもしっかり考

えながら、この大規模事業というものを行っていく必要があろうかと思いま

す。何分広域で大きな建物をつくるというのは恐らく初めてではないかなと

いう思いもありますので、そこはしっかり議員の皆様の意見をいただき、町民

の皆様の意見をいただき、１市５町が連携しながら取り組んでまいりたいと

思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

◇後藤議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて、後藤忍議員の一般質問を終了します。 

日程第７、一般質問を続けます。 

次に、１番、大泉知功議員の一般質問を許します。 

１番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 令和６年第１回定例会通告により、質問させていただきます。 

自転車利用時のヘルメットについて。 
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道路交通法の一部改正により、令和５年４月１日から自転車の利用者に対

するヘルメットの着用が努力義務化されました。自転車で走行している時に、

交差点など大型車輌等に巻き込まれるなどして転倒し、頭部を強打した例、あ

るいは自転車に乗ろうとした際の転倒や走行時に障害物、段差などで転倒し

頭部を強打した例など、自転車利用時の怪我や死亡事故に至った事例が全国

各地で数多く報道されています。特に自転車による死亡事故の約５割が頭部

に致命傷を負っているとのことですが、大空町における対応、対策について伺

います。 

（１）町内の認定こども園、小、中、高等学校では園児、児童、生徒に対し、

自転車利用時の注意啓発や交通安全、着用指導等などは行っていますか。 

また、お年寄りの方の中には、買い物や通院等で自転車を利用されている方

もいますが、高齢者への啓発などは行っていますか。 

（２）園児、児童、生徒を初め、町民の自転車利用時におけるヘルメットの

着用状況はまだまだ低いのではないかと思います。ヘルメットの非着用時の

致死率は着用時に比べ約２．１倍との違いがあるとのことですが、ヘルメット

着用普及に対する今後の取り組みについて何かお考えがあればお伺いします。 

以上、１回目の質問とします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 大泉委員からの一般質問にご答弁申し上げます。 

道路交通法の一部改正により令和５年４月１日から全ての自転車利用者の

ヘルメット着用が努力義務となりました。改正前には保護者は１３歳未満の

子どもが自転車を運転する際にヘルメットをかぶらせるように努めなければ

ならない。子どもの運転に限定されていましたが、昨年の法改正により運転す

る方はもちろん同乗する方にもヘルメットをかぶらせるよう努めること、ま

た、保護者等は子どもが自転車を運転する際には、ヘルメットの着用に努める

こと。と、全ての自転車利用者に対し着用が努力義務となりました。背景には

議員がおっしゃるとおり、自転車事故による死亡事故の多くが頭部に致命傷

を負っていること、また、ヘルメットを着用していない場合の致死率が着用し

ている場合と比較すると約２倍となっていることなどの理由から、交通事故

による頭部への被害を軽減するため努力義務となったところであります。 

まず、大空町の交通安全取り組みについてでありますが、町民の交通安全保

持するため、交通指導員を女満別地区で９名、東藻琴地区で６名、合計１５名

を任命しています。 

交通指導員の活動の一環として毎年春に女満別小学校と東藻琴小学校で交

通安全教室を実施し、自転車の安全な乗り方の指導やヘルメット着用につい

て推奨してきております。令和５年度の交通安全教室では、ヘルメット着用が

努力義務となったことを周知しているところであります。 

また、昨年７月４日に東藻琴地区で開催された交通安全大会、社会を明るく

する運動大会において、自転車に乗る際には交通ルールを守り、ヘルメットを

着用することが大会決議として決議されました。 
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高齢者に対する啓発については、高齢者に特化した啓発活動は行っており

ません。本町には交通安全思想の普及啓発を図るため、大空町交通安全協会が

組織されており下部組織であります両地区の交通安全協会でそれぞれの地区

において、町民に対し交通安全に関する啓発活動を実施しています。そのほか、

大空町交通安全防犯推進委員会では、秋の輸送繁忙期における旗の波作戦や

飲酒運転根絶などの交通安全に関する啓発活動を行っております。 

なお、交通安全の啓発活動に関する詳細については、後ほど担当課長より説

明させます。 

二つ目のヘルメット着用普及に対する今後の取り組みについてであります。 

議員がおっしゃるとおり、町内の子どもたちのヘルメットの着用率は具体

的な調査は実施しているわけではありませんが、実態としてはそれほど高く

ないのではないかと、そのように思っています。特に中学生ぐらいになると、

さまざまな理由によりヘルメットを着用していないのではないかと、そのよ

うに推察しています。 

オホーツク管内の自治体において、小・中学生などを対象に自転車用ヘルメ

ット無償配付している事例、さらには、道内の自治体の中には、ヘルメットを

購入した際の補助制度があることも把握しております。しかしながら先程申

し上げましたように無償配布を借りに行っても、さまざまな理由によりヘル

メットを着用していただけないなど、実行性が低いのではないかと感じてい

るところであり、大空町としては、現時点ではヘルメットの無償配布または購

入補助を行う考えを持っていないところであります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 ただ今、大泉議員からご質問のありました、自転車利用時のヘル 

メットについて、教育委員会が関係する部分につきましてご答弁申し上げま

す。 

現在小学校では自転車通学は認めておりませんが、中学校では自転車通学

が可能となっており、中学校で全生徒の約半数の生徒が自転車通学を申請し、

学校が許可しております。通学の際には、一部の生徒がヘルメットを着用して

いますが、まだ着用率が高いと言える状況には至っておりません。 

大空高校では自転車通学について許可しておりますが、自転車通学をして

いる生徒はいない状況です。また、大空高校の寮に３台の電動自転車が設置さ

れていますが、ヘルメットの設置はしておりませんので、ヘルメットを着用せ

ずに自転車を使用している現況です。 

また、認定こども園におきましては、現在自転車に乗れるようになった園児

は年長児の一部におりますので、園だよりでヘルメットの着用努力義務化は

周知していることを確認しております。 

各小学校、中学校、高等学校におきましても令和５年４月から道路交通法の

一部改正に伴いまして、自転車を利用する全ての人にヘルメットの着用が努

力義務になったことから、学校だよりやホームページなどを利用して、各家庭
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に対しまして、ヘルメットの着用について啓発を行っているところです。 

また、全ての学校で新学期が始まって早い時期に交通安全教室を実施し、交

通指導員や駐在所の所長に来ていただき、自転車に乗るときのルールや安全

な乗り方、ライト点灯の必要性などについて指導していただいております。さ

らに、北海道教育委員会や警察署からのパンフレットを児童、生徒に配布し、

道路交通法の変更やヘルメット着用の重要性について指導を行っているとこ

ろでございます。自転車を利用する際、頭部を保護するヘルメットの着用は痛

ましい交通事故を防止するためにも大変重要だと考えています。ヘルメット

をかぶっていたおかげで頭を強く打たず命が助かった事例も多く見られるこ

とから、今後も交通安全教室を通して、自分の命を自ら守るという観点からも、

ヘルメット着用について指導、啓発を進めていきたいと考えております。 

また、各家庭保護者に対しましてもヘルメット着用について促進していた

だけるように取り組んでまいりますので、ご理解いただきますようお願いい

たします。 

以上、私から２回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 砂金住民課参事。 

 

◇住民課参事 私のほうから交通安全に関する啓発活動についてご説明いたし 

ます。 

初めに、交通指導員によります交通安全教室についてですが、毎年新学期の

春に交通安全教室を実施しています。令和５年度は４月２１日に女満別小学

校で実施し、１年生を対象に横断歩道を安全に渡るための歩行教室、３年生と

６年生を対象に自転車を安全に乗るための自転車教室を実施し、その際にヘ

ルメット着用の重要性、着用が努力義務となったことを説明しております。 

５月１７日には東藻琴小学校で実施し、１・２年生は歩行教室、３年生から

６年生については自転車教室を実施し、女満別小学校と同様にヘルメット着

用の努力義務について呼びかけております。 

そのほかの交通指導員の活動として、新入学期であります４月６日から１

４日までの間及び各期の交通安全運動期間中、道民交通安全の日には両地区

の通学路等において、登校時に街頭指導を実施しております。 

交通安全協会及び交通安全防犯推進委員会の啓発活動として、毎年４月に

新入園児と新小学１年生に通園、通学時にかぶっていただく黄色い帽子と、交

通安全に関するぬりえやリーフレットを配布し、交通ルールを守るための啓

発活動を行っております。女満別地区では、夏の交通安全旗の波作戦やパトラ

イト作戦、東藻琴地区では、パトライト作戦のほか秋の交通安全運動期間中に

旗の波作戦をそれぞれ実施し、交通安全の啓発に努めております。 

また、毎年、網走地区交通安全協会様から、交通安全教育に活用するための

啓発品であります文房具の寄贈が有り、両地区の小学４年生、中学１年生、大

空高等学校１年生に配付しております。以上で説明を終わります。 

 

◇議  長 １番、大泉知功議員。 
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◇大泉議員 はい、１番。（１）番の町内の認定こども園、小・中・高等学校 

では、お話の再質問させていただきたいと思います。 

ただいまのお三方による答弁で、運転する本人達の実情、大体かなりの数で

指導されていることがわかりました。そうして、その上で保護者に対する着用

の必要性に対する啓発や指導はしているのですかという話を再質問させてい

ただこうと思ったのですけれども、教育長のご答弁で、これからはそういうこ

とにも指導させていただきたい。というような答弁がありましたので、これで

理解は通ったと思います。 

続きまして（２）番目の質問なのですけれども、（２）のヘルメットを買っ

たとしてお子さんが着用するのかと考えますと、なかなか難しいということ

かもしれません。ここはやはり親や大人の方が自転車に乗る時にはヘルメッ

トというような努力義務を行っていけば、徐々に浸透して行き、親子で、仲間

うちで時間が余った時には自転車に乗れるようなほのぼのとした社会も必要

と考えているところです。また、ヘルメットに見えない帽子風のデザインもヘ

ルメットもあることから、この機会に広く普及して自転車での転倒事故等に

よる怪我が少しでも減るような対応を望んでいるところでございます。聞き

たいことを答えられてしまったので、こういう事で終わるのですけれども、対

応を望んで質問を終わります。ということで締めさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 子どもたちへのヘルメット着用の普及を呼びかけるだけではなく

て、保護者にもしっかりとヘルメットをかぶることの安全性というものを訴え

て行くことが必要かなと、そのように思っております。 

ただ、今、このご時世両親ともに働いていて、子どもが１人で家に帰ってぱっ

と遊びに行くときに、やはりヘルメットをかぶって行かない子どもたちが多い

のかなと、そのように感じているところであります。 

私も子どもが小学校３年生のときに、交通安全教室でヘルメットをかぶる様

に言われたと言われてヘルメットを買ってあげたのですけども、それもちょっ

とサイクリング用のおしゃれな物をねだられたので買ってあげましたが、結局

一度もかぶった姿を見たことはありません。本当はかぶることで、もし万が一

事故に遭ったときに頭部を損傷しないということに繋がるのだけれど、なかな

かそれを親としてきつく言えなかったなというそんな思いがあります。 

今回の大泉議員の一般質問を受けて、この間、つい先日の日曜日にホームセ

ンターに行って、最近のヘルメットはどのようになっていて、どの位で売って

いるのかを見てきました。普通のヘルメットのようなつば付きのですと２，０

００円代で買えて、子どもに買ってあげた様なサイクリング仕様だと４，９０

０円ぐらいで買えるような、そんな価格帯になっていたかなと思っております。

そこは、今後、保護者に対するヘルメットの安全性を訴えながら、そういった

今、安価で買えますので、ぜひ必要であればヘルメットを購入して、子どもに目

が届くときには是非ヘルメットをかぶらせるということに繋がっていけばいい

なと、そのように思っています。 
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ご質問どうもありがとうございました。 

 

◇大泉議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて、大泉知功議員の一般質問を終わります。 

日程第７、一般質問を続けます。 

次に、９番、上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 はい、９番。通告に従い一般質問に移らせていただきます。ほか 

にご登壇された議員の方と質問内容が重なるところがありましたらご容赦い

ただきたいと思います。 

今回の質問は、森林整備の取り組みについてでございます。 

近年は大雨による大規模な土砂災害や地球温暖化などが世界的な問題とな

っておりますが、こうした課題に対して重要な役割を果たしているのが森林

でございます。日本では国土の７割近くを森林が占めており、このことからも、

計画的に整備を進めていくことが全国的に課題となっております。森林整備

については、国、都道府県そして市町村がそれぞれの役割に応じた方針を策定

しております。その中でも重要な役割を担うのは現場となる市町村でござい

ます。そのため、民有林がある全ての市町村は法律で森林整備計画の策定が義

務づけられております。これにより各自治体は樹木の種類や分布状況など、地

域の実情を踏まえて５年ごとに計画を策定し、林業関係者の方とも連携をし

ながら、効率的に森林の整備を進めていくこととなっております。 

大空町については、本町の総面積は３万４，３６６ヘクタールで森林面積が

１万３，２５０ヘクタールと総面積の約４割を占めており、その内訳は、民有

林・町有林を含むが１万１７５ヘクタールであり、国有林が３，０７５ヘクタ

ールとなっております。民有林のカラマツ及びトドマツを主体とした人工林

の面積は７，０８０ヘクタールで民有林の人工林率は約７割となっておりま

す。これらの森林の多くは戦後に造林をされ、主伐時期を迎えており計画的な

伐採を図る必要があります。そのため森林整備にかかわる小項目について質

問をさせていただきます。 

１点目、町有林の林齢と伐期について、また、今後の町の森林整備の考えに

ついて。 

２点目、森林経営管理制度は手入れの行き届いてない森林について、市町村

が森林所有者から経営管理の委託を受け、林業経営に適した森林は地域の林

業経営者に再委託するとともに、林業経営に適さない森林は市町村が公的に

管理する制度です。その中で意向調査も行われておりますが、町内の森林所有

者の現状とあわせてお伺いをいたします。 

３点目、森林環境譲与税は市町村による森林整備の財源として、令和元年度

から市町村と都道府県に対して私有林人工面積、林業就業者数及び人口によ

る客観的な基準で案分して譲与されています。 

また、森林環境及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、市町村において

は森林の整備に促進する施策に充てることとされておりますが、本町におい
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ては、これまでの税収額と今日までどのような事業に活用されてきたのかお

伺いいたします。 

以上で最初の質問とさせていただきますので、町長よりお答えいただきま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 上地議員の一般質問にご答弁させていただきます。 

大空町の森林面積は先ほど議員ご説明のとおり、森林総面積が１万３，２４

３ヘクタール。内訳は町有林１，４４１ヘクタール、私有林８，７２７ヘクタ

ール、国有林３，０７５へクタールで、大空町の総面積の約４割３９％を占め

ているところであります。 

まず１点目の町有林の伐期と今後の整備の考え方についてですが、令和６

年２月時点で町有林１，４４１ヘクタール、そのうち防風保安林というものが

３２９ヘクタールとなっております。 

木の伐期ついてでありますが、標準的な伐採時期に係る指数として定めら

れている標準伐期と、熟成した林齢での伐採時期を定めている主伐期という

ものがあります。人工林のカラマツは標準伐期３０年、主伐期５０年と定めら

れ、トドマツにつきましては、標準伐期４０年、主伐期５５年、広葉樹等の天

然林につきましては、標準伐期の基準しかなく８０年となっているところで

あります。保安林を除く人工林のカラマツ面積３３１ヘクタールのうち、主伐

期５０年以上の面積が１９８ヘクタール、６割の森林が伐期を超過していま

す。 

また、トドマツの面積は１８５ヘクタールのうち、主伐期５５年以上の面積

が６３ヘクタール、３４％が伐期を超過しています。天然林面積は３３８ヘク

タールのうち、標準伐期８０年以上の面積が２００ヘクタール、５９％約６割

が伐期を超過しているという状況になっています。 

町有林の管理につきましては、保安林を含め主伐期を超過している人工林

を優先し、令和６年度は１５ヘクタール、それ以降は年間３０ヘクタールの更

新を行いたい、そのように計画しているところであります。また、作業道に接

していない森林が多く管理ができない区域があります。網走地区森林組合と

作業箇所を協議して令和７年度から作業道を整備し、私有林も含め計画的に

伐採が可能となるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

保安林の伐採につきましては、木材売り払いとして伐採する択伐と木の生

育上伐採する間伐があります。択伐は林帯幅が広い保安林につきましての作

業方法で林帯幅２０メートル以上残して伐採後、植林をまた新たに行うもの

であります。間伐につきましては、保安林の在籍に対し３３％以内の伐採を行

うもので、補助事業で伐採は可能ですが費用が発生するところであります。さ

らに、保安林内の木材というのは質があまり良くないため、売払収入というの

は少ないという状況であります。このことから、防風保安林につきましては、

林帯幅４０メートル以上の箇所については、町が施業して、林帯幅４０メート

ル未満は北海道が事業主体となり実施する治山事業で整備して行きたいと考
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えております。治山事業は、都道府県が事業主体として事業実施が可能で市町

村の負担はなく、伐採した木材は市町村の収入となります。 

令和６年度は、大空町女満別朝日地区で５．６ヘクタール程度の実施を計画

しております。なお、伐採した町有林及び保安林については、翌年度以降造林

してまいるところであります。 

２点目の森林経営管理制度に基づく意向調査と森林所有者の現状について

であります。森林経営管理制度は、森林所有者または森林経営の委託を受けた

者が経営を行う一体的なまとまりのある森林の作業及び方法について作成し

た１期５カ年の計画に基づき、効率的かつ適切な経営管理を行って、森林の持

つ多様な機能を十分に発揮させることを目的とした制度になります。私有林

の人工林面積５９％について令和５年度から９年度までの経営管理計画が作

成されております。 

私有林の整備は緑豊かな森事業を活用して実施しているところであり、国・

道・町の補助金に森林環境贈与税を上乗せして造林費用の軽減を図っている

ところであります。しかし、森林経営管理計画を作成しませんと補助事業の実

施が出来ません。私有林の整備、促進を図るため、森林所有者に対して森林経

営管理計画を作成していただくよう要請してまいります。 

最後に、森林環境譲与税の税収と活用した事業内容についてであります。森

林の有する公益的機能は地球温暖化防止のみならず、国土の保全や水源の涵

養等国民に広く恩恵を与えるものであり、適切な森林の整備等を進めていく

ことは我が国の国土や国民の生命を守ることにつながる一方で、所有者や境

界がわからない森林の増加、担い手不足等が大きな課題となっています。この

ような現状のもと、平成３０年５月に成立した森林経営管理法を踏まえ、パリ

協定の枠組みのもとにおける我が国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災

害防止等を図るため、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点

から、平成３１年３月に森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律が成立

し、森林環境税及び森林環境譲与税が創設されたところであります。 

森林環境譲与税は、市町村による森林整備の財源として令和２年度から市

町村と都道府県に対し私有林人工林面積林業就業者数及び人口による客観的

な基準で案分し譲与されています。大空町の森林環境譲与税は令和元年７５

４万１，０００円、令和２年１，６０２万６，０００円、令和３年１，６１２

万１，０００円。令和４年２，１０７万４，０００円となっております。基金

残高は、令和元年３１７万円、令和２年８２０万４，０００円、令和３年１，

４６０万９，０００円、令和４年１，９０７万８，０００円と年々増加となっ

てきております。 

令和５年度における森林環境譲与税の使途は、緑豊かな森づくり事業、森林

情報システム更新、人材育成支援協議会負担金、林道維持補修事業等となって

おりますが、令和６年度以降新たに森林環境譲与税の使途として作業路網の

整備、私有林及び町有林の管理計画の作成、保安林の管理に充当し、大空町に

おける森林の適正管理に充当してまいりたいと考えているところであります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 
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◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 １点目、町有林の現状お聞かせをいただきました。やはり主伐期 

を越えている地区が増えているということも聞かせいただきましたし、その

中で、生活機能の保全林である防風林の話も出ました。実際にそれらについて

も厳しい制約があるということもお聞きをしましたし、帯状に２０メートル

残しなさいとか、４０メートル以上のところは、町がやるとかそういうことも

確認をしましたが、実際に課題としては、やはり伐期が越えているということ

は木が腐蓄して倒れて所有地に入ったり、住民の方も言われているのですが、

または道を塞いでいる場合もあるということで困っているということもお聞

きしましたし、また、防風林については、以前同僚の議員から質問あった経緯

もあるのですが、それ以外にも農業関係者の方から、ＧＰＳの支障になる。ま

たは日陰になって妨げになるということもお聞かせをいただいたことがあり

ます。実際に、やはりそういうものをしっかりと対応していただきたいなと思

いますし、実際に制約が難しくてなかなかできないとこもあると。そして治山

事業とか道の負担がなく行えること、これはすばらしいことだなと思います

ので是非取り組んでいただきたいと思いますが、やはり、やっぱり地域住民の

方と連携をしながら、しっかりとそういうものに対応できるようになってい

るのか、その１点について、もう一度確認をさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 上地議員からの質問にご答弁させていただきます。 

防風保安林ではない町有林で農地に接しているようなところで、その枝が

畑に落ちる、あるいは風で木が倒木して農地に倒れる、そういった様な影響を

与えているものについては、そういった状況になったときには速やかに撤去

等をさせていただいておりますし、また農地等どうしても日陰になって生育

がよくないというところについては優先して伐採をさせていただいている状

況にあります。今後もそういった余り制限のかかっていない森林につきまし

ては、特に農地へ接しているところについては、畑を耕作されている方々のご

意向を聞きながら対策してまいりたいと考えています。 

一方で防風保安林につきましては、これは過去にも議員の方から何とかな

らないかというご質問をいただいた経過にあります。その時にも恐らく同じ

ような答弁をしているかもしれないのですけれども、防風保安林につきまし

ては伐採についての非常に厳しい基準がありまして、要望のとおり対応でき

ていないというのが現状でございます。聞き取りをして可能な範囲で対応し

てまいりたいと考えておりますけども、先程申しましたように主伐期４０メ

ートル林帯幅があるところは町で、それ以下のところは道の治山事業活用し

ながら引き続き行ってまいりますことと、令和３年ぐらいからオホーツク圏

活性化期成会の要望事項の中に防風保安林の伐採について、もっと柔軟に対

応していただけるように要望しておりますので、そういったものも引き続き、

国あるいは北海道等に対して要請してまいりたいと考えております。 
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◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。町長から保安林、防風林ついては難しいこともお聞 

かせいただきましたし、令和３年にオホーツク圏活性化期成会においても議

題にあげたということもお聞きをしました。このことについてはしっかりと

近隣の方とも連携する、もちろん林業関係も含めてでございますが、しっかり

と協議を進めながら適切に対応していただくようお願いしたいと思います。 

続いて、２点目に移らせていただきたいと思います。 

２点目、森林経営管理制度の意向調査について説明をいただきましたが、実

際に回答をいただいても、なかなか回答がいただけないところがあると、全国

的にも問題になっていることでございますが、やはりしっかりと把握できな

いということは、事業としても形態をしっかりするとか、色々説明をいただき

ましたが、ですがやっぱりしっかりと森林所有者を把握することが今後大切

になってくると思いますし、実際に今の方も高齢化が進んでいるということ

もありますし、実際にほかの市町村などにおいても所有者がなかなかわから

ないということで、どうしても作業するに当たって大規模にやる場合が多い

ので、どうしても森林が中間にあったら支障をきたしたとか、そういうことも

問題になっております。 

森林経営管理制度、この制度の中では所有者がわからないところ一定期間

探索、告示を行って、場合によっては市町村で管理を行った事例も現在１３３

町村ぐらい、令和４年の段階であるということでありましたので、今後増えて

くるのではないかなと危惧をしております。そのことについて改めてお考え

があればお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 今、議員おっしゃるとおり森林所有者を確認しようとしてもなか 

なか難しくてできない。また森林組合から森林所有者へアンケートなどして

もなかなか全てから回答が来ないというような話をいただいているところで

あります。そういった周知だけではなかなか不十分なこともあろうかと思い

ますので、町としてできることは、ホームページや広報紙等で、定期的な私有

林の補助事業制度そういったものを情報掲載して、私有林の管理の啓蒙普及

を図っていくと共に、やはり森林所有者の把握というのも町と協力しながら

行ってまいりたいと、そのように考えております。 

また、近年私有林の管理が行き届かなくて、町村が代行するような事例もあ

るように聞いておりますけども、大空町においてはまだまだ自分たちの町有

林の管理もこれから本腰を入れてやっていかなければならないという中であ

りますので、まだ私有林のところまでは手を出せないと思っております。まず

は町有林の中でしっかりと主伐期を超えた、まだ材として価値があるような

ものをしっかり価値として伐採して売り払いをして、また新しい森林に更新

していくというところを行ってまいりたい、そのように考えております。 
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◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。２点目については、やはり今後課題として、どうし 

ても所有者なかなか難しいこともお聞かせをいただきました。また、それとと

もに町有林もなかなか伐期を超えていても整備が行き届いてない。なかなか

間に合ってないということもお聞かせをいただきました。 

その中で３点目に、森林環境譲与税に移らせていただきたいと思うのです

が、森林環境譲与税、令和６年から枠組みが変わると、計算方式が変わると、

個人住民税の均等割の枠組みで、国のかわりに国税として年額１人１，０００

円ほどだったと思うのですが、市町村が賦課徴収を行うというものであって、

実際令和６年度見込みで結構なのでどれぐらいの金額なのか、あとは事業の

活用の事例も聞きましたが、緑豊かな森づくりともお聞かせをいただきまし

たが、実際に緑豊かな森事業によって、造林、下刈り、間伐等を行ってきたと。

実際に２月１９日町のホームページ更新された内容で、見させていただいた

のですが、それによっては令和４年度などについては森林所有者の負担軽減

のため燃油代、人件費等補助したりとか、枝打ち作業を増やしたりとか、そう

いうふうに補助対象拡大もお聞きをしました。 

また、人材育成に対しても、北の森づくり専門学校に対して負担金を出して

いるということもお聞かせいただきましたが、その中で改めてお願いしたい

ことが、実際にホームページの方を見たのですが、事業内容と予算は出ている

のですけれども、他の町のようにもう少しわかりやすく啓発していただきた

いなと。あと、実際に林野庁も周知に努めるように、この事業について言って

いますので、実際に町の広報などでわかりやすいように、税収もいただいてい

るものでありますから、しっかりとどういう事業に使われているのか、また場

合によっては写真とかで実例を掲載している自治体も見受けられております

し、近隣の北見だったら木材の利用普及啓発に対してなのですが、事業箇所、

町施設または木製品表示なども行っております。ホームページで確認をさせ

ていただいたのですが、やはりそういうものもしっかり行っていただきたい

と思いますが、このことについてどのようにお考えでしょうか、改めてお聞か

せをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まずは令和６年度から個人住民税に１，０００円上乗せされて、 

それが森林環境税として国民が納めるという形になります。細かな資料とい

うのはございませんけども、予算書におきましては、令和６年度森林環境譲与

税２，５８６万２，０００円を見込んでいるところであります。 

また、森林環境譲与税の使い道につきましては、これまで広報、さまざまな

ホームページを含めまして、森林環境譲与税をどういった活用方策で行った

かということは、あまり示していなかったのではないかなと思っております。

ただ、やはり令和６年度からは、町民一人一人が一世帯当たり１，０００円と

いう形の中で、個人住民税の中で収めるということでございますので、しっか
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りその使い道というのは、どういう形になるかわかりませんけれども、町民の

皆さんにこういう形で使いましたということはお知らせしていきたいという

ことで考えておりますので、その方式等については今後検討させていただけ

ればなと思います。 

 

◇議  長 ９番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 はい、９番。町長よりこれからしっかりと周知方法なども検討し 

ていただけると。また令和６年の見込み額も２，５８６万円とお示しをいただ

きましたが、これで最後の質問にしたいと思うのですが、やはり森林環境譲与

税、今、路網整備とか、どうしても林業で必要なものは、やはり林業を効率的

に行うために路網整備しなければいけない。それらについても基金、少しずつ

増やしているということで、実情お聞きかせをいただいたのですが、実際に１

番の課題は整備が進まない理由としては、新たな人材がなかなか育成できて

ない。あとは森林組合にお願いする部分も多いのですけれど、やはり、新たな

事業所なども今後生まれてくれば、もう少し整備も進んでくるのかなと思い

ます。実際に林業は大変難しい、危険な職種だと私自身理解をしていますし、

また、そういうものに対して、研修に対して助成を行ったり、または、資機材

とか、どうしても投資に必要な重機などもありますので、そういうものもしっ

かり町としてできる限りの支援してほしいと思います。このことについて、最

後何か考えがあればお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 森林施業について、従事者の確保もそうですし、働いている方の 

高齢化そういったとか今大きな課題になっているということは重々承知して

いるところであります。 

大空町も令和６年度から町有林のところ少し伐採等含めてやっていこうと

思っているところでありますけれども、１番のネックはそれを担っていただ

ける施行業者が、うちがやりたいだけの事業出来るかどうかというところの

課題というものもあろうかとそのように考えております。そういった中で森

林作業業者の機材であるとか、職員の研修であるとか、そういったところに、

私はこの森林環境譲与税というのを活用することはできるのではないかなと

思いますけれども、ただ大空町が単独でそれをやるのかというと、決してそう

ではないのではないかなと思っております。近隣市町と特に森林組合等がそ

れぞれの組合の下についている市町がありますので、そういったところと連

携して、どのような支援が必要であるかということを考えていかなければな

らないのかなと、そのように思っております。いずれにしてもやはりこの森林

というものをこれからますます適正に管理して伐採し、植林していくという

サイクルを回すためには、施行業者、それを行っていただける方々をいかに確

保していくかということが重要になってくるかと思いますので、そういった

ところにも、こういったせっかく頂いた譲与税でございますので、有効に活用
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できるよう検討してまいりたいと考えております。 

 

◇上地議員 一般質問終わります。 

 

◇議  長 これにて、上地史隆議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩します。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午後 ２時０６分） 

 

（再開 午後 ２時１６分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第７、一般質問を続けます。 

次に、２番、川村淳議員の一般質問を許します。 

 

◇川村議員 はい、２番。令和６年第１回大空町議会定例会通告書に従いまし 

て、一般質問をさせていただきます。 

私からは、大空町の認知度についてご質問をさせていただきます。 

平成１８年３月３１日の町村合併で大空町が誕生して、今年で丸１８年が

経過しようとしております。この間、町としても色々な施策や取り組みにより、

大空町の町名や地名を広くＰＲされてきたと思いますが、先日私がたまたま

目にした調査で、知名度調査の結果が出ていたのですけれども、その結果によ

るとオホーツク管内の１８市町村のうち大空町が１７位と下から２番目の認

知度となっておりました。ちょっと残念だったなというのが本音ではありま

したけれども、やはりこれからの人口減少問題等、また、ふるさと納税等も増

やしていきたいという思いもありますので、それをやっていくためにも、まず

は大空町というこの名前の認知度を上げていかなければならないのかなと考

えております。それに基づきまして、２点、町長に伺いたいと思います。 

一つ目、色々なアンケート、調査があるかと思うのですけども、こういった

大空町の今の認知度の現状を見てどの様にとらえているのか。 

二つ目、移住・定住施策いろいろ頑張りまして、都市部でもＰＲ活動を行っ

ておりますが、今後まちづくりの重点政策として位置づけて取り組みを推進

してみたらどうかと考えています。 

この２点についてご質問させていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 川村議員の一般質問にご答弁させていただきます。 

まず現状をどう捉えているのかについてであります。オホーツクＡＩ推進

協議会が実施したオホーツク地域における認知度・魅力度等調査結果におき

ましては、今回も１７位という事でございますけども、前年の調査結果も確か

１７位であったと、そのように認識しているところでございます。 
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一方で、他にも同じような認知度調査が行われていることも承知していま

す。例えば、第１２回住みたい田舎ベストランキングというものがございまし

て、この調査によれば全国１万人以下の市町村部門で大空町が全国で１５位、

北海道エリアでも７位という結果が出ております。多くの自治体がある中で

大空町が上位にランキングしているということは大変うれしいことだなと思

っております。ただし、これらの調査については、調査対象者や対象地域が異

なります。ランキングの結果だけに目を向けるのではなく、調査対象者等も含

めた基礎データにも目を向け、大空町の魅力発信のあり方を検討、改善してい

かなければならないのであると、そのように考えております。 

どうしてもランキングという形式で結果が出ますと、その結果に一喜一憂

してしまうところでありますが、そうではなく冷静に結果を分析して、今後の

施策に役立てていくということも必要ではないかなと思っているところであ

ります。 

もう一方で、私個人の本当のこの現状の１７位という部分のとらえ方なの

ですけれども、オホーツク管内１８市町村ある中で、合併した市、町もありま

す。その中で、大空町のように旧市や旧町の名称等を冠していない町というの

は大空町だけであって、それ以外は、どこか大きな市であるとか、大きな町の

名称を冠して町名にしています。合併して１８年ということで、大空町として

も合併当初から、大空町の魅力を高める、知名度を高める取り組みをしてきま

した。それと同時に、他の１７市町村も１８年間、自分のところの知名度を上

げる、魅力を高める努力をしてきた。その以前の５０年１００年ぐらいのスパ

ンの中でもそういった活動を継続して行っている中にあって、大空町が最下

位ではなく１７位、そして大空町より上位にランクされている町村とそんな

にポイントに差がないということは、合併して以来、職員そして町民の皆さん、

議会議員の皆さんの魅力向上等のさまざまな取り組みのおかげであるのでは

ないかな、そのように認識しております。 

さらに、魅力発信等を重点政策として位置づけた取り組みについてでござ

いますが、本定例会に議案としても上程しております、まちづくり推進室とい

う新たな部署を来年度設けたいと考えております。現下の課題でありますＤ

Ｘ、ＧＸの推進、人の流れの創出拡大、行政サービスの維持向上等に積極的に

取り組む必要があり、また、情報発信力についても強化、効率化を図る必要が

あると考えております。これまでは一つ一つの情報を結びつけることなく、そ

れぞれ点として情報発信することが多かったかと思います。今後は情報発信

に係る業務を一つの部署に集約することで、線や面となった有機的な情報発

信を行って行けるものと期待しているところであります。それ以外にもＳＮ

Ｓの利用拡大と大空町の知名度向上ために実施してきた大空町のとっておき

フォトコンテストなど、町外の皆様が大空町のことを認知いただける機会を

これまで以上に積極的に開催していくことも検討したいと考えております。

情報発信のあり方というのは大変難しい側面が多いと感じております。しか

し、大空町の認知度を高める必要性は十分認識しているところであります。単

なる情報発信だけではなく、大空町の価値や魅力を高める施策を効果的に推

進し、町として戦略的に情報発信してまいります。 
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以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 一つ目の質問に対して再質問させていただきます。 

町長のおっしゃるとおり、アンケートというのは色々な対象に向けられて

おりまして、さまざまな内容のアンケート調査が行われております。それによ

って結果は違ってきていて、うちの町として一生懸命取り組んでいました移

住者、定住者向けのアンケート結果につきましては、すばらしい結果が出てい

まして、政策として取り組むことによってそういった効果が得られるのかな

というのを僕も実感しております。それに続きまして、やはりまだまだ広く認

知度を上げてくという取り組みを多方面において行っていく必要があるのか

なと考えております。また今回、いろんなデータもあると思うのですけれども、

そういういろんなデータを分析しながら今後に生かしていただきますように

お願いしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 魅力を、認知度を向上させる取り組みというのは、なかなか本当 

に難しいもので、事業や施策を打ったからすぐ翌年に結果が現れるというも

のではないと思っております。１８年やって積み上げてきたものが、今は下か

ら２番目というところでございますので、今後もさまざまな方法があるのだ

ろうと思います。役場職員だけで認知度向上取り組みというのを推進してい

くのにも限界があるようにも感じております。必要に応じて民間の方のお力

をお借りするなど、そういったものを活用しながら認知度を、そして魅力度の

向上というものに努めてまいりたいと思います。 

 

◇議  長 ２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 町長ありがとうございます。 

続いて二つ目の質問につきまして再質問させていただきたいのですけれど

も、これからの時代を見据えた中で、町長が先程の答弁の中でまちづくり推進

室をつくり事業展開していくということで、私個人としても期待をしており

ます。行政としての情報発信は、町民向けのものから町外向けのものまで幅広

いものになると思います。体制を整備して各ＤＸ政策などを中心として運営

をしていただけたらと思っております。 

また、私共、町のいろんなＳＮＳのアカウントをフォローさせていただいて

おりますけれども、ＳＮＳの発信の内容としてはとてもすばらしい内容が多

いです。内容も多いし頻度もかなり多く発信していまして、フォロワーの人達

はちょっとまだまだ少ない中ではありますけれども、頑張っているなと感じ

ております。中でもインスタにつきましてはフォロワーがいないと実は情報

がそんなに拡散しないものになっておりまして、凄く勿体ないなと思ってい
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るのが、もう少しＳＮＳの仕組みというものを担当者がきちっと理解した中

で、きちっと使い分けていく必要があるのではないかなと考えております。先

程も言いましたけれども、投稿内容についてはとてもすばらしくて、担当者の

方もすごく頑張っているだろうなと思っておりますけれども、現状は情報を

流しているだけで、きちんと発信まで結びついていないというのが現状なの

かなと思っておりますので、ちょっとこの辺につきまして考えがあれば一言

お願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 私も残念ながらインスタだとかＳＮＳだとかにちょっと疎いもの 

ですから、どういうような形であれば広く知れ渡るかというところはなかな

か分らないところではあるのですけれども、どう発信すれば広く効果がある

かというところ、そこは行政が発信するＳＮＳやインスタグラムであるかと

思いますので、一個人が行う様な同じような発信の仕方というのは、ひょっと

したら出来ないのかなと思いつつも、そういった効果があるような発信の仕

方そういったものは、いろんな他の町が行っているようなものも参考にしな

がら、しっかり検討してまいりたいなと思っております。 

 

◇議  長 ２番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 はい、ありがとうございます。本当に少しこう勉強をすると意外 

とよくなるので、そこはちょっと実践的にやっていただきたいなと思ってお

ります。 

最後になりますけれども、初めにも触れましたけれども合併して１８年が

経過します。私も実は、平成１８年４月１日に大空町に移住をしておりまして、

もう少しで１８年が経過しようとしております。大空町で生まれて育った子

どもたちが、高校を卒業して成人を迎える、そして巣立っていく時期でもござ

います。その子たちがこの大空町を出たときに、胸を張って私は大空町の出身

ですと言って、大空町ねと皆さんに納得してもらえる、いい街だよねと言って

もらえるような日を目指して、これからも継続して認知度向上に向けて努力

していただくことをお願いして私からの一般質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。インスタグラムであるとかＳＮＳの発信 

の仕方、何かそういう良い機会があれば是非職員に職員研修がてら参加させ

て見たいものだなと、そのように思います。 

子どもたちが成長し、いずれ大空町を離れて、いろんな職場であったり学校

であったり、そういった中で活動する中で、何処出身なのということで大空町

だよって言ったときに、大空町だって皆さんに理解してもらえ様になれば、や

はり１番いいことだなとは思います。そういったことになるように、今後も引
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き続き努力していくとともに、周りからどこの町出身だからということだけ

ではなく、その、人が大空町で住んで暮らしてよかったなと思えるようなとこ

ろも、そこも平行しながらしっかり取り組んでまいりたいと思いますので、今

後ともさまざまな面でご指導、そして特に大空町のＰＲの面ではご理解、ご協

力いただくことになろうかと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 

◇川村議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて、川村淳議員の一般質問を終了します。 

日程第７、一般質問を続けます。 

次に、５番、鈴木秀之議員の一般質問を許します。 

 

◇鈴木議員 令和６年第１回定例会通告に従いまして、一般質問をさせていた 

だきます。 

質問事項、大項目第１点目は、地震災害への備えについてです。 

今年元日に発生いたしました能登半島地震は、家屋の倒壊、道路の損壊、さ

らに津波の襲来等により甚大な被害をもたらしました。関係機関の懸命な復

興支援が行われておりますけれども、２月末現在で、まだ、１万１，４００人

もの方々が避難生活を余儀なくされていると報道をされております。命の源

は水です。生活用水の確保は大きな課題となっています。２カ月が経過しても

なお断水が続く地域があるなど、被害に遭われた方へ寄り添った長期的な災

害支援体制が必要な事態となっております。１日も早い復興、復旧を願うもの

でございます。 

さて、地震大国日本と言われている状況を踏まえ、大空町周辺の地殻情報収

集についてお伺いします。 

大空町周辺はここ１０年間大きな地震の体験がない状況ですが、地殻や活

断層に関する情報を確認し、地震災害への備えを再確認していく必要がある

と思います。防災計画中の地震災害への備えに関し研究機関からの最新情報

の収集等に基づく、計画内容の確認と見直しについて、今回の地震災害の状況

を鑑みて、町長はどのような見解をお持ちか伺います。 

２点目といたしまして、地震に備える優先的地域課題の検討が重要ではな

いでしょうか。地震の備えとして大空町は何を優先的に対応すべきなのか、計

画的に進める必要があると思います。老朽化している水道管路の更新整備は

生活基盤整備として、優先地域課題であり計画を繰り上げしてでも進めてい

く考えはないでしょうか。令和５年度と本年度の町政執行方針にも触れられ

ています、水道アセットメント計画に基づき計画的な施設の維持更新が進め

られると思います。命の源である水の確保と安定供給を優先していくことが

いかに重要なことか、今回の能登半島地域で被災された方々の苦難が今なお

継続している状況を鑑みるとき、地震災害に対する認識を新たにしなければ

なりません。町長の見解をお伺いいたします。 

住宅環境整備といたしまして、大空町耐震改修促進計画において、民間住宅
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の耐震化の推進が盛り込まれています。大きな地震を経験していない地域性

もあり、住宅の耐震化についての町民の関心や認識は高いとは言えない状況

ではないでしょうか。耐震改修促進計画の進捗状況と今後どのように推進し

ていくのか意識啓発等をどう進めていくのか、また耐震促進策として、町単独

の耐震改修助成措置等の支援策を検討するのも一理ではないかなと考えてお

ります。町長の見解を伺います。 

質問事項の大項目の２点目でございます。食育推進における食物アレルギ

ー対策についてです。 

文部科学省が平成２６年に出した学校給食における対応指針においても、

食物アレルギーに対する相談体制の充実が求められています。児童、生徒や保

護者に寄り添い、心理的、経済的な負担軽減に向けた対応の充実が必要と考え

ます。令和２年度の文部科学省の調査資料によりますと、公立学校の食物アレ

ルギーの児童、生徒の割合は、幼稚園等で５．８８％、小学校で９．３％、中

学校で１０．７％、高等学校では８．８％となっています。 

令和４年度からは、保健医療機関が交付するアレルギー疾患に係る学校生

活管理指導表の保険適用がなされるなど、保護者の負担軽減策がなされてい

ます。食育の推進とアレルギー体質は、個人、個性として人権尊重の基本精神

を確認して対応するということで、国レベルでも充実策が図られております。

本町における食物アレルギーの児童、生徒に関する情報収集と児童、生徒の安

全管理の状況等今後どのような方針で進めていくのか教育長にお伺いいたし

ます。 

２点目といたしまして、食物アレルギー対応の施設整備の推進について伺

います。アレルギー対応食の提供については、教育の機会均等や食育推進の観

点から十分配慮して対応されていると承知しています。安心安全な食事の提

供と食事を楽しむ献立作りに調理担当現場では大変苦労と努力がなされてお

ります。大空町の学校給食の献立は、令和４年度北海道学校給食コンクール優

秀賞。令和５年度学校給食甲子園では優秀賞を受賞されております。栄養教諭、

調理員の方々の日ごろの努力の賜物であると敬意を表するものでございます。 

給食施設整備については、公共施設等総合管理計画、学校施設等長寿命化計

画に基づき大規模改修、内部設備改修、機械設備改修等は進められると思いま

す。食物アレルギー食の対応に関する施設整備については、今後どのような観

点で計画に盛り込まれて進められるのか教育長の見解をお伺いいたします。 

質問事項第３点目は、町政執行方針と自治基本条例についてです。町政執行

方針に示されている各種施策は、自治基本条例の基本理念を基盤にして、町民

と情報共有して行政運営と事業推進が図られると思います。令和８年度から

の第３次総合計画策定に向けた町民アンケートの実施調査結果の考察に基づ

く、計画案づくりに関しては、町民参加と町政に関する情報の共有が必要と考

えます。町長が目指す町民の要望を的確にとらえコミュニケーションを大切

にしたまちづくりを進めるために、今後、自治基本条例の推進状況を確認し、

条例の見直し等について、町民委員会へ諮問していく考えはあるのか、町長の

見解をお伺いいたします。 

以上、大項目３つになりますけれども、よろしくお願いいたします。 
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◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 鈴木議員の一般質問にご答弁申し上げます。 

まず、大項目の一つ目、地震災害への備えについてであります。 

本年１月１日に発生した能登半島地震で注目されている活断層とは、断層

のうち特に数十万年毎に繰り返し活動し、将来も活動すると考えられる断層

のことを言います。日本では２，０００以上もの活断層が見つかっていると言

われています。 

大空町ではこれまで震度５弱以上の大きな地震は発生していないことから、

平成３０年９月の胆振東部地震や能登半島地震のような大規模な地震災害の

経験、体験というのはありません。大空町に近い場所の活断層に関する情報と

して政府の地震調査研究推進本部が長期評価している主要活断層、標津断層

帯、その他の断層帯として網走湖東岸断層帯があります。主要断層帯とは地震

調査研究推進本部が全国に多数分布する活断層の調査を効率的に実施するた

め、活動度や活動した際の社会への影響度等を考慮し、基盤的な調査対象とし

て選定した断層帯を言い、その他の断層とは、主要活断層帯、活断層の地域評

価における詳細な評価対象とする活断層帯以外の活断層のことを言います。

活断層の存在については、政府の地震調査研究推進本部や北海道の地域防災

計画等で確認しています。 

主要活断層標津断層帯について北海道は地震被害想定調査結果を公表して

おります。しかしながら、その他の活断層である網走湖東岸断層帯は評価が行

われていないことから、想定する被害規模も不明であります。活断層が次に動

く時期が何時なのかと予想することは非常に難しい。逆に言えば何時活断層

が動いてもおかしくないと考えることもできます。住民に対しては、活断層の

存在を認識した上で地震に対する心構え、例えば、家具の固定など身の回りの

安全対策を持っていただけるように着実な啓発活動、防災教育を行ってまい

ります。 

最近の報道では能登半島地震を受けて政府の地震調査研究推進本部は全国

で進めている活断層型地震の長期評価の作業を急ぎ、予定より早めて公表す

ることを決めたようであります。本町も地震被害想定調査等の情報を把握し

本町の防災対策に役立ててまいりたいと考えております。 

大空町地域防災計画は災害対策基本法第４２条第１項の規定に基づき、大

空町の地域かかわる防災に関し災害予防、災害応急対策及び災害復旧等を実

施するに当たり、防災関係機関がその機能の全てを挙げて町民の生命、身体及

び財産を災害から保護するために作成する計画です。大空町地域防災計画の

作成に際しては、国の防災基本計画、都道府県の地域防災計画等を踏まえて作

成します。現在、国の防災基本計画、北海道の地域防災計画、気象庁の警報発

表基準等の改正、災害対策基本法計画内容の経年変化、災害教訓等の情報を収

集整理して、大空町地域防災計画の見直しの準備を進めております。令和６年

度には大空町地域防災計画の修正を行ってまいりたいと、そのように考えて

おります。 

次に、地震に備える優先的地域課題の関係でありますが、能登半島地震では、
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いまだに多くの住民が断水となっており、不便な状況が続いていることを考

えますと、水道施設の被害の防止や水道水を供給し続けることは非常に重要

なことであり、老朽管路の更新は優先して対策を進めていく必要があると認

識しております。本年度、アセットマネジメントを実施しており最近完成した

ため、議員の皆様にはまだ示ししておりませんので、後ほど担当者に説明させ

ますが、これを踏まえて施設更新を進めることとしております。 

次に、耐震改修促進計画の関係についてでありますが、令和４年３月に計画

を策定しており、当時の民間住宅の耐震化率は７５．９％です。現時点といた

しましては、その後の住宅新築や古い住宅の除却の状況から７７％程度と推

計しており耐震改修が進んでいるというよりは、新築や建替えなどで耐震化

率が上昇している状況となっております。耐震改修促進計画の中では、住宅の

耐震化率を９５％にすることを目標としておりますが、まだまだ遠い状況に

あります。 

住宅の耐震化に関する支援策ということについてでありますが、耐震化を

目的とした町独自の施策は現在ありませんが、昭和５６年以前の戸建て木造

住宅の無料耐震診断というものが北海道により実施されておりますので、こ

の周知や住宅耐震化の相談窓口の設置、令和４年度には地震に備える安全対

策というパンフレットを作成し全戸配布を行ったところであります。 

また、町が実施している住宅リフォーム事業補助金は耐震補強にも活用可

能なものとなっておりますので、現状といたしましては、この住宅リフォーム

補助事業を活用することで、特段新たな支援策については考えていない状況

であります。 

最後に、自治基本条例の進捗状況の確認、条例の見直し等に係る町民委員会

の諮問について、ご答弁させていただきます。大空町自治基本条例におきまし

ては、条例の実効性を高めるために、大空町民自治推進委員会を設置し、必要

な意見を求めること、また、４年を超えない期間ごとに条例の見直し等につい

て、同委員会に諮問することと定められておりますことから、令和５年２月に、

私から大空町自治推進委員会に対して条例の見直し等について諮問を行った

ところであります。現在、同委員会におきましては、現在の社会情勢等を踏ま

えて自治基本条例の運用状況の検証及び条例の見直しの必要性についてご審

議いただいているとの報告を受けております。前回は、令和３年３月に大空町

民自治推進委員会から答申を受けたところでありますが、その際には答申の

内容を十分に精査の上、条例の一部を改正実施いたしました。今回同委員会か

ら検証結果に基づき、答申をちょうだいすることとなりますが、前回同様にい

ただいた内容を十分精査の上、必要に応じて条例の改正や運用状況の見直し

等行ってまいりたいと考えているところであります。 

以上、一回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 鈴木議員からの一般質問に対してご答弁申し上げます。 

まず１点目の相談体制の充実についてのご質問でございますが、学校給食
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は義務教育における教育活動の一環として、その目的は適切な栄養の摂取に

よる健康の保持増進と社交性や共同性を養い、食生活が自然の恩恵の上に成

り立つことについて、理解を深めるものとされています。 

食物アレルギーについては厚生労働省の調査によると、１５年ほど前から

増加傾向にあり、小児から成人まで幅広い年齢に認められ、最近は果物や野菜

など多品目に渡るアレルギー食物が報告されております。 

大空町の学校給食におけるアレルギー対応につきましては、平成２７年に

策定した学校給食における食物アレルギーの手引に基づき、アレルギーを有

する児童・生徒も、他の児童・生徒と同じように学校給食を楽しめることを目

指し、医師の診断や保護の児童・生徒の実態を総合的に判断し、安全性を最優

先とする対応食の提供を行っております。 

具体的には、新たに小学校へ入学する児童に対して前年の１１月から食物

アレルギーに関する調査を実施し、アレルギーを有する児童の保護者に対し

て、栄養教諭と養護教諭が面談を行っています。また、この面談を通じて学校

給食においてアレルギー対応を希望する保護者に対しては医療機関への受診

により、医師が診断した学校生活管理指導表の提出を求めることとしていま

す。この学校生活管理指導表には食物アレルギーの病原、原因食物や診断根拠、

また、学校生活の留意点について医師が診断した内容が記載されており、この

管理指導表に基づいて、家庭における食生活の状況やアナフィラキシーショ

ック時の薬の対応などを聴取した上で、給食提供の可否、食材の献立の情報、

アナフィラキシーショック時のエピペンの扱いなどについて、学校給食で可

能な対応を説明し、保護者の理解を深めながら対応方法を決めております。 

なお、この対応は他のすべての学年において毎年行っており、年齢とともに

変化するアレルギー対応のため、中学卒業まで継続的に実施しているもので

す。 

学校給食における食物アレルギーの対応食はレベル別に分けられ、児童・生

徒のアレルギー品目に応じて原因食品を給食から除いて提供する除去食対応

や原因食物を別の食物に変える代替食対応、それらが全て困難な場合は弁当

を持参する対応をとることとしております。こうした対応は、ほかの児童・生

徒と一緒に給食が食べられるようにするものでありますが、一方で、児童・生

徒の健康面の安全を最優先にすることを基本的な考えに据えたものでありま

す。 

また、保護者との面談により決定した対応方法に関しては、給食センターは

もとより、担任を初め、全ての教員に対して情報共有が行われ、給食センター

の調理時から配送や配膳、給食の提供時や食後において、全てが管理されるこ

ととなります。さらに原因食物が多品目にわたる場合や特別な対応が必要な

児童・生徒に関しては、献立作成の際に、栄養教諭が保護者と毎月面談をして、

保護者の不安に対する相談にも応じながら対応を図っております。 

続きまして、２点目のアレルギー対応に対する施設設備についてのご質問

についてですが、大空町の学校給食は女満別及び東藻琴給食センターで調理

されており、それぞれの地区の学校へ配送されております。女満別給食センタ

ーは、平成２２年に整備され、東藻琴給食センターは平成８年に整備された施
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設で、両施設ともに細菌の繁殖防止のために、床に水が落ちない、いわゆるド

ライシステムを採用しております。 

また、両施設は鉄筋コンクリート造と堅牢で耐用年数の問題はないため、建

物の建替えを想定していませんが、機械や設備は耐用年数に応じて更新を図

る予定となっており、栄養教諭や調理員の意見を踏まえながら検討を進めて

まいります。 

施設面でのアレルギー対応に関しては、女満別給食センターは代替食を調

理するスペースはありますが、東藻琴給食センターに専用スペースはないも

のの、除去食及び代替食の対応が可能となっております。しかしながら、コン

タミネーションと呼ばれるアレルギー物質の微量混入の防止は両センターと

も対応はできない施設となっています。この微量混入とは調理の際に意図せ

ずアレルギー物質が混入してしまう場合のことであり、全国的な例では、目に

見えない微粒の小麦粉が空気中に飛散して、調理中に混入してしまい、アレル

ギーを発症した事例が報告されています。こうしたことから、小麦粉のような

空気中に飛散してしまう食材がアレルギー原因の場合は対応が困難であり、

これに対応できる給食施設は全国的に少数となっています。 

本町においても、こうした微量混入に対応することは難しいと考えており、

小麦などがアレルギーの原因食品の場合は、米紛パンなどの代替食や弁当に

より児童・生徒の安全面を最優先とした対応となりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 山本建設課参事。 

 

◇建設課参事 水道事業のアセットマネジメントについて説明いたします。 

今回アセットマネジメントで検討した内容としましては、水道施設の更新、

需要の見通しの検討、更新費用の試算、施設の再構築の検討、財源確保など、

財政収支の検討を実施しており、検討期間としましては４０年間としており

ます。これらの検討では具体的にどこの管路から更新するかなどを明確に決

めているものではありませんが、検討過程も現状把握において、東藻琴地区の

管路の老朽化が目立っていることが判明しております。検討した結果としま

しては、経費的には４０年間の合計で約２３０億から３１０億円の更新費用

が必要と試算しており、これに伴い、水道料金は５．６倍から７．０倍に引き

上げる必要があるとの検討結果となっております。 

今後はこれらの検討結果をもとに、具体的にどこの管路をどの程度ずつ更

新するかなどの短期的な更新計画を決めていくことになります。 

もっと早い段階で議員の皆様に説明するべきことでありましたが、遅れて

しまい大変申し訳ございませんでした。改めて常任委員会等において詳しく

説明させていただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員の一般質問中ですが、ここで１０分間休憩し 
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ます。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午後 ３時００分） 

 

（再開 午後 ３時０９分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第７、鈴木秀之議員の一般質問を続けます。５番、鈴木秀之委員。 

 

◇鈴木議員 ご答弁ありがとうございます。 

まず地震災害の備えについて、小項目のほうから地殻情報の収集をという

ことでお尋ねした関係についてお尋ねします。 

町長のほうでもご答弁いただきました。近くにあるのは標津断層帯、それと、

規模が小さいというか、まだ、調査が完全になされていないということで、網

走湖東方断層群というのが実は政府の方で地震調査研究推進本部というのが

立ち上がっております。その中で、これは国土地理院とかが入っておりまして、

その中の産業技術総合研究所というのがその中にも入っております。その産

業技術研究所のホームページにアクセスいたしまして網走湖東岸、網走湖東

方断層群というのを検索しますと地図上でも表示が出ているという状況であ

ります。そういう活断層がこれから調査をしていくということで、地震調査研

究推進本部の方は、まずは都市のほうから調査を開始して、だんだん郡部の方

に来ると。それで計画を町長がおっしゃっていましたが、早めるという状況で

ございます。そういうことで、やはり、町民の方々への情報提供ということに

ついて、正確な情報に基づいて情報提供いただき、３月２日にも防災訓練があ

りました。そういう中でも町民の方々へ情報を提供していただくと。それから

令和６年防災計画の中での対応についてもご検討いただくということでござ

います。 

この網走気象台の方の活断層のメモを見ますと、いつ活断層が動いてもお

かしくないということであり、想定しなければならないというメモもござい

ますので、その点について対応をよろしくお願いしたいと思っております。 

そういうことで１点目につきましては、内容の関係につきましては、是非こ

の情報に基づいて、地震災害に対する防災備品整備備蓄化計画ということに

ついても再検討をぜひお願いをしたいということで、特に冬季の災害対応に

ついては重要な課題と思われますので、その関係につきまして、ちょっとご確

認ということで１回目の質問とさせていただきますのでよろしくお願いいた

します。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 再質問にお答えいたします。 

災害に対する特に地震災害というのは、冒頭にも私申しましたように、大空

町旧女満別、旧東藻琴についても、大きな災害というのを恐らく経験してきて
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いないという中にあって、いかに、当然災害に対する準備等を町民の皆様に行

っていただかなければならないのですけども、それにはやはり正確な情報と

いうのをきちっと把握してお伝えしなければならないのかなと。ただ、網走湖

の東岸断層帯があるということを持って情報を伝達してしまいますと、いた

ずらに町民の方々の不安を煽ってしまうということにもつながりますので、

そこはしっかり、さまざまな科学的見地に基づいた情報を適宜適切な場所で

発信させていただきたいと考えております。 

また、今回３月２日に寒い中で防災訓練が行われました。少しちょっと中タ

イツとか履いていなかったものですから、寒くて実際の冬期間の災害現場と

いうのはこんな状況なのだなということを逆に肌身でわかったところであり

ます。当然、地震が発生して家を出る時に誰も厚着だとかそんなことをして出

るはずはないのだと思います。そういった中で、日ごろからどんな準備が必要

なのか、その時期に応じた夏であれば夏、冬季間であれば冬季間の準備、そう

いったものが必要かというものも、今回改めてきちっと町民皆様に発信して

いく必要性を感じたところでありますので、今後さまざまな形の中で情報発

信を考えていきたいなと、そのように考えております。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 続きまして、地震に備える優先的地域課題の検討ということで再 

質問をさせていただきます。 

水道の関係についてはアセスメント計画ということで、これについてはま

た詳しく説明を聞かしていただけるということでございます。 

緊急時の対応ということで、大空町簡易水道事業経営戦略、施設の老朽化が

あげられていますので、優先度を上げるということについて、これについて、

先ほど水道料金の関係でもずいぶんと上がるというようなお話もございまし

た。財源確保の観点これは国土交通省とかそういう所からの交付金制度を活

用するとか、そういうことのための計画づくりということも含まれていると

思いますけれども、内部協議をいたしまして、ライフラインの確保についての

財源確保ということについて、優先事業実施ということの対応、なかなか難し

いと思いますけれども、そういう方向で進める意向を町長はお持ちなのか、確

認をさせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 水道管路更新に係る優先というものでございますけども、今、更 

新している水道管については、大きなものは大体の耐震化に満たした管で更

新してきているところでありますけども、ただ、それを進めるにもやはり水道

料金を把握しながら、ある程度平準化し計画的に更新しているところであり

ます。これを、優先的に事業量を増やすとなると、先程も申しましたように水

道料金にはね返るのかなと、そのように考えております。そうした中で、今後、

今回の能登半島地震を契機に国のほうでいわゆる災害に強いというような部
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分で、水道施設の整備の補助率だとか何かそういったもののかさ上げ、要は増

額等があればそれに乗っかって、少しボリュームを多くした事業を進めてい

くことはできるかとは思うのですけども、現状の中ではやはり、計画更新の中

で耐震に強い管を入れていくというところの対応しかできないのではないか

なと、そのように考えているところであります。仮に今回の能登半島地震のよ

うに地殻が大きく変動して、耐震管を入れてもいなくても恐らく水道施設の

損傷が起きたときには、恐らく大空町単独では施設の復旧や応急給水に対応

することは困難だと、そのように思っております。そういった部分を担ってい

くために、災害発生時のスムーズな応援が受けられるような体制づくり、応援

体制の確保というものもあわせてしっかり行って参りたいと、そのように考

えております。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 住民への情報提供という観点で、耐震住宅の耐震化という関係に 

ついて、次に再質問させていただきます。 

町長のご答弁にもございましたが、北海道では戸建て住宅の無料耐震診断

を実施しております。ところが、なかなか、これを利用したという件数はゼロ

に近いと承知しております。なかなかその先程一回目に質問したたわけです

が、大空町はなかなか地震災害にあったことがないということで、そういう意

味では地震が無いところだと認識をどうしても私どもしてしまっております。 

網走気象台の資料を見ますと、古いのですけども昭和１３年に屈斜路湖付

近で６．１の地震があって、死者が１人、住宅全壊が７棟。昭和３４年に弟子

屈付近で６．３の地震、このときも住宅２棟が全壊とか、さかのぼればあると

いう状況でございます。ただ、どうしても心理学的に言いますと安心というか、

ここは安全だという心理が働いてしまって、なかなか自分のところは耐震化

をしなくても大丈夫だなということはありますけれども、状況として耐震診

断が受けられる。そうして相談窓口を充実していただけるということでござ

いますので、そういうＰＲに努めていただくということが本当に大事だなと

思っております。 

ただ、耐震工事について、これももう少し解説をしていただけるといいので

はないかなというのは、耐震工法、北海道の方で実施している耐震工法につい

てはかなり本格的な耐震ということになっておりまして、今、軽度の耐震工法

ということも研究をされているという状況もございます。そういう中で耐震

対策について診断をして、それで耐震工事をするということで、先進的な事例

でこれを両方とも助成措置を持っている町村もありますけれども、今のとこ

ろご答弁では、住宅リフォーム事業をうまく活用して対応してもらいたいと

いう状況でございます。そういうことも含めてでございますが、耐震工事の内

容を検討していただいて、大空町独自に耐震工事をした場合の住宅リフォー

ムについては額をかさ上げするとか、そういうことについてもご検討の余地

はないかどうかについてお聞きをしたいと思います。 
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◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 住宅の耐震化についてであります。私も申しましたように、耐震 

化するには北海道が行っている無料の耐震診断というのがあり、それを使う

のがまずは無償でやれるということなのですけども、議員のおっしゃるとお

り耐震診断を行った実績というのはないと伺っております。耐震診断に対し

ての補助制度を持っている町だとかはあります。そこが行っているものは耐

震診断を行って耐震診断の結果、耐震工事をしなければならないという住宅

の判定が出て、なおかつ耐震診断、耐震工事に係る設計だとかやったものに対

して補助を出すというようなことになろうかと思います。 

まず先に耐震に係る助成制度を設けるべきなのか、まずは耐震診断を広く

ＰＲして耐震診断を行った上で、その状況だとか情報を北海道から町にフィ

ードバックしていただいて、私どものほうで耐震診断を行って、結果として必

要があるといったところに、そういった補強だとかそういった工事をする意

向があるかどうかを把握してから助成制度を積み立てるということも、遅く

はないのかなと思っております。 

まずは自分の住宅５６年以前の住宅で地震が来たときには怖いなと思われ

ている方に対して、そういった診断ができるというのをしっかり改めて広報

あるいは折り込みのチラシでＰＲさせていただければと、その様に考えてお

ります。 

 

◇議  長 ５番、鈴木委員。 

 

◇鈴木議員 それでは大項目２番目の食物食育推進と食物アレルギーの対応と 

いうことで、再質問をさせていただきます。 

非常に大空町の給食センター両センターともに寄り添った対応していただ

けると認識しております。アレルギー食の対応として、レベル１として献立表

による保護者と教員が生徒自身の判断で食べられるものを選択するというレ

ベル１からずっと行ってレベル４までの代替食の対応ということになってい

ると思います。この関係について、非常に保護者と連絡を取り合って対応して

いただいているという状況でございます。その中で、今回、アレルギーを持っ

ている子どもさんたちの関係でございますけれども、指導管理表の関係が保

険対象として負担が軽減をされるということになっております。そういう中

で、負担軽減になった部分の関係ですけれども、要するに、アレルギーの検査

というのは年齢と共にだんだんこう変わってくるということで、非常に検査

を詳細にこう何回も受けていくことになろうかと思っております。そういう

関係について、保険対象になって医療費の関係も個人負担がないということ

かどうか、それも含めて保護者の心理的、経済的な負担に対して寄り添った相

談体制を充実していただければと思いますが、その点について現場の対応と

いうことについて、今の状況で十分かどうかということについて確認をさせ

ていただきたいと思います。 
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◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 ただいまの鈴木議員のご質問にお答えします。 

学校管理指導表作成費用の助成事業実施要綱というのは平成２７年に策定

したもので、給食におけるアレルギー対応を希望する保護者に対して医療機

関を受診のうえ、学校管理指導票の提出を求めることにしたことから、その費

用に対して５，０００円を上限に２分の１を助成する対応として来たところ

です。この管理指導表は全国的に統一の様式で、当初は医療機関で保険適用が

されておりませんでしたが、令和４年の診療報酬の改定により、現在は保険適

用になっております。そのため、診療報酬の３割が自己負担となりますが、本

町はこの自己負担分の医療費を助成しており、保護者の負担は事実上なくな

るため、当該助成要綱に関しては令和６年３月をもって廃止する予定となっ

ており、保護者の負担はないと考えております。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。保護者の負担が保険適用になると医療費 

助成の関係で大丈夫だということの確認でございましたので、近隣の町村で

すが、調べたところ令和４年４月１日に学校生活管理指導表の保険適用にな

った後に、その対応の要綱を改正してまだ残しているという自治体もありま

すので、そこら辺の関係は医療助成制度の関係なのかなと思いまして、聞かせ

ていただいたところでございます。 

食物アレルギーの対応食として、代替食なり、それから除去食対応なりで対

応されているという中で、施設の整備についてはなかなか難しいという状況

は私も認識しているところでございます。施設整備の中で出来ることと、それ

から代替食の献立を立てる現場での対応ということで、現場に過度の負担に

なるということの心配もございますので、そこらへんはうまく現場とそれか

ら保護者とそれから学校の給食を食べる現場とのうまい連絡調整を是非、医

師の共通理解をいただきながら進めていただければいいのではないかなと、

余り現場の方へ過度に負担をかけると、先日もウズラの卵が、のどに詰まって

しまったとかいう事故もございましたので、そういうことで現場では、本当に

色々工夫をして調理をされていると認識しておりますので、ここらへんは現

場と保護者とそれから学校との連絡調整をきちんと密にしていただいて、で

きる範囲の中の施設整備の中で、もしうまく出来るのであればあれですけど

も、余り無理なことについてはよく理解をしていただいた中で対応するとい

うことで進めていただければと思っているところでございます。 

ただ、アレルギーを持っている子どもさんはこれ一つの個性ということで、

尊重していただいて対応をするのが大切だと認識をしておりますので、その

点について、もう一度現場との調整等につきまして、対応についてご確認をし

たいと思いますのでご答弁をいただければと思います。 
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◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 ただいまの鈴木議員のご質問にお答えします。 

学校給食は児童・生徒の安全・安心を保障し、徹底した衛生管理のもと、毎

日提供は行われていますが、一方でそれに従事する職員は、健康管理はもちろ

んのこと感染防止のために、自身の接種する食べ物に一定の制限をした中で

業務にあたっております。 

現在は町民から食材の提供をいただいき、栄養教諭や調理員が献立を工夫

するなど、児童・生徒の皆さんがおいしくて笑顔になれるような給食、安心な

給食を提供できるように、学校と共に連携を進めているところですが、大空町

では先程申したどおり、女満別給食センターと東藻琴給食センターの２施設

がございますが、児童生徒の減少、機械や整備の更新などから今後の給食セン

ターについては、施設のあり方等について、私は検討が必要ではないかと考え

ておるところです。今後ともご理解とご協力を賜り、引き続きご支援いただき

ますようお願いいたします。 

以上、ご答弁とさせます。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 それでは大項目３点目の町政執行方針と自治基本条例の関係につ 

きまして、最後にお尋ねしたいと思います。 

この関係につきましては、町民参加、町民と協働したまちづくりという中で

の自治基本条例でございます。当然自治基本条例につきましては、議会におい

ても条例の中で謳われております議員の役割、責務を自ら確認するとともに、

議会基本条例の確認ということについても見直し作業を進める必要があるか

と思っております。 

行政執行に当たる職員が自らの業務推進について確認もしていただきなが

ら、特に情報の共有とか町民参加の推進については、パブリックコメントから

住民アンケートとかあるわけですけれども、なかなかそのパブリックコメン

トを出しても、パブリックコメントに回答するという件数もそんなに多くな

いという状況も承知しておるところございます。やはり丁寧に町民の意向か

ら意見を聞くという懇談会等の重要性があるのではないかなと思っておりま

す。町民との情報の共有それから町民の参加、推進については、行政情報の提

供のあり方について是非丁寧な対応を進めていただきたいと思っているとこ

ろでございます。自治基本条例の制定手法確認していただきながら、町政執行

方針に基づく各種施策が展開をされるのではないかなと思っておりますので、

そこら辺どこをどういうふうに見直していくかとか、確認しているかとかは、

これから町民委員会の中で諮問されているということでございますので、そ

ういう意見を聞いていただいた中で是非ご検討を。改善するところは改善を

するということで対応していただきたいと思います。再度この関係について

意見、町民に丁寧な説明をしていくということについての配慮について、して

いただければなと思っておりますので、この点について１点だけ確認をさせ
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ていただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。町民がまちづくりに参画するという手法 

の中で、一部パブリックコメントを行ったり、あるいは審議会等開いて意見を

聞いたり、さらには意見交換会の場を設けたりしているところでございます。 

大空町で行っているパブリックコメント、全く一件も質問がないというの

も多いのですけれども、たまに質問、意見がちゃんと出されるパブリックコメ

ントもあるという状況になっています。 

令和３年３月に大空町自治推進委員会からいただいた答申においても、や

はりパブリックコメントに寄せられる意見が少数であるので、意見交換会へ

の参加等と併用して効果的な組合せを検討するとこと。という内容の答申も

いただいたところでございます。そういった経緯がございましたので、町では

パブリックコメントのみの選択ではなく、ものによるのだと思うのですけれ

ども、やはり必要に応じて意見交換会、意見を聞く場を設け、あるいはきちん

と議会から意見を聞くという場を併用して、町民皆様方のご意見を聞いてい

るところであります。多分うちだけではなく、どこの市町においてもパブリッ

クコメントしても結果的には意見がなく、ただやっているだけということも

あろうかと思います。だけどやはりきちんと町民皆様の意見を政策に反映し

ていくということは重要であると思いますので、どういったやり方が効果的

なのか常日ごろ検討してまいりたいと考えているところであります。やはり

この自治基本条例は町民に適切な情報発信と町民の参画をいただいて、町民

主体の自治を実現していくということで自治基本条例を作っているのだと思

います。そういった趣旨に乗っ取りながら今後もまちづくりを進めてまいり

たいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 ５番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 最後です。今回質問させていただいた案件につきましては、地震 

の関係から給食の関係から自治基本条例の関係、町民への情報の公開と情報

の共有ということが必要だなということから、質問させていただきました。 

本定例会、幸せを実現して暮らせる大空町を実現に向けて、新年度予算が提

案されていると認識しております。町民、行政、議会が我が町の行政を再確認

し、知識と知恵と工夫を出し合って、ともに考え、ともに行動し、支えあって

いくという、そういう自治体としての自立的運営と、自立をしたまちづくりと

いうことで進められることを期待しております。 

以上で質問を結びたいと思います。 

 

◇町  長 ありがとうございました。町民の皆さんに町政に参加していただ 

く。そのために情報発信を行うですけども、ただ発信すればいいということで

はなくて、その発信した内容を理解していただくということもとても大切な



60 

 

ことでありますので、そういったことも引き続き町として努力しながら取り

進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これにて鈴木秀之議員の一般質問を終了します。 

以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。お疲れさ

までした。 

（散会 午後 ３時４１分） 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  
産 業 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

住 民 課 参 事   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

   

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 



令和６年第１回大空町議会定例会議事日程 

第２号 令和６年３月７日（木） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第２  同意第１号 大空町教育委員会教育長の任命について 
 
日程第３  同意第２号 大空町教育委員会委員の任命について 
 
日程第４  同意第３号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
 
日程第５  同意第４号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
 
日程第６  同意第５号 大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
 
日程第７  同意第６号 大空町監査委員の選任について 
 
日程第８  議案第５号 大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について 
 
日程第９  議案第６号 令和５年度大空町一般会計補正予算（第９号） 
 
日程第10  議案第７号 令和５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号） 
 
日程第11  議案第８号 令和５年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第12  議案第９号 令和５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） 
 
日程第13  議案第10号 令和５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号） 
 
日程第14  議案第11号 令和５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 
 
日程第15  議案第12号 令和５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 
 
日程第16  議案第13号 令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号） 
 
日程第17  議案第14号 大空町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 
 
日程第18  議案第15号 大空町課設置条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第19  議案第16号 大空町犯罪被害者等支援条例制定について 
 
日程第20  議案第17号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第21  議案第18号 大空町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め 

る条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第22  議案第19号 大空町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支 

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条 
例の一部を改正する条例制定について 

 
日程第23  議案第20号 大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基 

準を定める条例の一部を改正する条例制定について 



 
日程第24  議案第21号 大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並 

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支 
援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

 
日程第25  議案第22号 大空町東藻琴農業振興センター条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第26  議案第23号 大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第27  議案第24号 令和６年度大空町一般会計予算 
 
日程第28  議案第25号 令和６年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第29  議案第26号 令和６年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第30  議案第27号 令和６年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
 
日程第31  議案第28号 令和６年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
 
日程第32  議案第29号 令和６年度大空町簡易水道事業会計予算 
 
日程第33  議案第30号 令和６年度大空町下水道事業会計予算 
 
日程第34  議案第31号 令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  菅 野 洋 治   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  秋 葉 暢 康 
                       移住・定住支援室長 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  髙   昭 寿 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  中 村 綱 希   住民福祉課 長  山 本   晃 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志   総 務 課 主 幹  齋 藤 慎 吾 
 
   住 民 課 参 事  砂 金 英 樹    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  井 上   透    生涯学習課参事  村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  石 川 大 樹 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   書 記  見 延 洸 太 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和６年３月７日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 
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（開会 午前１０時００分） 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから令和６年第１回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は 

会議規則第１２７条の規定によって、議長において、３番福田淳一議員及び４

番、森賀祐司議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員で 

あります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合かあ

りますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 １０時０１分） 

 

（教育長退場） 

 

（再  開 午前１０時０２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第２ 同意第１号 

◇議  長 日程第２、同意第１号、大空町教育委員会教育長の任命について 

を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の１ページでございます。同意第１号、大空町教育委員会 

教育長の任命について。 

大空町教育委員会教育長、関谷正樹が令和６年６月１１日をもって任期が

満了するので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、次の者を大空町教育委員会教育長任命したいので、議会の同意を求
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める。令和６年３月６日提出、大空町長、松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町女満別西４条３丁目２番１９号。氏名、関谷

正樹。 

生年月日、昭和４０年８月１９日生まれの５８歳でございます。 

関谷教育長は、令和４年６月から１年と９カ月間教育長としての職務にあ

たってまいりました。現在、教育委員会では小中一貫教育基本方針の策定、中

学校部活動の地域移行、町立大空高等学校の魅力化の促進など、大きな課題に

取り組んでおります。その他の教育分野においても課題が山積しており、継続

した対応が必要と認識しております。そのため、関谷正樹氏を教育長に引き続

き任命いたしたく議会の同意を求めるものであります。 

なお、本人の履歴につきましては、議会定例会参考資料１ページから２ペー

ジにかけて掲載しています。ご覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきます。何とぞご同意賜りますようお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

この採決は起立によって行います。同意第１号、大空町教育委員会教育長の

任命について、これに同意することに賛成の方は起立願います。 

 

◇議  長 起立全員です。着席ください。 

 

◇議  長 したがって、同意第１号、大空町教育委員会教育長の任命につい 

ては、同意することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時０４分） 

 

（教育長入場） 

 

（再  開 午前１０時０５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第３ 同意第２号 

◇議  長 日程第３、同意第２号、大空町教育委員会委員の任命についてを 

議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 
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◇町  長 議案書の３ページでございます。同意第２号、大空町教育委員会 

委員の任命について。 

大空町教育委員会委員、神田靖治が令和６年６月１１日をもって任期が満

了するので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定

により、次の者を後任委員に任命したいので、議会の同意を求める。令和６年

３月６日提出、大空町長、松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町東藻琴新富１８３番地。氏名、神田靖治。 

生年月日、昭和４４年１月１０日生まれの５５歳でございます。 

神田靖治氏は、平成２４年６月１２日から大空町教育委員会委員として教

育行政の運営に携わってこられました。教育に関する識見が広く、また、本町

の教育基盤づくりにご尽力されてきましたことから、教育委員会委員に適任

であると判断し、同氏の任命につきまして、議会の同意を求めるものでござい

ます。 

なお、神田靖治氏の履歴につきましては、お手元に配付してございます参考

資料の３ページから４ページにかけて掲載してございます。ご覧いただきた

いと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、ご同意賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、同意第２号、大空町教育委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、同意第２号、大空町教育委員会委員の任命については、同意す

ることに決定しました。 

 

◎日程第４ 同意第３号から日程第６ 同意第５号 

◇議  長 日程第４、同意第３号、大空町固定資産評価審査委員会委員の選 

任についてから、日程第６、同意第５号、大空町固定資産評価審査委員会委員

の選任についてまでの３件は、いずれも委員の選任同意の議案でありますの

で、この際、一括議題といたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の５ページでございます。同意第３号、大空町固定資産評 

価審査委員会委員の選任について。 
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大空町固定資産評価審査委員会委員、菅野宏治が令和６年６月１１日をも

って任期が満了するので、地方税法第４２３条第３項の規定により、次の者を

後任委員に選任したいので議会の同意を求める。令和６年３月６日提出、大空

町長松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町東藻琴３５３番地。 

氏名、菅野宏治。 

生年月日、昭和４４年１２月２９日生まれの５４歳でございます。 

菅野宏治氏は、平成３０年６月から固定資産評価審査委員会委員に就任さ

れ現在に至っておりますが、このたびの任期満了に伴い、改めて同氏の選任に

つきまして議会の同意を求めるものでございます。 

なお、菅野宏治氏の履歴につきましては、参考資料の５ページ、６ページに

掲載しています。ご覧いただきたいと思います。 

次に議案書の７ページでございます。同意第４号、大空町固定資産評価審査

委員会委員の選任について。 

大空町固定資産評価審査委員会委員、川井政昭が令和６年６月１１日をも

って任期が満了するので、地方税法第４２３条第３項の規定により、次の者を

後任委員に選任したいので、議会の同意を求める。令和６年３月６日提出、大

空町長、松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町女満別湖南１０９番地の３。 

氏名、川井政昭。 

生年月日、昭和３１年６月１日生まれの６７歳でございます。 

川井政昭氏は、平成２７年６月から、固定資産評価審査委員会委員に就任さ

れ現在に至っておりますが、このたびの任期満了に伴い、改めて同氏の選任に

つきまして議会の同意を求めるものでございます。 

なお、川井政昭氏の履歴につきましては、参考資料の７ページ、８ページに

掲載しています。ご覧いただきたいと思います。 

続きまして、議案書の９ページをお開きいただきたいと思います。同意第５

号、大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について。 

大空町固定資産評価審査委員会委員、斉藤恒一が令和６年６月１１日をも

って任期が満了するので、地方税法第４２３条第３項の規定により、次の者を

後任委員に選任したいので、議会の同意を求める。令和６年３月６日提出、大

空町長松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町女満別西１条３丁目１番１８号。 

氏名、斉藤恒一。 

生年月日、昭和３２年１月１８日生まれの６７歳でございます。 

斉藤恒一氏は、平成２７年６月から固定資産評価審査委員会委員に就任さ

れ現在に至っておりますが、このたびの任期満了に伴い、改めて同氏の選任に

つきまして、議会の同意を求めるものでございます。 

なお、斉藤恒一氏の履歴につきましては、参考資料の９ページから１０ペー

ジに掲載しています。ご覧いただきたいと存じます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、何とぞご同意賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、同意第３号、大空町固定資産評価審査委員会委員の選任について

を採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第３号、大空町固定資産 

評価審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

 

◇議  長 これから、同意第４号、大空町固定資産評価審査委員会委員の選 

任についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第４号、大空町固定資産 

評価審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

 

◇議  長 これから、同意第５号、大空町固定資産評価審査委員会委員の選 

任についてを採決します。 

お諮りします。本件は、同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第５号、大空町固定資産 

評価審査委員会委員の選任については、同意することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時１４分） 

 

（監査委員 退場） 

 

（再開 午前１０時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第７ 同意第６号 
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◇議  長 日程第７、同意第６号、大空町監査委員の選任についてを議題と 

します。 

本件について、提案理由の説明を求めます。松川町長。 

 

◇町  長 議案書の１１ページでございます。同意第６号、大空町監査委員 

の選任について。 

大空町監査委員、近藤克郎が令和６年６月１８日をもって任期が満了する

ので、地方自治法第１９６条第１項の規定により、次の者を後任委員に選任し

たいので、議会の同意を求める。令和６年３月６日提出、大空町長松川一正。 

記、住所、北海道網走郡大空町東藻琴８１番地の４７。 

氏名、近藤克郎。 

生年月日、昭和２６年２月１７日生まれの７３歳でございます。 

近藤克郎氏は、平成２４年６月から監査委員を務められ、財務管理、事業の

経営管理その他行政運営に関し、すぐれた識見を持ち公正な立場に立った監

査をしていただける方であり監査委員に適任であると判断いたしました。 

同氏の任命につきましては、再び議会の同意を求めるものでございます。 

近藤克郎氏の経歴につきましては、お手元に配付してございます参考資料

の１１ページから１２ページに掲載してございます。ご覧いただきたいと存

じます。 

提案理由を説明させていただきましたので、何とぞご同意賜りますようお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、同意第６号、大空町監査委員の選任についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、同意第６号、大空町監査委員 

の選任については、同意することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時１６分） 

 

（監査委員 入場） 

 

（再  開 午前１０時１７分） 
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◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第８ 議案第５号 

◇議  長 日程第８、議案第５号、大空町過疎地域持続的発展市町村計画の 

一部変更についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐川総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書１３ページでございます。議案第５号、大空町過疎地域 

持続的発展市町村計画の一部変更について。 

大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部を別紙のとおり変更したいの

で、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１０項の規定

に基づき、議会の議決を求める。令和６年３月６日提出、大空町長松川一正。 

本案は、令和６年度当初予算として提案しております事業などにつきまし

て、財源措置として過疎対策事業債の充当を予定しておりますことから、新た

に三つの事業を追加、一つの事業につきまして、名称を変更するものでござい

ます。 

変更内容でございますが、１５ページをご覧ください。表の右側が変更前、

左側が変更後の計画でございます。区分の２、産業の振興、（１０）過疎地域

持続的発展特別事業第１次産業におけます左側の表の下段、下線を引いてお

ります事業の追加でございますが、女満別南部２地区水利施設等保全高度化

事業でございます。大東、大成、中央、巴沢地区におけます農業基盤整備を進

めます。事業主体は北海道でございます。 

続きまして、その下、畑作等促進整備事業でございます。巴沢地区に防除用

多目的給水栓を設置するため、調査設計を行います。事業主体は大空町でござ

います。 

１６ページをご覧ください。農業構造改善センター整備事業でございます。

ひまわり温泉大規模改修に伴う実施設計を行います。事業主体は大空町でご

ざいます。 

次のページ、１７ページをご覧ください。区分、８教育の振興、（４）過疎

地域持続的発展特別事業、高等学校におけます、大空高等学校寄宿舎整備事業

から大空高等学校交流拠点施設整備事業に、名称を変更するものでございま

す。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第５号、大空町過疎地域持続図的発展市町村計画の一部変更

についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第５号、大空町過疎地域 

持続的発展市町村計画の一部変更については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第６号 

◇議  長 日程第９、議案第６号、令和５年度大空町一般会計補正予算（第 

９号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書１９ページでございます。議案第６号、令和５年度大空町 

一般会計補正予算（第９号）。 

令和５年度大空町一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３５

３万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９７億９，１１３

万７，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

繰越明許費。第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に

繰り越して使用することができる経費は、第２表、繰越明許費による。 

債務負担行為の補正。第３条、債務負担行為の廃止及び変更は、第３表、債

務負担行為補正による。 

地方債の補正。第４条、地方債の追加、廃止及び変更は、第４表、地方債補

正による。令和６年３月６日提出、大空町長松川一正。 

２１ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

１款 町税に１，４１８万円を追加。２款、地方譲与税に４２万円を追加。

８款、ゴルフ場利用税交付金から５万２，０００円減額。９款、環境性能割交

付金に７５２万４，０００円を追加。１０款、地方特例交付金に２３万円を追

加。１３款、分担金及び負担金から１，９９５万６，０００円減額。１４款、

使用料及び手数料から５万７，０００円減額。１５款、国庫支出金に４８万円

を追加。１６款、道支出金に２億１，７９０万２，０００円を追加。２２ペー

ジをお開きください。１７款、財産収入から１３８万５，０００円減額。１８

款、寄附金から９，８７０万１，０００円減額。１９款、繰入金から８，７６

３万５，０００円減額。２１款、諸収入に１，７１７万７，０００円を追加。

２２款、町債から４，７１０万円減額。２３款、自動車取得税交付金に５０万
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４，０００円を追加。歳入合計は３５３万１，０００円を追加し、９７億９，

１１３万７，０００円とするものです。 

２３ページをご覧願います。歳出です。１款、議会費から６万３，０００円

減額。２款、総務費から４，９７５万円減額。３款、民生費に２，９３４万３，

０００円追加。４款、衛生費から３，９０７万４，０００円減額。６款、農林

水産業費に１億６，７９６万７，０００円を追加。７款、商工費から７２５万

９，０００円減額。８款、土木費から１，６６６万１，０００円減額。９款、

消防費から５２２万円減額。２４ページをお開き願います。１０款、教育費か

ら４，１８９万８，０００円減額。１１款、公債費から７６２万６，０００円

減額。１２款、職員給与費から２，６２２万８，０００円減額。歳出合計は３

５３万１，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものです。 

２５ページをご覧願います。第２表、繰越明許費です。 

２款３項、戸籍住民基本台帳管理事業８１８万４，０００円は、住民記録、

戸籍情報などに係る氏名、ふりがなの法制化に対応するためシステムの改修

を行うものですが、ソフトウエアの開発などに時間を要し、年度内に業務が完

了しないものです。 

次の３款１項、低所得世帯等支援事業３，５３０万７，０００円は、物価高

騰を踏まえ、住民税非課税世帯など支援する事業ですが、事務手続などに時間

が必要であり、年度内に完了しないものです。 

６款１項、農地耕作条件改善事業、７９６万円は、農業用排水路の整備にお

きまして、事業の内容に修正が生じ、年度内の完了が困難な状況でありますこ

とから、繰り越すものです。 

２６ページをお開き願います。第３表、債務負担行為補正。 

１、廃止です。農業担い手応援資金利子補給金は、当初見込んでおりました

借り入れの要望がなくなりましたことから廃止するものです。 

２、変更です。農業振興資金利子補給金は、借入額の確定に伴いまして、右

側補正後の期間を令和１１年度まで、限度額を９０万３，０００円とします。

次の大空地区河川防災ステーション整備事業負担金は、資材価格の高騰など

により限度額を３億８，３５９万１，０００円に。令和５年の入学資金借入金

利子等助成金は、借入金額の確定によりまして、補正後欄の期間を令和１７年

度まで、限度額を１１万５，０００円に、金利変動による増額分を加算した額

に変更するものでございます。 

続きまして２７ページでございます。第４表、地方債補正。 

１、追加です。学校給食費補助事業債は、学校給食費の無償化に係る財源と

して地方債借入れるため、限度額１，５４０万円を追加するものでございます。 

次に、２、廃止です。東藻琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事業債につきま

しては、事業費が確定し、減額となることに伴うものです。 

３、変更です。移住定住促進事業債からめくっていただきまして、２８ペー

ジ、１番下でございます。学校施設エアコン整備事業債までの２０事業につき

ましては、それぞれ事業費の確定などに伴い、限度額を変更するものです。い

ずれも起債の方法、償還の方法に変更はございません。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書についてですが、今回の補正予算は、
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年度末に向けた、実行予算を実施したものでございます。入札事業費の確定、

利用者の増減など、執行残により整理した事項につきましては、説明を省略さ

せていただきますのであらかじめご了承願います。 

歳出から説明をいたしますので、５２、５３ページをお開き願います。５３

ページ説明欄の１番下の丸です。２款１項７目、ふるさと応援寄附金事業の７

節、寄附者報償費に２，２６５万８，０００円の減額は、当初の見込みより寄

附額が減少していることによるものです。 

５４、５５ページをお開き願います。５５ページ、上から２つ目の丸、地域

公共交通対策事業の１８節、鉄路維持対策補助金１８万円は、ＪＲの利用促進

を図るため、特急列車の運賃などを助成するものですが、不足が生じる見込み

でありますことから追加するものです。次の丸、移住定住促進事業の７節、定

住促進事業報償費８９万円と１８節、定住促進助成金９７万５，０００円は、

住宅の新築や空き家への住みかえなどを支援するものですが、申請が当初予

定を上回る見込みでありますことから追加するものです。 

５８、５９ページをお開き願います。５９ページ中段の、２款３項１目、戸

籍住民基本台帳管理事業の１２節、４行目戸籍附票システム改修委託料２２

０万円は、法律の改正に伴い、戸籍の記載事項に氏名、ふりがなを追加するも

のです。 

６０、６１ページをお開き願います。６１ページ、上から３つ目の丸になり

ます。３款１項１目、国民健康保険事業特別会計繰出金４６１万２，０００円

は、低所得世帯の軽減額が見込みより増えたことによるものです。次に、下か

ら３つ目の丸です。低所得世帯等支援事業、１０節、需用費から１８節、低所

得世帯等支援給付金まで総額３，７４０万７，０００円の追加は、物価高騰に

よる影響を踏まえ、住民税非課税世帯などを支援するものです。 

６４、６５ページをお開き願います。６５ページ上から３行目、２項１目１

８節、出産・子育て応援給付金６０万円は、国の施策に基づき妊娠出産された

方に対して支援金を給付するものです。その下、認定こども園運営事業の１２

節、バス置き去り防止装置設置委託料２４０万円は、送迎用のバスに置き去り

を防止する安全装置を設置するものです。さらにその下１８節、認定こども園

施設型給付費１，０５１万３，０００円は、公定価格の改定などにより不足が

生じますことから追加するものです。 

７０、７１ページをお開き願います。７１ページ上から２つ目の丸です。６

款１項３目、経営所得安定対策事業の１８節、畑地化促進事業補助金２億３，

１０４万６，０００円は、水田の畑地化に取り組む農業者などを支援し、畑地

利用への円滑な移行と需要に応じた生産を推進するものです。 

７４、７５ページをお開き願います。７５ページ上から５つ目の丸になりま

す。７目、農地耕作条件改善事業の１４節、排水路整備工事７９６万円は、農

地の排水対策として排水路を整備し、作物の生産性向上を図るものです。 

ページ飛びまして８８、８９ページをお開き願います。８９ページ、１番下

の丸です。１０款４項４目、大空高等学校交流拠点施設管理費の１０節、光熱

水費７１万７，０００円は、施設の維持管理に係る電気料に不足が生じますこ

とから追加するものです。 
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９２、９３ページをお開き願います。９３ページ１番上の丸です。６項１目、

社会体育事務費１８節、二つ目令和６年能登半島地震Ｂ＆Ｇ災害支援金１０

万円は、Ｂ＆Ｇ全国サミットの災害等における総合応援の共同宣言に基づき

支援するものです。歳出は以上でございます。 

続いて歳入を説明しますので、３４、３５ページをお開き願います。上段の

１３款２項２目１節、清掃費負担金のごみ焼却施設維持管理費負担金１，０１

５万６，０００円の減額は、他の自治体からの可燃ごみ受け入れ量が当初の見

込みを下回ったことによるものです。 

３８、３９ページをお開き願います。中段の１５款８項１目１節、地方創生

臨時交付金４，３９５万８，０００円は、物価高騰を踏まえ、低所得世帯を支

援する取り組みなどに係る国からの交付金です。 

４０、４１ページをお開き願います。中段の１６款１項４目１節、農業費補

助金の項目の最後の項目になりますが、畑地化促進事業補助金２億３，１０４

万６，０００円は、水田の畑地化に取り組む事業にかかるものです。 

４２、４３ページをお開き願います。下段の１８款１項１目１節、一般寄附

金１億円の減額は、高額寄附の減などによりまして、当初の見込みより寄附額

が減少していることによるものです。その下、企業版ふるさと納税１２９万９，

０００円は、２件の寄附がありますことから追加するものです。 

４４、４５ページをお開き願います。下段の２１款４項１１目１節、雑入の

項目の中ほどにございます農業振興負担金に２，３２３万６，０００円は、広

域穀類乾燥調製貯蔵施設の整備に係る利用者からの負担金です。 

４６、４７ページの２２款、町債につきましては、第２表、地方債補正で説

明したとおりですので省略をさせていただきます。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げました。ご審議くださいま

すようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 はい、７番。先程議案書６５ページのバス置き去り防止装置設置 

委託料ご説明を受けたところですけれども、安全装置ということでもう少し

詳しく、といいますか、対象台数であるとか教えていただければと思います。 

 

◇議  長 宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 後藤議員からご質問のありました、バス置き去り防止装置の設置 

委託料についてご説明申し上げます。 

バスにつきましては、認定こども園のお子様を送迎する用として運行する

バスに対しまして、この置き去り防止装置につきまして設置義務が生じまし

たので設置をするものでございます。現在、１２台に設置をする予定でござい

まして、２０万円を見込みまして、総額２４０万円ということで見込んでおり

ます。こちらにつきましては、補助金といたしまして、１台当たり１７万５，
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０００円の定額ではありますけれども、補助金を予定しているところでござ

います。そちらにつきましては、歳入で計上させていただいております。 

以上でございます。 

 

◇後藤議員 分かりました。 

 

◇議  長 ほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第６号、令和５年度大空町一般会計補正予算（第９号）を採決

します。 

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第６号、令和５年度大空 

町一般会計補正予算（第９号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第７号 

◇議  長 日程第１０、議案第７号、令和５年度大空町国民健康保険事業特 

別会計補正予算（第６号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１１１ページでございます。議案第７号、令和５年度大空 

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）。 

令和５度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，

４１７万２，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１２億１，３

１２万２，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和６年３月６

日提出、大空町長松川一正。 

議案書１１３ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 
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１款、国民健康保険税に５７２万２，０００円を追加。２款、国庫支出金か

ら７２万円を減額。３款、道支出金に６，４７７万７，０００円を追加。５款、

繰入金に４６１万２，０００円を追加。７款、諸収入から２１万９，０００円

を減額し、歳入合計は７，４１７万２，０００円を追加し、１２億１，３１２

万２，０００円とするものです。 

１１４ページをお開き願います。歳出です。１款、総務費から１０９万３，

０００円を減額。２款、保険給付費に７，６０８万５，０００円を追加。４款、

保健事業費から２８万８，０００円を減額。５款、財政調整基金費から５３万

２，０００円を減額。６款、国民健康保険事業費納付金及び７款、諸支出金は

財源振りかえのため、補正額は０円とし、歳出合計は７，４１７万２，０００

円を追加し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明

申し上げますので、１２０ページ、１２１ページをお開き願います。年度末に

向けての実行予算において執行残見込み等により整理した細かな事項につき

ましては、説明を省略させていただきますので、ご了承願います。 

１２０ページ中段でございます。２款１項１目、療養給付費の１８節、療養

給付費に６，６７１万８，０００円の追加及び２段下にあります２項１目、高

額療養費の１８節、高額療養費に９２１万９，０００円の追加につきましては、

実績見込みにより不足分を追加するものでございます。 

続きまして、歳入の説明をしますので、１１８ページ、１１９ページをお開

き願います。１款１項１目、国民健康保険税の１節から６節まで合計で５７２

万２，０００円の増額は、保険税本算定により増額となるものでございます。

試算時から被保険者の移動、所得、更正などで増加をしています。 

中段になります。３款２項１目１節、保険給付費等交付金の普通交付金に７，

６０８万５，０００円の追加は、主に歳出の療養給付費の増によるものです。

同じく特別交付金から１，１０５万４，０００円の減額は、主に歳出の保険事

業費の実績見込みによるものでございます。 

５款１項１目１節、一般会計繰入金に４６１万２，０００円の増額は、法定

内繰入金の対象経費が増額となったものです。 

以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げましたので、ご審議くだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから議案第７号、令和５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第６号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第７号、令和５年度大空 

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）は、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１１ 議案第８号 

◇議  長 日程第１１、議案第８号、令和５年度大空町後期高齢者医療特別 

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１２５ページでございます。議案第８号、令和５年度大空 

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

５年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７０

１万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億３，３９９万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとに金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和６年３月６

日提出、大空町長、松川一正。 

議案書１２７ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

１款、後期高齢者医療保険料に７６８万６，０００円を追加。２款、繰入金

から９４万４，０００円を減額。３款、繰入金に３８万１，０００円を追加。

４款、諸収入から１１万３，０００円を減額し、歳入合計は７０１万円を追加

し、１億３，３９９万円とするものです。 

１２８ページをお開き願います。歳出です。１款、総務費から１０万４，０

００円を減額。２款、後期高齢者医療広域連合納付金に７２２万７，０００円

を追加。３款、諸支出金から１１万３，０００円を減額し、歳出合計は７０１

万円を追加し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説

明しますので、１３４ページ、１３５ページをお開き願います。 

２款１項１目、後期高齢者医療後期広域連合納付金に７２２万７，０００円

の追加は、主に後期高齢者医療保険料の増加によるものです。 

続きまして、歳入の説明をしますので、１３２、１３３ページをお開き願い

ます。 

１款１項２目１節、後期高齢者医療保険料現年度分に８４７万２，０００円

の増額は、保険料本算定により増額となるものです。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げました。ご審議くださいます
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ようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第８号、令和５年度大空町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第８号、令和５年度大空 

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第１２、議案第９号 

◇議  長 日程第１２、議案第９号、令和５年度大空町介護保険事業勘定特 

別会計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書１３７ページをお開きください。議案第９号、令和５年 

度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）。 

令和５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，

３１９万円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７億３，７４８万７，０

００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正による。令和６年３月６日

提出、大空町長、松川一正。 

１３９ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

１款、保険料から２７１万円を減額。２款、使用料及び手数料から４万４，

０００円を減額。３款、国庫支出金から３，４０３万７，０００円を減額。４

款、支払い基金交付金から１，８８９万９，０００円を減額。５款、道支出金

から１，７２７万７，０００円を減額。７款、繰入金に１，５０４万１，００
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０円を追加。９款、諸収入に４７３万６，０００円を追加。歳入合計は５，３

１９万減額し、７億３，７４８万７，０００円とするものです。 

１４０ページをお開きください。歳出です。１款、総務費から２３万６，０

００円を減額。２款、保険給付費から４，９００万９，０００円を減額。３款、

地域支援事業費から３９４万５，０００円を減額。歳出合計は５，３１９万円

減額し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明いたしますので、１４８、１４９ページをお開きください。なお、年度末に

向けましての実行予算において、執行残見込み等により整理した細やかな事

項につきましては、説明を省略させていただきますのでご了承願います。歳出

です。 

２款１項１目、居宅介護サービス給付費４，３４５万円の減額、一行飛ばし

て、１項５目居宅介護サービス計画給付費１０７万６，０００円の減額は、要

介護認定者の在宅でのサービス及びサービス利用に係るケアプラン作成のた

めの給付費が見込みより少なかったことによるものです。 

一行上段の２款１項２目、施設介護サービス給付費１，２２８万１，０００

円の追加は、施設利用者が見込みよりも増えたことによります。 

２項１目、介護予防サービス給付費５５３万７，０００円の減額は、要支援

認定者の介護予防サービス利用が見込みよりも少なかったことによります。 

２項２目介護予防福祉用具購入費９万円の追加は、要支援認定者の福祉用

具購入費が予算額を上回る見込みであることから追加するものです。 

２項４目、高額介護サービス給付費１４７万４，０００円の追加は、１カ月

に支払った利用者負担の合計が負担上限を超えた時に、越えた部分を払い戻

すものですが、給付費が予算額を上回る見込みであることから追加をするも

のです。その下、高額医療合算介護サービス給付費７５万８，０００円の減額

は、医療保険と介護保険の自己負担額が高額な場合に、一定の上限額を越える

分を払い戻しするものですが、給付費が予算額を下回るため減額するもので

す。 

１５０、１５１ページをお開きください。上段１行目、６項１目１８節、特

定入所者介護サービス給付費１，２０３万３，０００円の減額は、利用者の減

によるものです。 

中段、３款２項１目、包括的支援事業費２７５万４，０００円の減額につい

てですが、専門職の会計年度任用職員の雇用を見込んでおりましたが、採用に

至らなかったためです。 

３款２項２目１８節、除雪サービス事業助成金２０万円の追加は、在宅高齢

者宅の玄関先の除雪を行うサービス事業費が、予算額を上回る見込みである

ことから追加をするものです。 

１５２ページ、１５３ページをお開きください。３款４項１目１８節、介護

予防サービス給付費の１００万円の減額は、要支援認定者が利用する介護予

防サービス利用実績が予算見込みを下回ったためです。 

続きまして歳入の説明申し上げますので、１４４、１４５ページをお開きく

ださい。 
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１款１項１目第１号被保険者保険料１節、介護保険料現年過料分の２３３

万４，０００円の減額は、本年度分の介護保険料の確定に合わせるものです。 

３款、国庫支出金下段の４款、支払基金交付金その下の５款、道支出金から

それぞれの減額は、歳出の介護給付費に対する法定負担割合に応じて算出し

た額の減額となります。 

１４６ページ、１４７ページです。７款１項１目１節、介護給付費繰入金か

ら２００万８，０００円の減額と、その下２目１節、包括的支援事業・任意事

業繰入金から５０万１，０００円の減額、同じく２目２節、介護予防・日常生

活支援総合事業繰入金に１３３万２，０００円の追加は、歳出の介護給付費に

対する町の負担割合に応じて算出した額により減額、追加をするものです。 

その下７款１項３目１節、低所得者保険料軽減繰入金から８９万８，０００

円の減額は、保険料軽減額の確定によるものです。 

さらにその下２項１目１節、介護保険基金繰入金に１，７１１万６，０００

円の追加は、財源調整のためになります。 

１番下の行になります９款３項３目１節、給付費返納金４７２万５，０００

円の追加は、介護保険法第２２条に基づく介護サービス事業者からの不正請

求に係る保険者返納金及び追徴金となります。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、ご審議賜りま

すようお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。５番、鈴木秀之 

議員。 

 

◇鈴木議員 お願いします５番です。１５１ページでございますが、包括支援 

事業の関係で、専門職の方の会計年度職員の雇用の関係でということですが、

どのような専門分野を持たれる専門職の方を採用ができなかったのか、それ

によって業務の関係で問題がなかったのか、ちょっと説明お願いしたいと思

います。 

 

◇議  長 佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 専門職の会計年度任用職員の職種についてでございますけれど 

も、保健師を予定しておりました。以前、保健師職で介護予防給付のケアプラ

ンを作る人として雇い上げをしていたわけですけれども、ご都合でお辞めに

なった後、他の方を探しておりましたが、なかなか見つからずということで、

その分は保健師がカバーをして行っております。以上です。 

 

◇議  長 他、質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第９号、令和５年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第９号、令和５年度大空 

町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎日程第１３ 議案第１０号 

◇議  長 日程第１３、議案第１０号、令和５年度大空町介護サービス事業 

勘定特別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 １５５ページをお開きください。議案第１０号、令和５年度大 

空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）。 

令和５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６６４万３，０００円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和６年３月６

日提出、大空町長、松川一正。 

１５７ページです。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。１款、サービス

収入から５９万７，０００円を減額。２款、繰入金に５９万６，０００円を追

加。歳入合計は１，０００円減額し６６４万３，０００円とするものです。 

１５８ページです。歳出です。１款、サービス事業費から１，０００円を減

額し、歳出合計は１，０００円減額して、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明申し上げますので、１６４、１６５ページをお開きください。歳出です。 

１款１項１目介護予防支援事業費の１２節、介護予防支援システム委託料

１，０００円の減額は、委託費見積もり合わせをした結果によるものです。 

続きまして、歳入の説明を申し上げますので、１６２、１６３ページをお開

きください。 

１款１項１目１節、介護予防サービス計画収入５９万７，０００円の減額は、

要支援認定者のサービス利用が減ったためです。 
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２款１項１目１節、一般会計繰入金から５９万６，０００円の追加は、今回

の補正予算財源調整によるものです。以上、補正予算の内容につきまして説明

を申し上げましたので、ご質疑賜りますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１０号、令和５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計

補正予算（第３号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１０号、令和５年度大 

空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決

されました。 

ここで１０分間休憩とします。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午前１１時０６分） 

 

（再開 午前１１時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第１４ 議案第１１号 

◇議  長 日程第１４、議案第１１号、令和５年度大空町簡易水道事業特別 

会計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。高建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１６７ページでございます。議案第１１号、令和５年度大 

空町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

令和５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，

３１２万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億２，９７
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７万９，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。令和

６年３月６日提出、大空町長、松川一正。 

１６９ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

１款、使用料及び手数料６１万３，０００円の追加。２款、繰入金から７７

２万２，０００円の減額。４款、諸収入から１万２，０００円の減額。５款、

町債から６００万円を減額し、歳入合計から１，３１２万１，０００円を減額

し、歳入総額３億２，９７７万９，０００円とするものです。 

１７０ページをお開きください。歳出です。１款、総務費から１，２７８万

９，０００円を減額。２款、公債費から３３万２，０００円を減額し、歳入合

計と同額とするものです。 

１７１ページになります。第２表、地方債補正。１、変更です。女満別本町

地区簡易水道事業債は、限度額１，２３０万円から９０万円減額し、１，１４

０万円に。女満別高台地区簡易水道事業債は、限度額３，０１０万円から３０

０万円を減額し、２，７１０万円に。東藻琴地区簡易水道事業債は、限度額５，

５９０万円から２００万円減額し、５，３９０万円に。簡易水道事業公営企業

会計適用債は、限度額５６０万円から１０万円を減額し、５５０万円にそれぞ

れ事業費の確定による変更です。起債の方法、利率、償還の方法に変更はあり

ません。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明ですが、今回の補正予算は、年

度末の実行予算を実施したものでございます。入札、事業費等の確定執行残の

整理につきましては、簡略な説明とさせていただきますのであらかじめご了

承願います。歳出からご説明いたします。１７８、１７９ページです。 

１款１項１目簡易水道一般管理事業１２節、委託料の１００万４，０００円

の減額は、入札による執行残です。 

１款２項１目、簡易水道施設管理費１２節、委託料５９万１，０００円。１

４節、工事費の７４万１，０００円の減額は執行残によるものです。１７節、

備品購入費４１９万２，０００円の減額は、給水栓ごとに設置しているメータ

ーの更新５９８台の購入費用となりますが、入札の執行残によるものです。 

２目、建設改良費女満別本町地区簡易水道整備事業１２節、委託料１００万

７，０００円。１４節、工事費の１１万５，０００円の減額は、事業の確定に

よるものでございます。 

女満別高台地区簡易水道事業１２節、委託料３３０万９，０００円。１４節、

工事費８１万３，０００円の減額。１８節、負担金補助及び交付金に３５万６，

０００円の追加は、国道３３４号線の水道管移設事業費の確定によるもので

す。 

東藻琴地区簡易水道整備事業１２節、委託料２９万６，０００円。１４節、

工事費１０７万円の減額は、事業費の確定によるものです。 

１８０、１８１ページをお開きください。２款１項２目地方債償還利子２２

節、地方債利子及び割引料３３万２，０００円の減額は、地方債借入額の確定



21 

 

によるものです。 

続きまして歳入のご説明をいたしますので、１７６、１７７ページをお開き

ください。 

１款１項１目１節、給水使用料７２万３，０００円の追加は、料金の清算に

よるものです。 

２款１項１目１節、一般会計繰入金７７２万２，０００円の減額は、補正予

算の財源調整により変更するものでございます。 

５款１項１目１節、簡易水道事業債６００万円の減額は、第２表、地方債補

正でご説明申し上げたとおりの内容となってございます。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げました。ご審議くださいます

ようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１１号、令和５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第４号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１１号、令和５年度大 

空町会１水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第１５ 議案第１２号 

◇議  長 日程第１５、議案第１２号、令和５年度大空町下水道事業特別会 

計補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。高建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１８３ページでございます。議案第１２号、令和５年度大 

空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）。 

令和５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，
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６６２万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億３，７５

１万８，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。令和

６年３月６日提出、大空町長、松川一正。 

１８５ページをお開きください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。 

２款、使用料及び手数料から３０２万３，０００円減額。３款、国庫支出金

から３１万８，０００円の減額。５款、繰入金から３８万６，０００円の減額。

７款、諸収入から３，８００万円の減額。８款、町債から１，４９０万円の減

額。歳入合計から５，６６２万７，０００円減額し、歳入合計３億３，７５１

万８，０００円とするものです。 

１８６ページをお開きください。歳出です。１款、総務費から５，５６０万

８，０００円を減額。２款、公債費から１０１万９，０００円を減額し、歳入

合計と同額とするものです。 

１８７ページになります。第２表、地方債補正。１、変更です。下水道事業

債は、限度額２，５４０万円から１，４７０万円を減額し、１，０７０万円に。

北海道が実施している網走川湯線の汚水管渠改築工事に伴う移設工事の財源

としていますが、工事の中止により変更するものでございます。下水道事業公

営企業会計適用債限度額７００万円から２０万円を減額し、６８０万円に。そ

れぞれ事業費の確定による変更です。起債の方法、利率、償還の方法に変更は

ありません。 

次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明ですが、今回の補正につきましては、

年度末実行予算を実施したものでございます。入札、事業費の確定、執行残の

整理につきましては、簡略の説明とさせていただきますのであらかじめご了

承願います。歳出からご説明いたしますので、１９４、１９５ページをお開き

ください。 

１款１項１目下水道一般管理事業１２節、委託料２５万２，０００円の減額

は、入札による執行残によるものです。 

１款１項２目下水道施設管理費１４節、工事請負費２２万７，０００円の減

額は執行残によるものです。 

１款１項３目汚水管渠布設事業１２節、委託料５０万円。１４節、工事請負

費２００万円の減額は、未執行によるものでございます。同じく改築更新事業

１２節、委託料の１５２万５，０００円。１４節、工事請負費５，０９７万円

の減額は、網走川湯線の汚水管渠改築工事の中止によるものでございます。 

２款１項１目地方債償還元金２２節、償還金利子及び割引料３２万５，００

０円の減額は、地方債借入額の確定によるものでございます。 

２款１項２目地方債償還利子２２節、償還金利子及び割引料６９万４，００

０円の減額は、地方債借入額の確定によるものです。 

続きまして、歳入のご説明をいたしますので、１９２、１９３ページをお開

きください。 

２款１項１目１節、下水道使用料３０２万３，０００円の減額は、使用料金
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の精算によるものでございます。 

３款１項１目１節、社会資本整備総合交付金の３１万８，０００円の減額は、

事業費の確定によるものでございます。 

５款１項１目１節、一般会計繰入金３８万６，０００円の減額は、補正予算

の財源調整により変更するものです。 

７款３項１目１節、雑入３，８００万円の減額は、下水道管移設工事に係る

網走川湯線の汚水管渠改築工事の中止によるものです。 

８款１項１目２節、下水道事業債１，４９０万円の減額は、第２表、地方債

補正で説明をさせていただいた内容のとおりです。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げました。ご審議くださいます

ようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１２号、令和５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第

４号）を採決します。お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１２号、令和５年度大 

空町下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第１３号 

◇議  長 日程第１６、議案第１３号、令和５年度大空町個別排水処理事業 

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。高建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１９７ページでございます。議案第１３号、令和５年度大 

空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８７

万３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，２２５万４，０
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００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。令和

６年３月６日提出、大空町長、松川一正。 

１９９ページをお開きください。第１表、歳出予算補正。歳入です。 

２款、繰入金から２５０万１，０００円の減額。３款、繰入金に１７２万８，

０００円の追加。５款、町債から１０万円を減額し、歳入合計から８７万３，

０００円減額し、歳入合計３，２２５万４，０００円とするものです。 

２００ページをお開きください。歳出です。１款、総務費から８３万９，０

００円の減額。２款、公債費から３万４，０００円減額し、歳入合計と同額と

するものです。２０１ページになります。 

第２表、地方債補正。１、変更です。個別排水処理事業公営企業会計適用債

は、限度額１４０万円から１０万円減額し、１３０万円に事業費の確定による

ものです。起債の方法、利率、償還の方法に変更はありません。 

次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明ですか、今回の補正予算は、年度末

の実行予算を実施したものでございます。入札、事業費の確定、執行残の整理

につきましては、簡略な説明とさせていただきます。あらかじめご了承願いま

す。歳出からご説明いたしますので、２０８、２０９ページをお開きください。 

１款１項１目個別排水処理一般管理事業２６節、公課費４２万７，０００円

の減額は、消費税額及び地方消費税の額が確定したことによるものです。 

１款１項２目、個別排水処理施設管理費１０節需用費の２１万７，０００円

の減額は執行残によるものです。 

続きまして、歳入の説明をいたしますので、２０６、２０７ページをお開き

ください。 

２款１項１目１節、一般会計繰入金の２０５万１，０００円の減額は補正予

算の財源調整により変更するものです。 

３款１項１目１節、前年度繰越金に１７２万８，０００円の追加は、令和４

年度からの繰越金が確定したことによるものです。 

５款１項１目１節、個別排水処理事業債１０万円の減額は、第２表、地方債

補正でご説明をさせていただいた内容のとおりです。 

以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げました。ご審議ください

ますようよろしくお願いします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１３号、令和５年度大空町個別排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１３号、令和５年度大 

空町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第１７ 議案第１４号 

◇議  長 日程第１７、議案第１４号、大空町高齢者保健福祉計画・介護保険 

事業計画についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 ２１１ページです。議案第１４号、大空町高齢者保健福祉計画・ 

介護保険事業計画について。 

大空町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を別冊のとおり定めたいの

で、大空町議会基本条例第８条第２項の規定により、議会の議決を求める。令

和６年３月６日提出、大空町長、松川一正。 

別冊でお配りしています、第９期大空町高齢者保健福祉計画・介護保険事業

計画をご用意ください。 

本計画につきましては３年ごとに策定をすることとしております。令和６

年度から令和８年度までの３年間を計画期間とする第９期の計画について、

議会の議決を求めるものでございます。 

表紙をめくっていただきまして目次をご覧ください。本計画は第１章から

第９章までの構成となっております。 

１ページです。第１章、計画策定にあたってからを説明させていただきます。 

１、計画策定の背景と趣旨です。３行目にありますように令和７年には団塊

世代が７５歳以上の後期高齢者となり、超高齢社会が到来し、高齢者の世帯生

活を地域で支える地域包括システムは、高齢者介護、障害福祉、児童福祉、生

活困窮支援などの制度・分野の枠や、支える側と支えられる側という従来の関

係を超えた地域共生社会の実現に向けて深化させ、推進していかなければな

りません。現役世代が急減する令和２２年を念頭に、大空町の高齢者を取り巻

く状況や今後のニーズについて見据えつつ、令和６年から３カ年の第９期計

画を策定するものであります。 

１ページ中段です。２、計画の位置づけです。老人福祉法第２０条の８に基

づく市町村老人福祉計画と、介護保険法第１１７条に基づく市町村介護保険

事業計画を一体のものとして策定をする総合的な計画です。 

２ページです。３、日常生活圏域の設定です。日常生活圏については、地域

の実情に応じて定めることとされておりまして、本町は第８期の計画同様、町
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を一つの生活圏域として設定することとしております。 

２ページ中段です。４、計画の期間は、令和６年度２０２４年から令和８年

度２０２６年度までの３カ年といたします。 

また、下段にあります、５、計画の策定体制ですが、保健医療福祉関係者な

どに参画していただいている大空町地域包括支援センター運営協議会におい

て検討したほか、高齢者の生活実態に関するアンケート及び在宅介護調査を

実施しております。 

５ページです。第２章、大空町の高齢者を取り巻く現状と将来推計です。 

人口の推移につきましては、次のページをめくっていただきまして６ペー

ジをお開きください。表１をご覧ください。２０２０年令和２年には６，７７

５人であった人口が、５年後の２０２５年令和７年には６，２５０人、２０年

後の２０４０年に４，６６７人と５，０００人を下回る推計となっております。 

高齢者人口の推移については、表内人口の１番下の高齢者人口をご覧くだ

さい。６５歳以上の高齢者人口のピークは２０２５年令和７年には２，５４０

人。次に、７５歳以上の後期高齢者人口のピークは２０３０年令和９年に１，

５８６人となります。また、生産年齢人口は現役世代である１５歳から６５歳

未満の人口でございますが、年々減少してきておりまして、２０３５年令和１

０年には高齢者人口と生産年齢人口の割合がほぼ同率となり、その後逆転す

ると予測をされております。冒頭計画策定の背景で申し上げましたとおり、超

高齢社会及び現役世代の急減時期が近づいてきております。 

６ページ下段に要支援・要介護認定者の状況と将来推計、７ページの下段表

３をご覧ください。大空町の認定者数は概ね４５０人以内で推移しており、認

定者の１７から１８％と横ばい状態で、全国や全道と比べて低く推移してお

ります。当町の特徴といたしましては、全国や全道よりも要支援１要支援２の

軽度認定者の割合が高い状況となっております。 

８ページの中段をご覧ください。（２）将来推計です。認定者数のピークは

８５歳以上人口のピークと重なり、令和２２年２０４０年となる推計になっ

ております。 

次に、ページが飛びまして、１２ページをお開きください。第３章、高齢者

や在宅介護者へのアンケート調査結果の概要になります。 

かいつまんで説明申し上げますが、要介護認定を受けていない６５歳以上

の高齢者１，０００人に対して実施し、回答数６５２票、回収率は６５．２％

となります。調査実施時期は、令和５年３月の新型コロナ感染症が比較的落ち

ついている時期に実施をしております。大まかな内容でございますが、１３ペ

ージ、②外出の頻度については、コロナ禍ということもあってか、前回３年前

と比べますと、閉じこもる傾向の高齢者が若干増えてきたという状況でした。 

１４ページです。地域づくりへの参加意向につきましては、企画運営に参加

するより、活動に参加したい、してもよいという意見が半数を占めておりまし

たので、まずは参加するところから始めていただいて、地域づくりを進めてい

きたいと考えております。 

次に、１６ページです。２、在宅介護実態調査概要になります。調査対象者

は町内在住の要介護１から５の認定を受け、在宅で生活をされている方１０
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０を対象といたしまして、回収数は６４票、回収率は６４％でした。介護者が

負担に感じていることは、認知症状への対応で、半数近くを占めました。認知

症に対する正しい知識の啓発や当時者を含めた交流の場の充実が重要と考え

ます。在宅生活の継続に必要と感じる支援については、移送サービスや外出同

行が上位に上がっておりました。 

１８ページをお開きください。第４章、第８期計画での取組の状況です。 

２６ページまで第８期に取組んだ事業等について記載をしております。 

２７ページから２９ページにつきましては、第５章、大空町の地域ケアシス

テムについて、大空町における地域支援事業についての内容が記載されてお

ります。 

３０ページからは、第６章、見えてきた課題ということで、アンケート調査

の結果や第８期計画の取組の状況を踏まえ、三つのカテゴリーに分けて課題

を整理いたしました。 

課題1つ目といたしましては、介護認定者が増えており、介護認定の要因は

認知症や骨折、心疾患や脳血管疾患の生活習慣病などが原因となっているこ

と。３１ページをご覧ください。二つ目は、軽微な家事でも支援を受けるため

の介護サービス以外の仕組みがないこと、地域とのつながりを強め、活用する

ことができないと。三つ目は、要介護１から２になって、ひとり暮らしや夫婦

だけの生活が難しくなったときに、十分な在宅施設サービスの資源がないこ

とが挙げられました。 

３２ページをお開きください。重点課題を４つといたしました。課題１、介

護予防、フレイル予防や生活習慣病予防が進んでいない。課題２、地域のつな

がりを生かした生活支援サービスが少ない、課題３、在宅介護サービスが十分

整っていない。課題４、医療と介護の連携と介護人材の確保が図れていない。

これらの課題は相互に関連がありますので、複合的にとらえた上で、第９期の

計画を立てました。 

３３ページ、第７章計画の基本的な考え方と施策です。第９期計画における

基本理念は、生涯現役のまち、健康寿命の延伸をめざして。と、しました。こ

れは将来、疾病や障がいを有したとしても日常生活への制限を最小限にとど

め、人々とのつながりを支えあいながら、生涯にわたって生きがいや役割を持

ち続け、最後までこの地域でいきいきとその人らしく生活を続けることをイ

メージしております。それを実現するためには、大空町地域包括ケアシステム

の構築と、さらにシステムの深化を図っていかなければなりません。 

高齢化の真只中にある本町におきまして、今後の人口構造の変化は社会構

造の変化をもたらします。人生の最後まで自分らしい暮らしを送ることがで

きる地域づくりに向けて、さまざまな取り組みをし、第２次大空町総合計画に

上げる、あたたかさ あふれる 福祉のまちづくりの実現を目指していきま

す。 

３４ページをお開きください。２、基本目標と施策についてです。三つの基

本目標を設定し、１０の施策を展開していきたいと考えております。また、重

点施策とするものは施策１を重点Ⅰとして、健康づくりや介護予防、フレイル

予防の効果的推進。施策３を重点Ⅱとして、生活支援体制づくりの推進。施策
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７を重点Ⅲとして、介護サービスの充実と強化。施策８を重点Ⅳとして、医療

と介護の連携推進と介護人材の確保といたしました。 

３６ページをお開きください。第８章、施策の展開です。まずは健康である

ことが第１ですので、基本目標１、いきいきと過ごすための健やかなこころと

身体づくりで、下段の施策１を重点施策Ⅰとして、健康づくりや介護予防、フ

レイル予防の効果的な推進に取り組みます。 

３８ページ、基本目標２、互いに支えあい生活するための地域づくりで、中

段下、施策３を重点施策Ⅱとして、生活支援体制づくりの推進。地域の支えあ

い活動のサービス導入の仕組みづくりと活性化を図ります。 

４０ページ、基本目標３、安全、安心な暮らしを支える仕組みづくりで、施

策７を重点施策Ⅲとして、介護サービスの充実と強化。具体的には在宅療養で

リハビリを必要とする方がリハビリを受けられる様になること、生活支援ハ

ウス等の入所要件の緩和や体制整備等取り組んでいきたいと考えております。 

４１ページ、施策８を重点施策Ⅳ、医療と介護の連携推進と介護人材の確保

で介護人材不足の対応策の一つとして、ＩＣＴ等の活用、人材確保補助金の継

続と状況の変化に伴い発展的見直しを検討してまいりたいと考えております。 

４２ページを開きください。第９章、介護保険事業に係る見込み量と第１号

被保険者保険料についてです。１）介護予防サービス給付費、４３ページに２）

介護サービス給付費、３）地域密着型サービス給付費、４）施設サービス給付

費について、それぞれ見込み量について、令和３年度から５年度の実績と介護

認定者数の推計に基づいて見込みを立てております。４４ページ、５）地域支

援事業の見込み量についてですが、令和３年度から５年度の実績と今後事業

化に向けての仕組みづくりが主になることなどから見込みを立てております。 

４５ページです。２、第１号被保険者の介護保険料についてです。 

４９ページをお開きください。下段の基準額の推移です。第３期から第８期

までの介護保険料基準額の推移を示しております。当町は第７期の基準額が

５，２００円でしたが、第８期に２００円下げまして５，０００円としており

ます。上段１行目にございますが、第９期の総給付費見込額は、現時点で約２

０億４，５９０万円と見込んでおります。第１号被保険者の介護保険料基準額

を試算いたしますと、現時点で月額５，０００円程度となります。また、今ま

での経過や基金の状況等も勘案いたしまして、第９期につきましては５，００

０円と算定したところでございます。 

４６ページ、４７ページに戻っていただきまして、４６ページに第８期の所

得段階別基準額、４７ページには第９期の基準額を掲載しております。今回改

正により所得段階の設定が９段階から第９期は１３段階に多段階化して設定

をされております。 

５０ページから１１４ページにつきましては、前段で説明いたしましたア

ンケート調査の内容、１１５ページからは、用語解説が記載されております。 

以上、提案理由の説明申し上げましたので、よろしくご審議賜りますようお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 
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後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決定しました。 

 

◎日程第１８ 議案第１５号 

◇議  長 日程第１８、議案第１５号、大空町課設置条例等の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２１３ページでございます。議案第１５号、大空町課設置 

条例等の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

２１５ページから２１６ページにつきましては、改正条文でございます。内

容につきましては、参考資料にて説明をさせていただきますので、参考資料１

３ページをお開き願います。新旧対照表です。 

このたびの改正はデジタル化や脱炭素社会の実現に向けた取り組みなど、

多様化する行政課題に柔軟に対応し総合的に進めるため、新たにまちづくり

推進室を設けまして行政サービスの一層の向上と業務の効率化を図ろうとす

るものです。 

初めに、第１条による大空町課設置条例につきましては、第１条の移住・定

住支援室をまちづくり推進室に改めます。 

第２条の事務分掌は、右側改正前の条例、総務課の第１４号から１４ページ

に変わりまして、第２７号まで。さらに、移住・定住支援室の第１号から第３

号までの規定を左側改正後では、総務課と新たに設けるまちづくり推進室に

それぞれ区分をしまして整理をするものでございます。 

下段の第２条による改正、大空町総合計画策定審議会条例、また、１５ペー

ジにあります第３条による大空町行政改革推進委員会条例につきましては、

総務課の文言をまちづくり推進室に改めるものです。 

附則としまして、この条例は令和６年４月１日から施行するものでござい

ます。 

以上提案理由につきましてご説明申し上げました。ご審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 
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◎日程第１９ 議案第１６号 

◇議  長 日程第１９、議案第１６号、大空町犯罪被害者等支援条例制定に 

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。砂金住民課参事。 

 

◇住民課参事 議案書２１７ページでございます。議案第１６号、大空町犯罪 

被害者等支援条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

次のページ、２１９ページから２２２ページに条文の本文を載せておりま

すが、詳しい内容につきましては、定例会参考資料により説明いたしますので、

参考資料の１７ページをお開きください。 

初めに、条例制定の趣旨でありますが、犯罪被害者等が必要とする施策を総

合的に推進し、犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復または軽減を図り、安

全で安心して暮らすことができる地域社会の実現に寄与するため、大空町犯

罪被害者等支援条例を新たに制定するものでございます。 

次に、条例の概要についてです。第１条では、犯罪被害者等基本法に基づき、

施策の推進及び被害の早期回復または軽減を図り、安全で安心して暮らすこ

とができる地域社会の実現に寄与することを目的としていることを示してお

ります。 

第２条では、定義として、各用語の意義を規定し、第３条では、個人の尊厳

を重んじ、ふさわしい処遇を保障すること。平穏な生活を営むことができるま

で支援することを基本理念として規定しております。 

第４条から第６条は、町、町民等、事業者、それぞれの責任を規定し、支援

に関する施策に協力することなどを示しています。 

第７条では、相談及び情報の提供等について。第８条では、見舞金の額を定

め、遺族見舞金３０万円、傷病見舞金１０万円、性犯罪被害見舞金１０万円と、

見舞金の額を規定しています。 

第９条では、日常生活の支援について、第１０条では、居住の安定について

規定し、町営住宅への入居における支援について規定しております。 

第１１条では、安全の確保として、被害または二次被害防止、個人情報の適

切な取り扱いについて規定しております。 

第１２条は、町民及び事業者の理解の増進として、情報の提供、啓発活動の

実施について、第１３条では、意見及び要望を把握し反映することとしており

ます。 

第１４条では、町内に住所を有しない犯罪被害者等への支援として、第７条

に規定している相談及び情報の提供等の支援を行うこととしております。 

第１５条では、支援の制限として、社会通念上適切でない場合と認める場合

には、支援を行わないことを規定しています。 

第１６条では、この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定めること

としております。 

附則として施行期日を令和６年４月１日としております。 
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なお、この条例を運用するにあたり、網走警察署と犯罪被害者等支援に係る

情報連携協定を結び連携を図りながら取り進めてまいりたいと考えておりま

す。 

最後に、本条例の施行規則を参考資料１９ページから２３ページまで掲載

しており、具体的な手続などについて定めております。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますので、ご審議くださいますよう

よろしくお願いします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２０ 議案第１７号 

◇議  長 日程第２０、議案第１７号、大空町介護保険条例の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２２３ページになります。議案第１７号、大空町介護保 

険条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２２５ページが改正条文でございます。議会定例会参考資料２５ペ

ージに大空町介護保険条例の一部を改正する条例の概要、２６、２７ページに

新旧対照表を掲載しております。概要により説明をさせていただきますので、

参考資料の２５ページをお開きください。 

今回の改正は、議案第１４号で提案させていただきました第９期の大空町

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定伴い、令和６年度から令和８年

度までの３年間の介護保険料を設定するものです。 

項目覧、保険料率。関係条文、第２条は低所得者第１段階から第３段階まで

は、標準料率の引き下げ、所得金額３２０万円以上の高所得者は、９段階から

１３段階までの５つに分けられ標準料率が引き上げられ、所得段階別の介護

保険料設定するものです。同じく関係条文第２条第３項から第５号は、低所得

者の保険料軽減として、第１段階から第３段階に該当する者の介護保険料を

減額するものです。 

ページをめくっていただきまして２６、２７ページの新旧対照表に、今回の

改定で標準料率の引き下げられた段階から第３段階の年額、さらに所得４２

０万円以上で、新たに区分された第１０段階から第１３段階までの年額が記

されております。 

また、低所得者層の保険料軽減として料率設定をされたことにより、第１段



32 

 

階が第２条第３項のとおり１万８，０００円から１万７，１００円に、第２段

階が第４項のとおり３万円から２万９，１００円に、第３段階が第３項のとお

り４万２，０００円から４万１，１００円にそれぞれ軽減されます。 

附則といたしまして、この条例の施行期日は令和６年４月１日から施行し、

経過措置として令和５年度までの介護保険料につきましては、改正前に規定

を適用することとしております。 

以上、提案理由の説明申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い申し

上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

ここで昼食のため休憩とします。再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午前１２時０１分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第２１ 議案第１８号 

◇議  長 日程第２１、議案第１８号、大空町指定居宅介護支援等の事業の 

人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２２７ページになります。議案第１８号、大空町指定居 

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２２９ページから２３２ページが改正条文でございます。議会定例

会参考資料２９ページから３０ページに改正条例の概要、３１ページから３

７ページに新旧対照表を掲載しております。概要により説明をさせていただ

きますので、参考資料２９ページをお開きください。 

改正の内容です。介護サービスに係る人員、設備、運営等の基準は、介護保

険事業計画の期間に合わせ、３年に一度大規模な見直しが行われますが、指定

居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する関係省令の改正に伴い、

関係する条例の改正を行うものです。 
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従事者の員数。関係条文、第５条第２項は、指定居宅介護支援事業所ごとに

1人以上の常勤の介護支援専門員を置くことが必要ですが、今回の改正では、

指定居宅介護支援を行う場合、従事者の員数は、介護予防支援の利用者の数に

３分の１を乗じた数を加えた数とし、その数が４４またはその端数を増すご

とに１とする。と、改定するものです。同条第３項は、指定居宅介護支援事業

所が国民健康保険中央会の運用管理を行う情報処理システムを利用し事務職

員を配置している場合における第１項に規定する員数の基準は、利用者の人

数が４９またはその端数を増すごとに１とする。と、規定するものです。 

管理者。関係条文、第６条第３項第２号は、管理者の兼務範囲の明確化から、

その責務が果たせる場合には同一敷地内における他の事業所や施設でなくて

も差し支えないとするものです。 

内容及び手続の説明及び同意。関係条文、第７条第２項は、指定居宅介護支

援を提供するにあたり、利用者だけでなくその家族に対して説明を行うこと

を追加し規定を改定するものです。同条第３項は、公正中立性の確保や事業者

の負担軽減を図るため、前６カ月間に作成した計画における各サービスの利

用割合を利用者または家族に対し説明をし、理解を得られるよう努力義務化

するものです。 

３０ページです。指定居宅介護支援の具体的取扱方針。関係条文、第１６条

第２号は、当該利用者及びほかの利用者の生命または、身体を保護するため緊

急やむを得ない場合を除き、身体拘束や行動制限を禁止する。やむを得ず拘束

する場合にはその態様、時間、理由を記録することを規定するものです。同条

第１３号アは、介護支援専門員が利用者の服薬状況、口腔機能、その他の利用

者の心身または生活状況に係る情報を、利用者の同意を得て主治医または薬

剤師に提供することを追加で規定するものです。同条第１４号イは、モニタリ

ングについて定めているもので、前段アの規定により、月に１回利用者宅を訪

問し面接することになっておりますが、イの規定を追加して、２月に１回は訪

問した上で、訪問しない月はテレビ電話装置等を活用してのモニタリングを

可能とするものです。ただし、その際に、事前に利用者に同意を得ること。利

用者の心身状況が安定していること。利用者がテレビ装置等を活用して意思

疎通ができること。その他の情報サービス利用者から情報を得られる状況に

あることが条件となります。 

指示。関係条文、第２５条第３項は、運営規定等の重要事項について、原則

ウエブサイトに掲載することを追加規定しています。 

記録の整備。関係条文、第３２条第２項第３号は、身体的拘束に関する記録

について規定を追加するものです。 

重要事項の掲示に係る経過措置。関係条文、附則第２項です。第２５条第３

項のウエブサイトへの掲載は１年の経過措置期間を設けることです。 

その他法令等の改正に伴う文言の整理、規定の整理及び項、号等のずれを整

理しておりますが、今回の改正の趣旨には影響しませんので説明は省略させ

ていただきます。 

なお、この条例の施行期日は、令和６年４月１日から施行するものです。 

以上、提案理由の説明申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い申し
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上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２２ 議案第１９号 

◇議  長 日程第２２、議案第１９号、大空町指定介護予防支援等の事業の 

人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議

題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２３３ページです。議案第１９号、大空町指定介護予防 

支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた

めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２３５ページから２３８ページが改正条文でございます。議会定例

会参考資料３９から４１ページまでが改正条例の概要、４２ページから４８

ページに新旧対照表を掲載しております。概要により説明させていただきま

すので、参考資料３９ページをお開きください。 

改正の内容です。介護サービスに係る人員、設備、運営等の基準は、介護保

険事業計画の期間に合わせ、３年に一度大規模な見直しが行われますが、指定

居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する関係省令改正に伴い、関

係する条例の改正をおこなうものです。 

従業員の員数。関係条文、第３条第２項は、地域包括支援センターが設置者

である指定介護予防支援事業者から指定を受ける指定介護予防支援事業所は、

事業所ごとに１以上の員数の必要な数の介護支援専門員を置かなければなら

ないと規定を追加するものです。 

管理者。関係条文、第４条第３項及び第４項は、指定居宅介護支援事業者で

ある指定介護予防支援事業者の管理者は、主任介護支援専門員でなければな

らず、止むを得ない場合は介護支援専門員とすること、職務に支障がない場合

は兼務を認めるとの規定を追加するものです。 

内容及び手続の説明及び同意。関係条文、第５条第２項は、指定居宅介護支

援事業者が介護予防支援の提供に際し、利用者またはその家族に対して介護

予防サービス計画の説明をすることを規定に追加するものです。同条第３項

は、同じく介護予防支援提供に際し、利用者または家族に対して、利用者が医
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療機関に入院するときには担当職員の氏名、連絡先を医療機関に伝えるよう

本人、家族に対してあらかじめ求めることを規定するものです。 

４０ページになります。利用料等の受領。関係条文、第１１条第２項は、指

定居宅介護支援事業所であり、指定介護予防支援事業者が利用者の選択によ

り、事業実施外地域、具体的には町外等での訪問によりサービスを受けた場合、

交通費を利用者より受け取れる規定を追加するものです。同条第３項は、第２

項の町外等のサービス利用時に交通費が係ることを説明し、同意を得ること

を追加で規定するものです。 

指定介護予防支援業務委託。関係条文、第１３条第１項は、業務委託をする

指定介護予防支援事業者は、地域包括支援センターの設置者であると規定を

追加するものです。 

掲示。関係条文、第２２条第３項については、運営規定等の重要事項につい

て、原則としてウエブサイトに掲載する規定を追加するものです。 

記録の整備。関係条文、第２９条第２項第３号は、身体拘束に関する記録に

ついて規定を追加するものです。 

指定介護予防支援の具体的取扱方針。関係条文、第３１条第２号ア及びイは、

利用者及び他の利用者に危害がおよぶやむを得ない場合を除き、身体拘束や

行動制限を禁止する。やむを得ず拘束する場合はその態様、時間、理由を記録

することを規定するものです。同条第１５号イ及びウは、担当職員によるモニ

タリングについて定めているもので、ア規定により３カ月ごとに利用者宅を

訪問し面接することになっておりますが、イの規定を追加して、６カ月に１回

は訪問した上で、訪問しない月はテレビ電話装置等を活用してのモニタリン

グを可能とする規定を追加し、ただし、評価期間が終了する月または利用者の

状況変化の著しい場合は、訪問して面接することを規定するものです。４１ペ

ージになります。第３１条第２８号は、指定居宅介護支援事業者が町から指定

を受けて介護予防支援を実施する場合、町からの求めに応じて情報提供を義

務とする規定を追加するものです。 

重要事項の掲示に係る経過措置。関係条文、附則第２項は、重要事項のウエ

ブサイトでの掲載は、１年の経過措置期間を設けるものです。 

その他法令等の改正に伴う文言整理、規定の整備及び項、号等のずれを整理

しておりますが、今回の改正の趣旨には影響しませんので、説明は省略させて

いただきます。 

なお、この条例の施行期日は、令和６年４月１日から施行するものです。 

以上、提案理由の説明申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い申し

上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 
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◎日程第２３ 議案第２０号 

◇議  長 日程第２３、議案第２０号、大空町指定地域密着型サービスの事 

業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２３９ページです。議案第２０号、大空町指定地域密着 

型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２４１ページから２５３ページが改正条文でございます。議会定例

会参考資料４９ページから５２ページに改正条例の概要、５３ページから８

４ページに新旧対照表を掲載しております。概要により説明させていただき

ますので、参考資料４９ページをお開きください。 

改正の内容です。介護サービスに係る人員、設備、運営等の基準は、介護保

険事業計画の期間に合わせ、３年に一度大規模な見直しが行われますが、指定

居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する関係省令の改正に伴い、

関係する条例の改正を行うものです。項目欄に改正となる対象のサービスに

ついてカッコ書きしておりますので、あわせてご覧ください。 

訪問・通所系サービスの運営基準に関することです。具体的取扱方針。関係

条文、第２４条第８号及び第９号、第５１条第５号及び第６号、第５９条の９

第５号及び６号、第５９条の３２第３号及び第４号、第７０条第５号及び第６

号は、利用者及び他の利用者の生命または身体を保護するため緊急やむを得

ない場合を除き、身体拘束や行動指摘を禁止する。やむを得ず拘束する場合に

は、その態様、時間、理由を記録することを規定するものです。 

掲示。関係条文、第３４条第３項は、重要事項ウエブサイト掲載することを

追加で規定するものです。 

記録の整備。関係条文、第４２条第２項第５号、第５８条第２項第３号、第

５９条の１９第２項第３号、第５９条の３９第２項第４号、第７９条第２項第

３号は、身体拘束に関する記録の規定を追加するものです。 

５０ページになります。次に、居宅・施設系サービスの人員基準に関するこ

とです。従事者の員数、関係条文、第１３０条第１１項は、同条第１項第２号

イの看護職員の常勤換算における要件を一定の条件下で緩和するものです。 

次に、居宅及び施設サービスの運営基準に関することです。具体的取扱方針、

関係条文、第９２条第７号アからウ、第１９７条第７号アからウは、身体拘束

等の適正化を図るため、対策検討委員会の開催や指針の整備、介護従事者に対

して研修を定期的に行なうことなどを規定するものです。 

利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する

方策を検討するための委員会の設置。関係条文、第１０６条の２は、業務の効

率化や介護サービスの向上、その他生産性の向上に資する取り組み促進のた

め、テレビ電話装置等を活用して検討委員会の定期的開催を規定するもので
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す。 

５１ページになります。協力医療機関等。関係条文、第１２５条第２項第１

号及び第２号、第１４７条第２項第１号及び第２号、第１７２条第１項第１号

及び第２号は、グループホーム等の施設従事者が協力医療機関を定め、利用者

の急変時の対応や診療体制の確保に努める規定を追加するものです。続いて

関係条文、第１７２条第１項第３号は、入所者の病状が急変した場合は、医療

機関に対して入院を受け入れる体制を確保するというものです。関係条文、第

１２５条第３項、第１４７条第３項、第１７２条第２項は、利用者急変時の対

応の確認と協力機関名について町長に届け出をすることを規定するものです。

関係条文、第１２５条第３項及び第５項、第１４７条第４項及び第５項、第１

７２条第３項及び第４項は、新興感染症の発生時等の対応を医療機関と協議

することを規定するものです。関係条文、第１２５条第６項、第１４７条第６

項、第１７２条第５項は、利用者が退院した後、速やかに入居に努める規定を

追加するものです。 

勤務体制の確保等。関係条文、第１８７条第５項は、管理者はユニット型施

設の管理に係る研修受講の努力義務規定を追加するものです。 

５２ページになります。経過措置期間を設ける規定について４項目程あり

ますので、説明させていただきます。 

重要事項の掲示に係る経過措置。関係条文、附則第２項は、重要事項のウエ

ブサイト掲載は、１年経過措置期間を設けるものです。 

身体拘束等の適正化に係る経過措置。関係条文、附則第３項は、そのことに

関する介護職員の研修の定期実施について、一年の経過措置期間を設け、その

期間中は義務ではなく努力義務とするものです。 

利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する

方策を検討するための委員会の設置に係る経過措置。関係条文、附則第４項は、

このことに関する検討委員会の設置については、３年の経過措置期間を設け、

その期間中は義務ではなく努力義務とするものです。 

協力医療機関との連携に関する経過措置。関係条文、附則第５項は、地域密

着型介護老人福祉施設において、３年の経過措置期間を設け、この期間中は義

務ではなく努力義務とするものです。 

その他法令等の改定に伴う文言整理、規定の整備及び項、号等のずれを整理

しておりますが、今回の改正の趣旨には影響しませんので、説明を省略させて

いただきます。 

なお、この条例の施行期日は、令和６年４月１日から施行するものです。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２４ 議案第２１号 

◇議  長 日程第２４、議案第２１号、大空町指定地域密着型介護予防サー 

ビスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。佐薙福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書２５５ページになります。議案第２１号、大空町指定地 

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着

型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２５７ページから２６２ページが改正条文でございます。定例会参

考資料８５ページから８６ページに改正条例の概要、８７ページから９７ペ

ージに新旧対照表を掲載しております。概要により説明をさせていただきま

すので、参考資料８５ページをお開きください。 

改正の内容です。介護サービスに係る人員、設備、運営等の基準は、介護保

険事業計画の期間に合わせ、３年に一度大規模な見直しが行われますが、指定

居宅介護サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する関係省令の改正に

伴い、関係する条例の改正を行うものです。 

管理者。関係条文、第６条第１項、第１０条第１項は、通所型サービスの管

理者の業務の範囲の明確化について、その責任が果たせる場合には同一敷地

内における他の事業所や施設でなくても差し支えないとするものです。 

掲示。関係条文、第３２条第３項は、指定介護予防認知症対応型通所事業者

は、重要事項をウエブサイト掲載することの規定を追加するものです。 

記録の整備。関係条文、第４０条第２項第３号と、具体的取扱方針。関係条

文、第４２条第１０号及び第１１号は、利用者及び他の利用者の生命または身

体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体拘束や行動制限禁止す

る。やむを得ず拘束する場合にはその態様、時間、理由を記録することを義務

と規定するものです。 

身体的拘束等の禁止。関係条文、第３５条第３項は、身体拘束等の適正化を

図るため、対策検討委員会の開催や指針の整備、介護従事者に対して定期的に

研修を行うことなどを規定するものです。 

８６ページになります。利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び

職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会の設置。関係条文、第６

２条の２は、検討委員会を、テレビ電話装置等を活用して定期的に開催するこ

とについての規定を追加するものです。 

協力医療機関等。関係条文、第８３条第２項から第６項は、協力医療機関を

定めるよう努力義務を課すよう規定するもので、急変時の対応、診療体制の確
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保、協力機関名について町長に届出をするほか、感染症の発生時の対応、新興

感染症発生時対応の協議の義務、退院後の対応の規定を追加するものです。 

以下３項目については経過措置期間を設ける規定なります。 

重要事項の掲示に係る経過措置。関係条文、附則第２項は、重要事項のウエ

ブサイトでの掲載は、１年の経過措置期間を設けるものです。 

身体拘束等の適正化に係る経過措置。関係条文、附則第３項は、介護職員等

に対する研修の定期実施について、１年の経過措置期間中は義務ではなく努

力義務とするものです。 

利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する

方策を検討するための委員会の設置に関する係る経過措置。関係条文、附則第

４項は、検討委員会の設置については、３年の経過措置期間を設け、この期間

中は義務ではなく努力義務とするものです。 

そのほか、法令等の改定に伴う文言の整理、規定の整備及び項、号等のずれ

の整理するものですが、今回の改正の趣旨には影響しませんので、説明は省略

させていただきます。 

なお、この条例の施行期日は、令和６年４月１日からとするものです。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２５、議案第２２号 

◇議  長 日程第２５、議案第２２号、大空町東藻琴農業振興センター条例 

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。菅野東藻琴総合支所長。 

 

◇総合支所長 議案書の２６３ページでございます。議案第２２号、大空町東 

藻琴農業振興センター条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書の２６５ページが改正条文でございます。定例会参考資料の９９ペ

ージに改正条例の新旧対照表を掲載してございます。内容につきましては、参

考資料にて説明させていただきますので、参考資料の９９ページをお開きく

ださい。 

東藻琴農業振興センターについては、平成９年に開設以来、土曜日の施設開

館を第１、第３第５の土曜日として運営していますが、利用件数が低い実態で

あります。施設を主に使用する農産物加工実習室の利用団体の意見聴取と、当
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施設の審議委員会であります大空町東藻琴農業振興センター専門委員会で審

議をいただき、施設活用面、また、コスト削減からも、土曜日を完全に休館す

る。と、するために条例を改正するものでございます。 

改正する条項につきましては、第４条１項において、現行の第１、第３、第

５土曜日の開館日を、休館に定めるものでございます。 

附則としまして、この条例は令和６年４月１日から施行します。 

以上、提案理由につきましてご説明を申し上げましたので、ご審議ください

ますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２６ 議案第２３号 

◇議  長 日程第２６、議案第２３号、大空町監査委員条例の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。篁監査委員事務局長。 

 

◇監査委員事務局長 議案書の２６７ページでございます。議案第２３号、大 

空町監査委員条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

議案書２６９ページにつきましては改正条文でございます。議会定例会参

考資料の１０１ページに新旧対照表を掲載しております。改正の内容につき

ましては新旧対照表によりご説明させていただきますので、参考資料の１０

１ページをお開き願います。 

改正理由につきましては、地方自治法の改正に伴い、引用条項の繰り下がり

により条ずれが生じたことから、法第２４３条の２第３項を法第２４３条の

２の７第３項に改正するものでございます。 

また、附則としてこの条例は、令和６年４月１日から施行するものでござい

ます。 

以上、提案理由をご説明申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いします。 

 

◇議  長 お諮りします。議事の都合により本案は提案理由の説明のみとし、 

後日、質疑、採決を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

 

◎日程第２７ 議案第２４号 

◇議  長 日程第２７、議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予算から 

日程第３４、議案第３１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算まで

の８件を一括議題とします。 

議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予算から議案第２８号、令和６年

度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算までの５件について、提案理由

の説明を求めます。林総務課長。 

 

◇総務課長 議案書２７１ページでございます。提案に際しまして、別冊で配 

付しております令和６年度大空町各会計予算書をご用意願います。なお、説明

に当たりましては、重複する部分を省略させていただきますのであらかじめ

ご了承いただきたいと存じます。 

議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書の１ページをお開き願います。令和６年度の大空町一般会計の予算

は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ９２億９，

４２９万７，０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表、歳

入歳出予算よる。これにつきましては、２ページから６ページに掲載をしてお

ります。 

債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務の負担する

ことができる事項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。これは７

ページに掲載し、４件、総額７，３１２万３，０００円を設定するものでござ

います。 

地方債。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことがで

きる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３

表地方債による。これは８ページから９ページに掲載し、２７件、総額１１億

８，９１６万円としております。 

一時借入金。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借

入金の借り入れの最高額は、１２億７，０００万円と定める。一時的な資金不

足を補うため、限度額を地方債と国の交付金を目安に設定するものでござい

ます。 

議案書２７３ページをお開き願います。議案第２５号、令和６年度大空町国

民健康保険事業特別会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書の２３７ページをお開き願います。令和６年度の大空町国民健康保

険事業特別会計予算は、次に定めるところによる。 
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歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１億４，

１８３万４，０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入

歳出予算による。これにつきましては２３８、２３９ページに掲載をしており

ます。 

次に議案書の２７５ページをお開き願います。議案第２６号、令和６年度大

空町後期高齢者医療特別会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

決算書の２５９ページをお開き願います。令和６年度の大空町後期高齢者

医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億４，３

３６万４，０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入

歳出予算による。これにつきましては２６０、２６１ページに記載しておりま

す。 

議案書の２７７ページをお開き願います。議案第２７号、令和６年度大空町

介護保険事業勘定特別会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書の２７１ページでございます。令和６年度の大空町介護保険事業勘

定特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億９，

５２５万１，０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入

歳出予算による。これは２７２、２７３ページに掲載をしております。 

次に議案書の２７９ページをお開き願います。議案第２８号、令和６年度大

空町介護サービス事業勘定特別会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書の２９９ページをお開き願います。令和６年度の大空町介護サービ

ス事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７１７万

７，０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入

歳出予算による。これは３００、３０１ページに掲載しております。 

以上、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議くださいますようよ

ろしくお願いします。 

 

◇議  長 次に、議案第２９号、令和６年度大空町簡易水道事業会計予算か 

ら議案第３１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算までの３件に

ついて、提案理由の説明を求めます。高建設課長。 
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◇建設課長 令和６年４月１日から始まります地方公営企業会計についてです。 

議案書２８１ページでございます。議案第２９号、令和６年度大空町簡易水

道事業会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書の３１５ページでございます。ご説明につきましては簡略させてい

ただきます。 

令和６年度大空町簡易水道事業会計予算。総則。第１条、令和６年度大空町

簡易水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり

と定める。 

収入。第１款、簡易水道事業収益２億３，３４２万６，０００円。 

支出。第１款、簡易水道事業費用２億５，９１３万５，０００円。 

資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり

と定める。 

収入。第１款、資本的収入２億９，７９０万２，０００円。 

３１６、３１７ページをお開きください。支出。第１款、資本的支出２億９，

７９０万２，０００円。 

企業債。第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

次のとおりと定める。下表のとおり４件、総額１億５，７３０万円としており

ます。 

一時借入金。第６条、一時借入金の限度額は、１億６，０００万円と定める。 

他会計からの補助金。第９条、簡易水道事業運営のため一般会計からこの会

計へ補助を受ける金額は、１億３，８８０万２，０００円である。 

続きまして、議案書２８３ページでございます。議案第３０号、令和６年度

大空町下水道事業会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書３４３ページでございます。令和６年度大空町下水道事業会計予算。 

総則。第１条、令和６年度大空町下水道事業会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり

と定める。 

収入。第１款、下水道事業収益２億６４２万６，０００円。 

支出。第１款、下水道事業費用２億６，７６９万７，０００円。 

資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり

と定める。 

収入。第１款、資本的収入２億１，８２４万１，０００円。 

３４４、３４５ページです。支出。第１款、資本的支出２億１，８２４万１，

０００円。 

債務負担行為。第５条、債務負担行為することができる事項、期間及び限度

額は、次のとおりと定める。下表のとおり網走浄化センターの使用料等の負担
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金となってございます。 

企業債。第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、

次のとおりと定める。下表のとおり３件、総額３，７７０万円となってござい

ます。 

一時借入金。第７条、一時借入金の限度額は、５，０００万円と定める。 

他会計からの補助金。第１０条、下水道事業運営ため一般会計からこの会計

へ補助を受ける金額は、１億７，５４８万２，０００円である。 

続きまして、議案書２８５ページでございます。議案第３１号、令和６年度

大空町個別排水処理事業会計予算。 

このことについて、別冊のとおり提出する。令和６年３月６日提出、大空町

長、松川一正。 

予算書３７３ページでございます。令和６年度大空町個別排水処理事業会

計予算。 

総則。第１条、令和６年度大空町個別排水処理事業会計の予算は、次に定め

るところによる。 

収益的収入及び支出。第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり

と定める。 

収入。第１款、個別排水処理事業収益２，０６１万４，０００円。 

支出。第１款、個別排水処理事業費用３，０４５万９，０００円。 

資本的収入及び支出。第４条、資本的収入及び支出予定額は、次のとおりと

定める。 

収入。第１款、資本的収入１，３９７万６，０００円。 

支出。第１款、資本的支出１，３９７万６，０００円。 

３７４ぺージをお開きください。他会計からの補助金。第６条、個別排水処

理事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、２，０４４万

７，０００円である。 

以上、提案理由のご説明をさせていただきました。ご審議くださいますよう、

よろしくお願いします。 

 

◇議  長 以上で提案理由の説明は終わりました。 

お諮りします。本案については、議長を除く１１人の委員で構成する予算審

査特別委員会を設置し、これを付託して審査することにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって本案については、議長を除く１ 

１人の委員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査す

ることに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午後 1時４７分） 
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（再  開 午後 １時４８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りします。ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任

については、委員会条例第７条第４項の規定によって、お手元に配りました名

簿のとおり指名したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、予算審査特別委員会の委員は、 

お手元に配りました名簿のとおり選任することに決定しました。 

ここでしばらく休憩いたします。休憩中に議員控室において予算審査特別

委員会を開催し、委員長の互選を行ってください。再開はブザーをもってお知

らせします。 

 

（休憩 午後 １時４９分） 

 

（再開 午後 １時５８分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

お諮りします。先ほど、予算審査特別委員会に付託しました議案第２４号か

ら議案第３１号までの８件については、会議規則第４６条第１項の規定によ

って、３月１２日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思

います。ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２４号から議案第３１ 

号までの８件については、３月１２日までに審査を終了するよう、期限をつけ

ることに決定しました。 

ここで諸般の報告をいたします。休憩中に、先ほど設置されました予算審査

特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行われ、その結果が議長の

手元にまいりましたので報告します。委員長に齋藤宏司議員。副委員長に三條

幸夫議員が互選された旨の報告がありました。 

お諮りします。３月９日と１０日の２日間は、会議規則第１０条第１項によ

り休会とし、３月８日、１１日、１２日の３日間は、予算審査特別委員会の開

催に伴う議事の都合によって、会議規則第１０条第２項による休会としたい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、３月８日から３月１２日まで 

の５日間は休会とすることに決定しました。 
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以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。大変お疲

れさまでした。 

 

（散会 午後 ２時００分） 

 



 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

  令和  ６１ 年  ５  月 ２４ 日 

 

 

 

  議     長   原 本 哲 己 

 

 

 

  署 名 議 員   福 田 淳 一 
 

 

 

  署 名 議 員   森 賀 祐 司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 令和６年第１回 
 

 

 

 

 

大空町議会定例会会議録 

〔その３〕 

 

 

 

・招 集  令和 ６ 年 ３月 ６日 
 

 ・開 会  令和 ６ 年 ３月 ６日 
 

・閉 会 令和 ６ 年 ３月１３日 
 

 

 

 

 

 

大 空 町 議 会 



 



 

大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  大 泉 知 功   ７番  後 藤  忍 

 

２番  川 村  淳    ８番   三  條   幸   夫 

 

 ３番  福 田 淳 一    ９番  上 地 史 隆 

 

４番  森 賀 祐 司    10番  松  岡  克  美 

 

 ５番  鈴 木 秀 之   11番  齋 藤 宏 司 

 

 ６番  岩 原  繁   12番  原 本 哲 己 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  
産 業 課 長 

移 住 ・ 定 住 支 援 室 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

総 務 課 参 事  建 設 課 参 事 

総 務 課 参 事 
 

 
住 民 福 祉 課 長 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

住 民 課 参 事   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

   

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、主査 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 



 



令和６年第１回大空町議会定例会議事日程 

第３号 令和６年３月１３日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第２  議案第14号 大空町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 
 
日程第３  議案第15号 大空町課設置条例等の一部を改正する条例制定について 
 
日程第４  議案第16号 大空町犯罪被害者等支援条例制定について 
 
日程第５  議案第17号 大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定について 
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る条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第７  議案第19号 大空町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支 

援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条 
例の一部を改正する条例制定について 

 
日程第８  議案第20号 大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基 

準を定める条例の一部を改正する条例制定について 
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援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について 

 
日程第10  議案第22号 大空町東藻琴農業振興センター条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第11  議案第23号 大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第12  議案第24号 令和６年度大空町一般会計予算 
 
日程第13  議案第25号 令和６年度大空町国民健康保険事業特別会計予算 
 
日程第14  議案第26号 令和６年度大空町後期高齢者医療特別会計予算 
 
日程第15  議案第27号 令和６年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算 
 
日程第16  議案第28号 令和６年度大空町介護サービス事業勘定特別会計予算 
 
日程第17  議案第29号 令和６年度大空町簡易水道事業会計予算 
 
日程第18  議案第30号 令和６年度大空町下水道事業会計予算 
 
日程第19  議案第31号 令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算 
 
日程第20  発議第１号 大空町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 
 
日程第21  発議第２号 議会運営委員会の閉会中の継続調査について 
 
日程第22  発議第３号 各常任委員会の閉会中の所管事務調査について 



 
日程第23  発議第４号 懸案事項促進のための議員派遣について 
 
日程第24  発議第５号  
 
日程第25  報告第１号 専決処分の報告について 
 
日程第26  報告第２号 令和５年度定期監査結果報告について 
 
日程第27  報告第３号 例月出納検査結果報告について 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  菅 野 洋 治   福 祉 課 参 事  佐 薙 清 美 
 
   会 計 管 理 者  阿 部 雅 浩   産 業 課 長  秋 葉 暢 康 
                       移住・定住支援室長 
 
   総 務 課 長  林   敏 美   産 業 課 参 事  中 村 直 樹 
 
   総 務 課 参 事  佐 川 雅 仁   建 設 課 長  髙   昭 寿 
 
   総 務 課 参 事  稲 川 浩 司   建 設 課 参 事  山 本 純 生 
 
   総 務 課 参 事  中 村 綱 希   住民福祉課 長  山 本   晃 
 
   住 民 課 長  星 加 政 志   総 務 課 主 幹  齋 藤 慎 吾 
 
   住 民 課 参 事  砂 金 英 樹    
 
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課長  井 上   透    生涯学習課参事  村 山   修 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  石 川 大 樹 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  篁   充 清 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  平 田 義 和   書 記  見 延 洸 太 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和６年３月１３日 
 
                     大空町議会議長  原 本 哲 己 
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（開会 午前１０時００分） 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから、令和６年第１回大空町議会定例会第８日目の会議を開きま

す。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において、５番、

鈴木秀之及び６番、岩原繁議員を指名します。 

 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◎諸般の報告 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１２名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職氏名は一覧表として配付してい

るとおりであります。なお、職務の都合により、一部に異動がある場合があり

ますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 議案第１４号 

◇議  長 日程第２、議案第１４号、大空町高齢者保健福祉計画・介護保険 

事業計画についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１４号、大空町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１４号、大空町高齢者 

保健福祉計画・介護保険事業計画については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３ 議案第１５号 

◇議  長 日程第３、議案第１５号、大空町課設置条例等の一部を改正する 

条例制定についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１５号、大空町課設置条例等の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１５号、大空町課設置 

条例等の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第４ 議案第１６号 

◇議  長 日程第４、議案第１６号、大空町犯罪被害者等支援条例制定につ 

いてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから議案第１６号、大空町犯罪被害者等支援条例制定についてを採決

します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１６号、大空町犯罪被 

害者等支援条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第１７号 

◇議  長 日程第５、議案第１７号、大空町介護保険条例の一部を改正する 

条例制定についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１７号、大空町介護保険条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１７号、大空町介護保 

険条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６、議案第１８号 

◇議  長 日程第６、議案第１８号、大空町指定居宅介護支援等の事業の人 

員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について

を議題とします。 

本案について、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１８号、大空町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営

に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採決しま

す。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１８号、大空町指定居 

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７、議案第１９号 

◇議  長 日程第７、議案第１９号、大空町指定介護予防支援等の事業の人 

員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを議題

とします。 

本案について、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質疑

を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第１９号、大空町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営

並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号、大空町指定介 

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する
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条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第２０号 

◇議  長 日程第８、議案第２０号、大空町指定地域密着型サービスの事業 

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２０号、大空町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採

決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２０号、大空町指定地 

域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第２１号 

◇議  長 日程第９、議案第２１号、大空町指定地域密着型介護予防サービ 

スの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２１号、大空町指定地域密着型介護予防サービスの事業の

人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２１号、大空町指定密 

着型介護予防サービス事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護

予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第１０ 議案第２２号 

◇議  長 日程第１０、議案第２２号、大空町東藻琴農業振興センター条例 

の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２２号、大空町東藻琴農業振興センター条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２２号、大空町東藻琴 

農業振興センター条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第２３号 

◇議  長 日程第１１、議案第２３号、大空町監査委員条例の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 
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本案については、すでに提案理由の説明を終えておりますので、これから質

疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第２３号、大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２３号、大空町監査委 

員条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第２４号 

◇議  長 日程第１２、議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予算から 

日程第１９、議案第３１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算まで

の８件を一括議題とします。 

本案について予算審査委員会の報告を求めます。予算審査特別委員会委員

長、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤委員長 予算審査特別委員会における審査結果について報告いたします。 

本委員会に付託された事件は、議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予

算。議案第２５号、令和６年度大空町国民健康保険事業特別会計予算。議案第

２６号、令和６年度大空町後期高齢者医療特別会計予算。議案第２７号、令和

６年度大空町介護保険事業勘定特別会計予算。議案第２８号、令和６年度大空

町介護サービス事業勘定特別会計予算。議案第２９号、令和６年度大空町簡易

水道事業会計予算。議案第３０号、令和６年度大空町下水道事業会計予算。議

案第３１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算の８件であります。 

令和６年３月７日の令和６年第１回大空町議会定例会で設置された本委員

会に付託されました事件は、今後の大空町の方向性にかかわる重要な内容で

あることから、３月８日、１１日、１２日に委員会を開催し、説明員の出席を

求めて、その内容などを慎重に審議いたしました。 

その結果、お手元に配付しました委員会審査報告書のとおり本委員会に付

託されました８事件全ての原案を可決すべきものと決定いたしました。 

以上、当委員会に付託されました事件の審査結果を申し上げ、大空町議会会
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議規則第７７号の規定により報告といたします。 

 

◇議  長 別に発言もないようですので、これから採決します。 

お諮りします。議案第２４号、令和６年度大空町一般会計予算から議案第３

１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会計予算までの８件を一括して採

決したいと思います。ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第１９号から議案第２６ 

号までの８件を一括して採決することに決定しました。 

議案第２４号から議案第３１号までの８件に対する予算審査特別委員会審

査の報告はいずれも原案可決です。 

議案第２４号から議案第３１号までの８件は、予算審査特別委員会審査報

告のとおり、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第２４号、令和６年度大 

空町一般会計予算から議案第３１号、令和６年度大空町個別排水処理事業会

計予算までの８件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０、発議第１号 

◇議  長 日程第２０、発議第１号、大空町議会委員会条例の一部を改正す 

る条例制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。９番、上地史隆議員。 

 

◇上地委員 はい、９番。議会側議案１ページをお開きください。発議第１号、 

大空町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。令和６年３月１３日提出、大空町議会議員上地、松岡、三條、後

藤、鈴木の各議員であります。 

３ページをお開きください。この条例の改正につきましては、先ほど議決さ

れました議案第１５号、大空町課設置条例等の一部を改正する条例制定につ

いてを踏まえ、現在の移住定住支援室と総務課企画グループ、政策グループと

を統合し、本年４月１日から新たにまちづくり推進室が設置されることから、

大空町議会委員会条例の第二条、総務厚生常任委員会の所管中、改正前の移住

定住支援室に関する事項を改正後、まちづくり推進室に関する事項に変更す

るものです。 

附則として、この条例は令和６年４月１日から施行する。なお、条例一部改

正の新旧対照表につきましては別冊で配付の参考資料に掲載しておりますの

で申し添えします。 
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以上、提案理由についてご説明申し上げましたので、ご審議くださいますよ

うよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１号、大空町議会委員会条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第１号、大空町議会委員 

会条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 発議第２号 

◇議  長 日程第２１、発議第２号、議会運営委員会の閉会中の継続調査に 

ついてを議題とします。 

議会運営委員会委員長から会議規則第７５条の規定によって、お手元に配

りました本会議の会期、日程等、議会の運営に関する事項等について、閉会中

の継続調査の申し出があります。 

お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、委員長からの申し出のとお 

り、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

◎日程第２２ 発議第３号 

◇議  長 日程第２２、発議第３号、各常任委員会の閉会中の所管事務調査 

についてを議題とします。 

各常任委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によっ

て、お手元に配りました所管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申

し出があります。 
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お諮りします。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすること

にご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、各委員長からの申し出のとお 

り、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

◎日程第２３ 発議第４号 

◇議  長 日程第２３、発議第４号、懸案事項促進のための議員派遣につい 

てを議題とします。 

令和６年度中の懸案事項促進のため、派遣用務の選択、派遣議員の氏名、人

員、派遣期間及び用務地等について、その都度、議長において検討の上決定し、

議員を派遣することにしたいと思います。 

お諮りします。発議第４号は、そのように決定することにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、懸案事項促進のための議員派 

遣については、そのように決定しました。 

 

◎日程第２４、発議第５号 

◇議  長 日程第２４、発議第５号、将来にわたり持続可能な農業の実現を 

図る食料・農業・農村基本法改正等に関する要望意見書を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。７番、後藤忍議員。 

 

◇後藤議員 議会側議案の１９ページをお開きください。発議第５号、将来に 

わたり持続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本法改正等に関する要

望意見書。このことについて。 

大空町議会会議規則第１４条の規定により別紙のとおり提出する。令和６

年３月１３日提出、提案者は、大空町議会議員後藤、川村、齋藤、松岡、森賀、

福田の各議員であります。 

２１ページをお開きください。農業を巡っては、近年の自然災害の多発化に

よる食料・農地の損失、コロナ禍による輸入制限や国内在庫の滞留、ウクライ

ナ侵攻やイスラエル内戦などによる世界経済の不安定化から、食料調達の激

化とともに円安などの影響も相まって、食料やエネルギーの価格高騰を招い

ています。加えて、昨今の気象変動による食料生産への影響が大きく、昨年で

は猛暑等の影響で品質低下・収量減を招くなど、食料を安定的に供給すること

が危惧される状況下にあり、過度な輸入依存から脱却し、国内生産の増大を図

る政策の構造転換が求められています。 

こうした中、農政の憲法と呼ばれる食料・農業・農村基本法の制定から２５
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年が経過し、世界情勢の変化に対応して食料安全保障の確保や農業の持続的

な発展と生産性の向上を図るなどを基本理念に織り込んだ改正案について、

今通常国会に提出するとしています。併せて、不測時の食糧確保やスマート農

業の振興に関する新法、農地所有適格法人の特例措置など農地関連法案の議

論もなされようとしています。しかし、国内の食料自給率は３８％と、依然と

して低い水準にあり、国内生産基盤は高齢化や担い手不足などで脆弱化して

いることから、農業生産基盤の強化など基本計画の実効性のある政策が大き

な課題となっています。 

また、適正な価格形成では、生産コストの転嫁のあり方とともに消費者への

理解醸成が必要であり、不測時に対応した食料確保にあたっては、生産者等に

罰則を科すことは生産の自由を奪う危険性もあります。さらに、食料の安定供

給には、優良農地の確保が重要であり、食料自給率の向上を図るため、農地の

確保と国の責務を強化することが急務となっています。ついては、将来にわた

り持続可能な農業の発展を図り、生産現場の意見に寄り添った農政の確立に

向け、食料・農業・農村基本法の改正など関連法案について下記事項を要望し

ます。 

記。１、基本法の改正にあたっては、食料安全保障の強化に向けて農業予算

を拡充し、農業基盤の整備や官民一体となった備蓄制度の構築、海外への食糧

援助含む輸出体制の強化など輸入に依存しない国内自給を基本とすること。

また、新たな基本計画の策定については、目標達成の状況調査・公表のみなら

ず、未達成品目の実効性を確保する具体的な施策と予算措置を図ること。 

２、適正な価格形成については、コスト上昇分をすべて価格に反映すると消

費減退を招き、農業者は生産調整を強いられることから、消費者への理解醸成

を図るとともに新たな所得政策を構築すること。 

３、不測時の食料確保について、農畜産物の需給調整では、生産者と生産者

団体等で行われていることから、生産者等への罰則を設けるのではなく、まず

は国が責任を持って需給調整に参加することを明確化し、生産の自由を奪う

ことのないよう慎重な対応を図ること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。提出先は内閣総

理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、農林水産大臣宛てです。 

以上、提案いたしますので、ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これから発議第５号、将来にわたり持続可能な農業の実現を図る食料・農

業・農村基本法改正等に関する要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、発議第５号、将来にわたり持 

続可能な農業の実現を図る食料・農業・農村基本を農村基本法改正等に関する

要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 報告第１号 

◇議  長 日程第２５、報告第１号、専決処分の報告についてを議題としま 

す。 

松川町長からお手元に配付しているとおり専決処分の報告がありましたの

で、本件について説明を求めます。村山生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 ただいま上程になりました報告第１号についてご報告をさ 

せていただきます。 

議会側議案書２７ページをご覧ください。専決処分第１号、専決処分書。 

大空町が管理する施設に起因して発生した物損事故に対する和解及び損害

賠償の額を定めることについて、地方自治法第１８０条第１項の規定により、

次のとおり専決処分する。令和６年１月２２日、大空町長、松川一正。 

記。１、和解内容、別紙。 

２、損害賠償の額。８，９９８円。 

３、和解の相手方。北見市ひかり野５丁目３番地４、澤田なつき。 

２９ページをご覧ください。和解内容でございます。 

１、事故の原因。 

（１）事故発生日時。令和５年１０月２１日、午前９時頃。 

（２）事項発生場所。網走郡大空町女満別西５条５丁目３番３号。 

（３）事故の相手方。北見市ひかり野５丁目３番地４、澤田なつき。 

（４）事項の概要。大空町が管理する施設の駐車場排水溝金属格子が外れ、

相手方の所有する自家用車に損害を与えた。 

２、和解の条件。 

（１）事故の第１当事者（甲）。大空町長、松川一正。 

（２）事故の第１当事者（乙）。北見市ひかり野５丁目３番地４、澤田なつ

き。 

（３）過失割合。甲：１００％、乙：０％。 

（４）損害賠償の額。８，９９３円。 

（５）支払い期限。甲は乙に対して、本件物損事故による損害賠償額として、

金８，９９３円を令和６年２月２９日までに支払うものする。 

（６）異議の申し立て。示談書の締結後は、甲・乙間において今後本件に関

しては異議申立てをしないことを約束する。 
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本件につきましては、女満別Ｂ＆Ｇ海洋センターで開催されましたミニバ

スケットボールの練習試合に児童を送迎するため、保護者が駐車場に自家用

車を駐車したところ、地面に設置されていました排水溝の金属格子がはね上

がり、当該車両に損害を与えたものでございます。 

この事故におきまして、乗車していた保護者及び児童に怪我はなく、車両に

つきましてはアンダーカウルが脱落した状況で、後日、相手側の申し出により

事故の発生を確認したところでございます。 

車両の被害状況や現場の状況から見て事故の要因は地盤隆起による不陸に

よるもので、駐車場管理する上で設置者に瑕疵があるものと判断し、速やかに

相手側に謝罪をし、車両の原状回復費用を賠償額として示談書を締結したと

ころでございます。 

なお、今回の事故に関しては、保護者や児童に怪我はありませんでしたが設

置者として事態を重く受けとめているところでございまして、昨年の第４回

定例会におきまして補正予算を計上させていただき、再発防止のため、当該駐

車場の排水工工事を行ったものでございます。 

以上専決処分の内容についてのご報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで専決処分の報告については終わります。 

 

◎日程第２６ 報告第２号 

◇議  長 日程第２６、報告第２号、令和５年度定期監査結果報告について 

を議題とします。 

監査委員から令和５年度定期監査報告書の提出がありましたので、監査委

員の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第２号、令和５年度定期監査 

報告について、ご報告いたします。 

令和５年度の定期監査につきましては、令和６年２月２０日に松岡監査委

員とともに審査を実施いたしました。 

今回ご報告いたします定期監査につきましては、地方自治法第１９９条第

４項の規定に基づく監査であり、令和４年度分補助金の支出について監査を

実施いたしました。 

本年度の監査の実施に当たりましては、所管部署から補助金支出関係書類

の提出を求め、担当者から適時説明を聴取し、補助金の交付時期及び支出方法

は当該事業にとって妥当であるか、また、事業計画書どおり清算が行われてい

るかどうかに主眼を置いて監査を実施いたしました。 

監査の結果、お手元に配付の資料に記載のとおり、当該事務に関して概ね適

正に事務が執行されているものと認められました。 

なお、改善が必要な事例やその他事務処理上留意すべき事項については、所

管部署へ意見として申し伝えたところであります。 

以上、令和５年度定期監査結果の報告とさせていただきます。 
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◇議  長 これで、令和５年度定期監査結果報告については終わります。 

 

◎日程第２７ 報告第３号 

◇議  長 日程第２７、報告第３号、例月出納検査結果報告についてを議題 

とします。 

監査委員から、例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員

の報告を求めます。近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第３号、例月出納検査結果の 

報告につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、報告申し

上げます。 

検査の対象となった月は、令和５年１１月分から令和６年１月分までであ

ります。 

検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例月

出納検査を実施いたしました時期は、１１月分につきましては１２月１９日、

１２月分につきましては１月２２日、１月分につきましては２月１９日に松

岡監査委員とともに実施したところであります。 

検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載のとおり相違あり

ません。 

また、現金、預金の保管状況、その他、特に指摘する事項はございません。 

以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

 

◎閉会の宣告 

◇議  長 本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

松川町長から発言があれば許します。松川町長。 

 

◇町  長 令和６年第１回定例会閉会にあたりまして、一言ご挨拶申し上げ 

たいと思います。 

令和６年度予算につきましては、３月８日からの予算審査特別委員会、３月

１２日午後からの総括質疑と、議員各位に長時間にわたり慎重にご審議をい

ただき、本日お認めいただきましたことに心からお礼を申し上げます。 

令和６年度予算におきましては、令和４年度からの継続事業であります役

場庁舎大規模改修工事、河川防災ステーションの整備が令和６年度工事でも

って完了をいたします。そのほかにも緊急河川浚渫事業、消防通信指令台整備

事業及び大空高等学校交流拠点施設増築事業などの大型事業により、一般会

計及び特別会計を含めた全会計の合計額は、令和５年度予算額を更新し、過去

２番目の予算規模となりました。 

令和６年度予算の中には、人口減少社会や自治体ＤＸを推進するためのＤ

Ｘ戦略推進方針の策定、ゼロカーボンシティ大空町の実現に向けた地球温暖

化対策実行計画の策定、芝桜公園の大規模改修に向けた基本計画の策定など、
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持続可能なまちづくりを実現させていくための未来への投資に係る予算も盛

り込ませていただきました。そのほかにも子ども医療費の高校世代までの医

療費無償化や、高齢者世帯熱中症対策事業について新規事業として実施して

まいります。さらに、大空町のまちづくりの指針である第２次大空町総合計画

が令和７年度をもって計画期間が終了することから、令和８年度からの新た

な第３次大空町総合計画の策定に向け準備を取り進めてまいります。 

今後は人口減少を見据え、大空町としてさまざまな課題に対し何をどこま

で、そしてどの程度やるのか、どのように効果的に行うのかといった視点を常

に持ち続けながら、財政規律を意識し、かつ、身の丈に合った行政運営に努め

てまいりたいと考えます。何とぞ議員各位におかれましても、折に触れご指導

いただきますようお願い申し上げます。 

また、今定例会においては、教育長及び教育委員会委員の任命、固定資産評

価審査委員会委員の選任、監査委員の選任についてご同意いただきました。誠

にありがとうございます。 

さて、令和６年の始まりは元日の能登半島地震に始まり、翌日は航空機同士

の衝突事故という痛ましい災害事故が発生いたしました。また一昨日、３月１

１日東日本大震災発生から１３年という年月が経過したところであります。

特に地震災害などにおいては想定外の災害などの表現が多く用いられます。

確かに想定することができなかった災害なのかもしれませんが、地域住民の

安全な暮らしを守る義務がある基礎的自治体においては、専門家の予測を踏

まえ、どの様な災害が発生するかを想像し、想定外を想定の範囲内にして行く

日ごろからの準備が大切であると再認識し、このことに対して、しっかり取り

組んでまいります。 

最後に、議員各位におかれましては、今後とも、さまざまな見地からご指導

いただきますようお願い申し上げ、また、今回の議会に対するお礼を申し上げ

まして、ご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

◇議  長 これで令和６年第１回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

 

（閉会 午前１０時４５分） 
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